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　序章　とある光景　A Sight Inwards






「さっさと掃そう除じしなさいよー」

「お主の分ぶん際ざいでわしに指さし図ずするでない」

「あんたの分際であたしに口答えしないで」

「何だこの紙は。捨すててしまうぞ」

「待ちなさいよ。ぽいぽい捨てたらもったいないでしょ。何の紙なのよ？」

「知らぬ。読んでみるぞ。……む、むむ」

「どうしたのよ」

「見てみるがよい」

「ほほう……夏期合宿ねえ……」

「場所や日取りまで書いてあるぞ。これは思案のしどころだな」

「どういうことよ」

「相変わらず鈍にぶいのう。よいか。場所も日時も分かっているなら、レシーナさんに頼たのみ込こんで……」

「あ、うん、なるほど……」

「クラウスに興きよう味みのないお主には関係のないことだろうがな」

「ま、待ちなさい。なんだか急にお姉ちゃんに慰い安あん旅行の企き画かくを提てい出しゆつしたくなってきたわ」

「素す直なおでない奴やつだ。まあよい、とりあえずレシーナさんのところに行くぞ」

「ええ」



    

  
    
      　第一章　旅館・七つ扉とびら　Seven Doors Hotel






　毎年夏ともなると、コティペルト王国の首都ヘールサンキは猛もう暑しよに見み舞まわれる。

「熱気が力いっぱい抱だきついてくる」と表ひよう現げんされるその気候は、基き本ほん的に住みやすい環かん境きようであるヘールサンキのほぼ唯ゆい一いつの弱点であり、住民たちの頭を悩なやませている。

　コティペルト王国建国以い降こう、この暑さを何とかすべく様々な手しゆ段だんが講こうじられてきた。中でも大だい規き模ぼなものが、『ラプーランドの虎とら』と呼よばれた第三代国王トニカッコ・ピスロメン・コティペルトの手による『氷雪国家ウインターハーツギルド』計画である。

『氷雪国家ウインターハーツギルド』計画の内ない容ようは、国中の詠えい唱しよう士しに氷結・冷れい撃げき・呼こ水すい関係の詠唱を一度に発動させ、その力により涼りようをとるという力ちから任まかせ極きわまりないものであり、当然のごとく強い反発が巻まき起こった。

　しかし、通り名の示しめすとおり激げき烈れつな気き性しようを持つトニカッコは、それらの意見を『自身があまりの暑さに耐たえかねた』という理由でもって一いつ蹴しゆう。計画を断だん行こうし見事王都の気温を下げてしまう。

　計画は成功したかに見えた。だが数週間を待たずして、思いもよらない副作用が生まれ始めることとなる。

　王都の各地で、これまで発生したことのないような魔ま獣じゆうが大量に出現し始めたのだ。

　言うまでもなく『氷雪国家ウインターハーツギルド』計画が原げん因いんであり、トニカッコは計画を中断せざるを得なくなってしまったのだった。

　ちなみにこの『氷雪国家ウインターハーツギルド』計画は、在ざい位い中常に己おのれの意思を通し続けてきた彼が、唯一妥だ協きようした一いつ件けんであると言われている。

　もはや国による対たい策さくが期待できないため、王都に住む人間たちは各々で暑さをしのぐ手段を講じている。複ふく数すうの詠唱を駆く使しするものから、道に水を撒まくという原始的なものまで、実に様々なものがある。

　その中でも最も効こう果か的なのが、いわゆる避ひ暑しよだ。

　いくら夏だからと言っても、コティペルト王国の全土があまさず熱波に見舞われているわけではない。探さがせば涼すずしい地ち域いきというものは存そん在ざいするのである。

　有名なところでは、かつてインフレイル族長国の植民地コロニーだったジェスターレース地方や、パパラルディ山脈の奥おくにあるレスリー村落などが挙げられるが、いずれも王都からも人里からも離はなれているため気軽に訪おとずれることは出来ず、金のある上流階級の別べつ荘そう地と化しているのが実じつ際さいのところである。

　涼しい思いをするのも金次し第だいとはなんともわびしい話であるが、庶しよ民みんにも決して道が開かれていないわけではない。

　クレメンテ通りの西に広がる、ヤルヴァの森。ここを訪れるという最終手段が残っているのだ。

　国により開発が禁きん止しされたことでありのままの姿すがたを残しているこの森は、交通の便のよさと自然の木々が生み出す無理のない涼しさで、王都の庶民たちから長年にわたり愛され続けていた。避暑に訪れる人間を相手にした宿が森にはいくつもあるのだが、夏ともなると予約がいっぱいになってしまう。

　この予約合戦も、王都住民たちの夏の風物詩である。勝ち負けが快かい適てきな生活に直結するため、かなり殺さつ伐ばつとした風物詩になってしまうのだが、まあそれは致いたし方ないことだろう。





『迷まよえる者に与あたえし灯ともし火び、頼たよれる園そのに慕したいし篝かがり火び──』

　詠唱を途と中ちゆうまで唱えてから、クラウス・マイネベルグははたと考え込んだ。

　続きが思い出せないのだ。

　風にそよぐ葉の音が周囲をざわつかせる。

　激烈な日光は、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々に遮さえぎられその威い勢せいを弱めていた。随ずい分ぶんとすごしやすい。

　彼がいるのは、ヤルヴァの森である。講こう師しとして勤つとめているシーパース詠唱教室の企き画かくである夏季合宿を実じつ施しするためにやってきたのだ。

　集しゆう団だん行動を経けい験けんしてみるとか、日にち常じよう生活から少し離れたところで詠唱の勉強に集中できるようにするとか建前は色々あるが、実際のところは教室主しゆ催さいのちょっとした旅行である。

「先生、どうしたのー？」

　隣となりを歩いていた一人の少女が話しかけてきた。

　言葉に出さず、眉まゆをしかめることでそれに答えてみせる。詠唱の途中なので、迂う闊かつに喋しやべることが出来ないのだ。

　普ふ通つうに発言してしまうと、ここまで組み上げた詠唱が無む駄だになってしまう。さして魔力を使う詠唱ではないので構かまわないといえば構わないのだが、また構成しなおすのは面めん倒どうである。

「どうしたのー？　なんで黙だまってるんですかっ？」

　クラウスの周りをちょこちょこと動き回りながら、少女──コニン・グレイブスが質しつ問もんを連発する。

「またお腹なかが空すいてるんですか？　この前はびっくりしましたよ。まさか先生が元気ない原因が腹はらペコだなんて思わなかったし。毎日ちゃんと食べないとだめですよ。うちのお母さんも『欠かさず三食とらないと大きくなれない』って言ってましたし。でもお母さんったら欠かさず三食以上食べてるから大きくなりすぎて、若わかい頃ころの服が着られなくなってるんですよ。でお父さんが食べ過すぎだって言ったらお母さん怒おこり出して。誰だれかさんが博打ばくちにお金をつぎ込むからそのいらいらを解かい消しようするためにわたしは食べるしかないのよーとか言って大おお喧げん嘩かになって、もー大変で大変で。でもそれを聞いた隣のエンプゥさんは喧嘩するほど仲がいいとか言うんですよ。どう思います先生？　でもそれだとエンプゥさんのところは喧嘩してないし、実は仲が悪いってこと？　うーん難むずかしいな。先生に聞いてみようかな。本当のところどうなんでしょうね？」

　話題があちこちに飛び回っている上に質問の内ない容ようが二転三転している。黙っている理由を伝えるべきか、クラウスの腹具合を答えればいいのか、コニンの両親が仲がいいのかどうか答えればいいのか、隣のエンプゥさんの家庭の事じ情じようが実際のところどうなのかについて答えればいいのか、判はん然ぜんとしない。

　ちなみに空腹の問題は床ゆか下したから出てきた金きん貨かの相場の変動によりお金が入らなかったことから全く未解決──すなわち今も胃いが潰つぶれそうなほど腹が減へっている──だし、コニンの両親はこの前行った個こ人じん懇こん談だんへ二人で来たときの様子から察するにおそらく仲がいいだろうし、会ったこともない隣のエンプゥさんの夫ふう婦ふ仲など知ったことではない。

「ねー、どう思いますか先生」

　だからどのことについて聞いてるのだと言いそうになったクラウスを制せいするように、別の声が聞こえてきた。

「先生……おそらく、次のくだりは『乱みだるる道への理知なる標しるべ、離るる貴き地ちへの未知なる調べ』でそこから鍵けん言げんにつながると思われます」

　いかにも育ちのよさを感じさせる言葉遣づかい。しかし、その抑よく揚ようにはどこか疲ひ労ろうの気配が滲にじみ出ている。

「先生が置き忘わすれられた手紙をちらりと見ただけなので、断だん言げんすることは出来ませんが、おそらく間ま違ちがいない……でしょう」

　声の主は、夏の屋外だというのに舞ぶ踏とう会かいに着てくるような豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとっていた。こんな重じゆう武ぶ装そうでは消しよう耗もうするのも当たり前というものだ。

　半ば呆あきれながらも、とりあえずクラウスは彼女の指し摘てきに従したがうことにした。

『乱るる道への理知なる標、離るる貴地への未知なる調べ。導どう機き産さん賓ひん、望ぼう来き暗あん韻いん。……合言葉、紳しん士しは夜に翼つばさをたたむ』

　詠唱が完成するなり、クラウスの傍かたわらにそびえていた木がぼぅっと光を放った。

　続けて少し先にある木が同じように発光し、そして二本の木の間に輝かがやく光柱が伸のびて一つに繋つながる。

　これは『暗夜の堂標リロード』という詠唱であり、森や山やま奥おくといった道に迷いやすい場所でも安全に目的地へ到とう着ちやくできるよう編あみ出されたものである。

　前もって、木や岩といった目印となるものに刻こく印いんを刻きざんでおいて、詠唱と共鳴させることで道しるべとすることができる。

　刻印は魔ま力りよく文字で刻むため、普通の道しるべのように経けい年ねん劣れつ化かしたりすることがなく安定して保ほ存ぞんできる。

　また、合言葉──専せん門もん用語で『水巣の詩ゴツトハード』と呼よばれる──を準じゆん備びする側が自由に決められ、複ふく数すうの『暗夜の堂標リロード』が入り組んでいるような場所でも、目的とする『暗夜の堂標リロード』のみを抽ちゆう出しゆつして発動することが可か能のうとなるのだ。

　今回クラウスたちの向かう先である旅館『七つ扉とびら』も『暗夜の堂標リロード』を導どう入にゆうしていて、予約した際さいに受付確かく認にんの手紙と一いつ緒しよに合言葉も送られてきたのだが、迂う闊かつなことにその紙を一式全部いきつけのバーに忘れてきてしまったのだ。

　今いま更さら取りに帰るわけにもいかず、途と中ちゆうまでは記き憶おくを頼たよりに来たわけだが、さすがに森をこれ以上あてずっぽうに進むわけにはいかず、詠えい唱しようを使ってみたところ合言葉を思い出せなかったという始末である。

　実を言うと結けつ構こう瀬せ戸と際ぎわだったりした。この重武装少女が合言葉を覚えていなかったら、最悪目的地に着かないままとんぼ返りという可能性も大いにありえたのだ。

「ありがとうターヤ、助かったよ」

　クラウスは、少女──没ぼつ落らく貴族の跡あと取とり娘むすめ、ターヤ・パシコスキ・トルネに礼を言った。

「いえいえ。先生のお役に立てて嬉うれしく存ぞんじます」

　額ひたいに汗あせを浮うかべながら微笑ほほえむターヤ。

　と、次の瞬しゆん間かん彼女はへなへなと倒たおれ込こみそうになった。

「だいじょうぶ～？」

　その肩かたを支ささえたのは、ターヤの親友パルミ・アイネズである。

「そんな服を着てるからぁ、しんどいんだと思うよぉ」

「外出時は正装、それが貴族としての基き本ほんです。おろそかにするわけにはまいりません」

「貴族も大変だねぇ」

　息も絶たえ絶だえに反はん論ろんするターヤに、パルミはのほほんと肩をすくめてみせた。

「でも貴族も人間でしょ～。何か飲まないと死んじゃうよぉ」

　ぼけぼけとした、周囲の時の流れに取り残されていってしまいそうな喋しやべり方。しかしそれでいて、発する言葉は割わり合あい核かく心しんを突ついていたりする。

「はい、どぉぞ」

　そう言うと、パルミは背せ負おっていたかばんから水すい筒とうを取り出しターヤに手て渡わたした。

「け、結構ですわ！　民たみ草くさの施ほどこしなど受けませぬ！」

　ターヤがぶんぶんと首を振ふる。

「これしきのことで、誇ほこり高きトルネ家の跡取りであるわたくしがくじけるわけがございません！　見くびらないでいただきたいものですわ！」

　上ずっている声が動どう揺ようしていることをありありと表ひよう現げんしてしまっているのだが、そこに気を回すほどの余よ裕ゆうさえターヤにはないらしい。

「そうなんだぁ～。じゃ、わたし飲むね～」

　水筒の蓋ふたを開けると、パルミはおいしそうに中身を口の中へ注ぎ込んだ。

「ぷは～。やっぱりぃ、パンテラの実のジュースはおいしいね～」

「う、ううう……」

　ターヤの顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。目の前でおいしそうに飲み物を飲む姿すがたを見せ付けられるなど、拷ごう問もんに等しいだろう。

「意地はってぇ、『貴き族ぞくはそんなくだらないものを持ち歩かない』とか言うからだよぉ～」

　意地悪な笑顔を浮うかべながら、パルミがふた口めをごくごくとのどを鳴らして飲む。

「く、くぅ……」

　その様子を見ていたターヤは、耐たえ切れなくなったかついにがくりと肩を落とした。

「仕方ありませんわ……。そこまでおっしゃるなら飲んで差し上げてもよろしくてよ」

「素す直なおじゃないなぁ～、ターヤちゃんは」

　嬉しそうににこにこしながら、パルミが水筒を差し出す。

　それをひったくるようにして受け取り、いそいそと口をつけてから、

「ぶふっ!?」

　ターヤは貴族にあるまじき珍ちん妙みような声を発した。

「けほ、けほけほ……」

　盛せい大だいにむせている。いったい何があったのだろうか。

「ターヤちゃん、どうしたのぉ～？」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげるパルミに、ターヤは水筒をつき返した。

「どうして……どうして……」

　体が小こ刻きざみに震ふるえている。よほど衝しよう撃げき的だったようだ。

「どうして、このジュースは、かように生ぬるいのですかしら!?」

　生ぬるいパンテラの実のジュース。クラウスはおぞけを振るった。想そう像ぞうするだけで気持ち悪い。

　パンテラの実のジュースは冷えていることが揺ゆるがせない大だい前ぜん提ていである。生ぬるかったりすると、元々持っている微び細さいな粘ねばり気が強調されとんでもない口当たりになってしまう。

「『百地の冷客キヤプテンズトーク』あたりの詠唱をかけておいた石なり何なりで冷やしておくのが基本というか当たり前でしょう！」

　気色の悪いものを飲まされて怒いかり心頭なターヤに、パルミは相変わらずとぼけた様子で首を傾げて見せた。

「冷たいの飲んだらおなか壊こわしちゃうよぉ。ジュースに変わりはないんだから大だい丈じよう夫ぶじゃない」

「生ぬるいままにしておくほうがよっぽど危あぶないですわ！　悪くなってしまうじゃありませんこと!?」

「だいじょうぶだいじょうぶ～。パンテラの実のジュースはぁ、悪くなりにくいんだよぉ。元々水が少ないパパーローチ地方で狩かりのための携けい帯たい飲料として生み出されたものだしね～」

「そ、そうなんですの……？」

　気き勢せいを殺そがれ、ターヤが目をしばたたかせた。

　クラウスにしても、初めて聞く話である。よくもまあそんな豆知ち識しきを持っているものだ。時折思うことだが、このパルミという少女なかなかに底が知れない。

「そうなんだよぉ～。というわけでぇ、もう一口どう～？」

「結けつ構こうです！」

　パルミが差し出す水筒を、ターヤは力いっぱい払はらいのけたのだった。





　生ぬるいジュースのおかげで更さらに消しよう耗もうしたターヤを励はげましつつ、クラウス一行はようやく宿に着いた。

「…………」

　着いたのだが、誰一人として宿に近づこうとしない。

「……先生、本当にここ？」

　不安そうに呟つぶやいたのは、シーパース詠えい唱しよう教室でも指折りの悪ガキであるスコット・ミーアンである。

　普ふ段だんは大人をなめたようなでかい態たい度どが顔といわず挙動といわずにじみ出ているのだが、今日に限かぎって妙に大人しく不安げである。

「おそらく、多分、きっと」

　スコットがこうも戸と惑まどっている理由は、クラウスにもよくわかった。

　彼らの目の前にそびえている建物──彼らが二泊はく三日過すごすことになっている旅館『七つ扉とびら』が、ちょっとありえないほどにおんぼろなのだ。

　今にも崩くずれ落ちそうな外観。扉には修しゆう繕ぜんした跡あとがありありと残っているし、壁かべにはところどころ穴あならしきものが見受けられる。

　庭には雑ざつ草そうが想そう像ぞうを絶ぜつする勢いきおいで生おい茂しげっており、森の中にもう一つ森を作り出している。

　荒あれ具合で言うなら、クラウスの家をも上回っている。これはただごとではない。床ゆかが突とつ然ぜん轟ごう音おんとともに抜ぬけてしまう建物より更に荒れ果てているなど、人が住んでいればまずありえないはずだ。

「なぁ、ブルーナ。あれまさか幽ゆう霊れい屋や敷しきとかじゃないよな」

　スコットが、近くにいた少女に話しかけた。

「違ちがう。生きてるのしかいない」

　少女はぼそぼそとそう呟きながら、首を横に振ふる。前まえ髪がみが目にかかってしまっていて、表ひよう情じようがあまりよく窺うかがえない。

「ブルーナが言うんだから、間違いないかなー」

　横で聞いていたコニンが腕うでを組む。

「うん。絶ぜつ対たい」

　少女は無ぶ愛あい想そうに頷うなずいた。

　ブルーナ・ディッキンソンと言えば、クレメンテ通りきっての霊感少女としてかなり有名な存そん在ざいである。

　霊れい能のう力りよく──命を失ってなお現げん世せに残り続けているものを他者より敏びん感かんに感じ取る能力は、差こそあれ生まれつき誰もが有している魔ま力りよくとは異ことなり、ごく一部の人間だけにしか備そなわっていない。

　元々そういう能力者が生まれやすい家か系けいが存在するとか、出生の際さいに難なん産ざんだった場合霊能力者になりやすいなど諸しよ説せつあるが、未いまだ詳細は明らかになっていない。

　ブルーナはその霊能力──しかもかなり純じゆん度どが高い──を身に着けていて、いわゆる霊れい障しようの解かい決けつのきっかけ作りに何度となく活かつ躍やくしていた。

　その潜せん在ざい能力を買われ、退たい霊れい術じゆつ士しなどから誘さそいがよく来ているのだが、なぜか彼女はいつも断ことわっている。

「なら、大だい丈じよう夫ぶだろう。よし入るぞ」

　子こ供どもたちに向かって、というより自分自身に言い聞かせるようにクラウスは言った。

　ここまで来て後に引くわけにはいかない。もう二泊三日分の代金は保ほ護ご者しやから徴ちよう収しゆうして払ってしまっているのだ。一人一人の分はそう高くなくても、全員分合わせると結けつ構こうな額がくになる。

　これを無む駄だにしてしまうということが、小市民であるクラウスにはどうしてもできなかった。

　問題ない。問題ない。口の中で何度も呟く。

　短い単語の反はん復ぷくが、徐じよ々じよにクラウスを軽い陶とう酔すい状じよう態たいへと誘う。

　根こん拠きよもないのに、本当に何とかなりそうな気がだんだんとしてくる。

「せんせ～、聞いていいですかぁ？」

　パルミが話しかけてきた。

「問題ない」

「……はいぃ？」

「いやなんでもない」

　自じ己こ暗あん示じが過ぎたようだ。クラウスは慌あわててパルミの方を振り返る。

「……まぁいいかぁ。あのね、せんせ～。どうしてぇ、この旅館に決めたのぉ？」

　これはまた痛いたいところを突ついてきた。やはりこの少女只ただ者ものではない。

「えーとね、それは……」

　この合宿の準じゆん備びの際、詠唱教室の経けい営えい者しやラフル・シーパースに、クラウスはできるだけ安く済すみなおかつ生徒たちが住むクレメンテ通りから近く食事がうまく大きい風ふ呂ろがある宿を探さがすよう指し示じされた。

　その無む茶ちやな条じよう件けんに合がつ致ちする宿はいくつかあったのだが、何分こういった作業が初めてだったクラウスはうまく立ち回れず、そのいずれの宿も確かく保ほすることが出来なかった。毎年恒こう例れいの宿取り合戦は、クラウスの持つ実じつ務む能力では到とう底てい太た刀ち打うち不ふ可か能のうだったのだ。

　送りつけられ続ける「予約終しゆう了りよう」の手紙におろおろしているうちに時間は過ぎてしまい、仕方なくクラウスは唯ゆい一いつ部屋に十分な空きがあったこの『七つ扉とびら』に決めた。

　暑い季節が訪おとずれてなお空きがあるという事に疑うたがいを持たなかったわけではないが、まさかこれほどまでにとんでもない宿だとは思いもしなかったのだ。

「うーんと……」

　だがしかし、その顛てん末まつを子供たちにそのまま伝えることはできなかった。先生が鈍どんくさかったせいでおんぼろな宿に決まったんだよなどと言えるわけがない。

「結構料理とかおいしいらしいよ。露ろ天てん風呂からは綺き麗れいな景色が見えるそうだし」

　送られてきた案内書に書いてあったことをそのまま口にしてみる。

「へぇ～。そうなんだぁ」

　パルミがうんうんと頷うなずく。なんだかんだ言っても子供だ、誤ご魔ま化かすくらい造ぞう作さもないとクラウスが安心していると、

「ほんとにほんとかなぁ？　もしかしてぇ、他ほかのところが全部混こんでてだめだったぁ～とかじゃないのぉ？」

　狙ねらい過あやまたず図星である。こうも完全に見み抜ぬかれてしまうと返す言葉もない。

「パルミさん、先生を疑うのはおやめなさい。詠えい唱しよう教室の講こう師しが生徒を騙だまそうとするはずなどあるわけがございませんわ」

　それまで疲ひ労ろうの極きわみにあったか一言も発さないでいたターヤが、上う手まい具合に助け舟ぶねを出してくれた。

「そ、そうだよ！　はっはっはやだなあ」

　ここぞとばかりに便乗する。生徒に問い詰つめられそうになったところを別の生徒に助けてもらうとは、なんとも情なさけない。

「う～ん……まぁ、いっかぁ」

　未だ不ふ承しよう不ぶ承しようといった面おも持もちだが、とりあえずパルミは納なつ得とくしたようである。

「よし、じゃあ行くぞさあ行くぞ！」

　子供たちの背せを押おすようにして、クラウスは宿へと向かった。

　まださっきの暗あん示じが効きいている。このまま勢いきおいで押し切ってしまえばいいのだ。





　などという考えは宿に一歩足を踏ふみ入れた途と端たん木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　足を下ろした場所から返ってくる、みしりともぎしりともつかない感かん触しよく。

　クラウスはこの感触を知っている。我が家の抜けた床ゆかが、未だ床としての役目をぎりぎりで果たしていた頃ころに返してきた感触である。

　安っぽい暗示は簡かん単たんに吹き飛んだ。

　宿の中に漂ただよう空気も、なにやら怪あやしげである。どんよりとしていて、そこはかとなく息苦しい。

　子こ供どもたちは、みな一様におびえている。無理もない話だ。大人であるクラウスでも、このいわく言いがたい妖よう気きにたじろいでいるのである。

「よし、さっそく探たん検けんだ！」

　しかし、一人だけ元気な子供がいた。シーパース詠唱教室に数いる問題児の中でも最高にたちが悪い、通つう称しよう『歩くデマ噴ふん霧む器き』ギルビー・バラークである。

「やめとこうぜ……。ここなんか気味悪いよ」

　不安そうな声を出すスコットの鼻先に、ギルビーは指を突つきつける。

「なに言ってるんだよ、気味悪いからこそ調べる価か値ちがあるんじゃないか！」

　その目は、好こう奇き心しんだかなんだかよく分からないものでぎらぎらと輝かがやいている。

「こういう誰だれも入らないような、近づきたくもないような場所にこそ、誰にも知られていない秘ひ密みつが眠ねむっているんだ。なんとしてもそれを見つけ出してすっぱ抜かなくちゃ、特ダネに失礼だよ」

　熱ねつ弁べんをふるうギルビー。誰も聞いていないことはおかまいなしなようである。

「この不気味さ、このおどろおどろしさ。極秘情じよう報ほうの匂においがぷんぷんと──」

「いらっしゃい」

　唐とう突とつに、クラウスたちの横からしわがれた声が聞こえてきた。

「ひっ!?」

　その場にいた全員が硬こう直ちよくする。

「予約されていたお客さんですかねぇ」

　そこにいたのは、一人の老ろう婆ばだった。古ぼけたカウンターから顔だけを出すようにして、クラウスたちを眺ながめている。

　眺めているように見えるのだが、それも判はん然ぜんとしない。顔に深く刻きざみ込こまれた皺しわが目といわず口元といわず隠かくしてしまっているので、表情さえもさっぱり窺えないのだ。

「え、えーと、シーパース詠唱教室の者ですが……」

　首だけを捻ねじ曲げるという失礼極まりない体たい勢せいのまま、クラウスは自分たちの素す性じようを名乗った。

「いらっしゃいませねぇ。ようこそ『七つ扉』へ」

　相変わらず、一見なんの変化もないまま老婆が言葉を続ける。

「お手数ですが、宿帳へのご記入をお願いしますねぇ」

「はい、はいわかりました」

　促うながされ、慌あわててクラウスは受付へと駆かけ寄よる。

「これ使ってくださいねぇ」

　老婆がペンを差し出した。

「どうも、ありがとうございます」



    

  
    
      　礼を言い、クラウスは宿帳に記入を始める。

　予約した人間の住所、氏名、年ねん齢れい、職しよく業ぎよう、勤きん務む先、人数、宿泊期間。必要最さい低てい限げんの事こと柄がらのみだが、いざ書くとなると結けつ構こう面めん倒どうである。

「せんせー。ひまー」

　クラウスがせっせと升ます目めを埋うめていると、背はい後ごから不満の声が上がり始めた。

　振ふり返ってみると、子供たちが退たい屈くつそうにしているのが目に入った。大半はこの不気味さにもうある程てい度ど馴な染じんでしまったらしい。

「あー、じゃあそれぞれ部屋に分かれてていいよ。誰がどの部屋なのかはしおりを参考にねー」

　このままほったらかしていると何が起こるかわからないので、ひとまずの指し示じを与あたえる。

「はーい」

「しおり忘わすれたー。見せてー」

「トレヴァーは忘れ物ばっかりだなあ」

　三々五々、子供たちが移い動どうしていく。

「……っと。これで終わりかな」

　宿帳の記入を終えて、クラウスは羽根ペンを老婆に差し出した。

「はい。それではごゆっくりどうぞねぇ」

　ふと、一つの疑ぎ問もんがクラウスの脳のう裏りを掠かすめた。

「お客さんとか来てますか？」

　口にしてから、その言葉の持つ露ろ骨こつな失礼さに気づき動どう揺ようする。これはやってしまったかもしれない。

「まぁまぁ、ですねぇ」

　老婆は別に気に障さわった様子もなく答えてくる。しかし、あくまでこれまでと比ひ較かくして全く変化がないという点からそう判はん断だんできるだけで、実のところどうなのかは分からない。

「以前はねぇ、主人が生きてた頃はねぇ、もっと沢たく山さんお客さんがいらしてたんですよねぇ」

　しまった。クラウスは心から後こう悔かいする。

「主人はねぇ、元軍人でしてねぇ、攻こう性せい詠えい唱しようが得意でしてねぇ。よく森の獣けものを狩ってたんですねぇ。それをお客さんにお出ししたらねぇ、喜んでもらえたのですねぇ」

　お年寄り必殺ともいえる、いつ果てるともない長話である。

「主人が捕ってきた獣をねぇ、わたしが調理するんですねぇ。普ふ通つう食べないような獣を主人は捕ってくるんですけどねぇ、そこは工く夫ふうでねぇ」

　クラウスの質しつ問もんを置き去りにしたまま、話がどんどん違ちがう方向へ飛んでいる。

　コニンも似にたようなことをしていたが、あちらはまだ子こ供ども特有の歯切れのよさで多少なりとも緩かん和わされていた。だが、この老婆ではそうもいかない。

「王都のねぇ、有名な食通雑ざつ誌しの方もいらしてねぇ、特集を組んでいただいたこともあったのですねぇ。その本は今でも大事に保ほ管かんしてるのですねぇ」

　のろのろと、亀かめの歩みのような速度で、老婆が話を続ける。

　早くもクラウスはげんなりしてきた。なんとか逃にげる機会を窺うかがう。このままでは初日の宿到とう着ちやく時点にして精せい力りよくの大半を使い果たすことになってしまう。

「主人は元軍人でしてねぇ、攻性詠唱が得意でしてねぇ」

　駄だ目めだ。クラウスは逃とう亡ぼうを早々に諦あきらめた。話が堂々巡めぐりしている辺り、これはちょっとやそっとのことでは行かせてもらえなさそうである。

「それでねぇ。獣がねぇ」

「はい。なるほど」

　適てき当とうな相あい槌づちを打ちながら、クラウスは宿帳をめくった。いちいち老婆に聞かなくとも、初めからこうしていれば客の入りはすぐに分かったはずだ。後悔先に立たずだ。

　今日、クラウスたちが入ってくる前に一人客が来ているようである。

　アフェリオン・ランヴァル。一流女性詠唱士らしい。職業欄らんにそう書いてあるのだ。

　自分でわざわざ書く辺り自信家なのか高こう慢まんちきなのかよくわからないが、とにかく激げき烈れつなまでの自じ己こ主しゆ張ちようである。

　一流なら、わざわざこんな寂さびれたところに来なくてももっと高級な避ひ暑しよ地ちがあるようにも思うのだが、そこは一流ならではのこだわりがあるのかもしれない。

　ともかく、なかなかに意外だった。てっきり、クラウスたちの他ほかに宿しゆく泊はく客などいるわけがないと思っていたのだ。

　ぺらぺらと宿帳をめくる。なんと、その一流詠唱士以外にも宿泊客がいるようである。

　レシーナ・ハンネマンという女性らしい。パブの経けい営えい者であり、慰い安あん旅行ということで店員たちと訪おとずれているとのことだ。

「マジかよ」

　パブの経営者、レシーナ・ハンネマン。疑うたがう余よ地ちもない。間違いなく、クラウスがよく知るあの女性だろう。

　奇き遇ぐうもいいところである。あのパブが慰安旅行を実じつ施ししていたとは知らなかったが、まさか目的地や日時まで同じだったとは。

　普ふ段だんなら、奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんになんとなく嬉うれしくなったりするところなのだろうが、クラウスの精神状じよう態たいはそんな無む邪じや気きさと対極の位置にあった。

　何か、よくないことが起こる。そんな予感がするのだ。

　店員を連れてきているということは、要するにあの二人──顔を合わせるたびに桁けた外れな規き模ぼのいがみ合いをするあの少女たちが今この宿にいるということである。

　冗じよう談だんではない。子供のお守もりだけでも凄すさまじい重労働だというのに、その上あの二人までがいるとなると、どんな事態が勃ぼつ発ぱつしてしまうか想そう像ぞうもできない。

　──ずどーん。

　そう、例えば前まえ触ぶれもなくずどーんという爆ばく発はつ音が旅館中に響ひびき渡わたったり。

「マジかよ!?」

「そうですねぇ、主人は元軍人でねぇ」

「また後で！」

　老婆の言葉を放置すると、クラウスは爆音が聞こえてきたほうへ駆かけ出した。





　ターヤが割わり振ふられた部屋は、端はしのほうにある四人部屋だった。

「いい雰ふん囲い気きのお部屋ですねっ」

　コニンが目を輝かがやかせる。

「そうだねぇ～。外から見た時はどうなるかと思ったけどぉ、なんか落ち着くなぁ～」

　荷物を床ゆかに置きながら、パルミが頷うなずく。

「霊的にも安定してる。自殺者が出たくらいじゃ祟たたりは起きないね」

　ベッドの上に横になったブルーナが、なんとも言えない誉ほめ方をする。

「ふむ……」

　部屋を見回しながら、ターヤは考える。

　質しつ素そな内ない装そうに、四人分のベッドが備そなえ付けてあるだけ。窓まど際ぎわに置かれている植木鉢ばちとそこに咲さいている小さな花を除のぞけば、本当に殺風景な部屋である。

　しかし、その地味さは決して味気なさにはつながっていなかった。余分なものをそぎ落とした先に残る、洗せん練れんされた美とでもいうべきものを確かく立りつしているように見受けられる。

　貴き族ぞくの一人娘むすめとしてそれなりに目が肥こえていると自負しているターヤにも、この部屋は随ずい分ぶんと魅み力りよく的に映うつった。

「まぁ、それなりですわね」

　だが、何となく手放しで誉ほめる気になれなかった。単に、他ほかの人間と同じ意見を言うことに抵てい抗こうを感じるという小さな見み栄えが原因なだけの話なのだが、そこに気づくことができるほどまだターヤは大人ではなかったのだった。

「ターヤちゃんはぁ、辛から口くちだねぇ」

　パルミがくすくすと笑う。

「当たり前ですわ。トルネ家の跡あと取とりたる者、この程てい度どの宿で満足しているわけにはいかないのです」

「ターヤさん、お水がありますよー」

　コニンが、部屋の隅すみを指差した。

「なんですって!?」

　顔を向けると、確たしかに水差しとコップが台の上に置かれているのが見えた。

　我われを忘わすれて飛びつく。コップに何度も水をついではぐびぐびと飲み干ほす。

「ふぅ。ようやく一息つきましたわ……って」

　突つき刺ささる視し線せん。見れば、他の三人はみんな呆あきれたような顔でターヤのほうを眺ながめやっている。

「うっ……」

　ついさっきまでの自分の行動を振り返ってみる。駄だ目めだ。貴族の威い厳げんのかけらもない。

「むむ……」

　なんとかしのぐことの出来る言い訳わけを探さがしてみるが、全くこれっぽっちと言っていいほど思いつかない。

　部屋を沈ちん黙もくが埋うめ尽つくす。どうにか話題をそらさねば。

「……そ、そうですわ！」

　ふと唐とう突とつに、ターヤはあることを思い出した。

「パルミさん！　例の、例の計画についての相談をいたしましょう！」

「あ～、あれかぁ」

　パルミがかばんの中を漁あさり、一枚まいの紙を取り出した。

「しっかりぃ、行動表作ってきたよぉ」

「どれどれ。見せて御ご覧らんなさい」

　場の流れを変えられたことに安あん堵どしつつ、ターヤはパルミから紙を受け取った。

「計画ってなんですか？」

　コニンが首を傾かしげる。

「あら？　コニンさんには話しておりませんでした？」

　意外だった。いつも一いつ緒しよにいるので、何でも話しているような気になっていたのだ。

「たしかぁ、計画のこと話し合ってるときぃ、コニンちゃんはおうちのお仕事手伝ってたはずだよぉ」

　顎あごに指を当てて、パルミが遠くを見るような目をする。

「あら、そうでしたかしら……？」

　記き憶おくを探さぐってみるが、もやがかかったようになっていて明確に思い出せない。

「しかしパルミさん、よく覚えてらっしゃるわね……」

　計画について話し合ったのはもう随分と前である。記憶力にはそれなりに自信があるが、毎日の出来事をいちいち事細かに覚えているなんてことはできない。

「楽しかったことってぇ、よく覚えてるよぉ」

　屈くつ託たくなくそう微笑ほほえむと、パルミは紙を手て渡わたしてきた。

「わたしにも見せてくださいよー」

　コニンが紙を覗のぞき込んでくる。

「……クラウス先生陥かん落らく計画その七改かい訂てい版ばん？」

「その通りですわ」

　コニンの言葉に、ターヤは重々しく頷うなずいて見せた。

　ターヤにとっての、今回の合宿の目標。それは集しゆう団だん行動を経けい験けんしてみるとか、日にち常じよう生活から少し離はなれたところで詠えい唱しようの勉強に集中できるようにするとかいうことではなく、教室主催のちょっとした旅行を利用してクラウスとの距きよ離りを一気に抜き差しならないところまで詰めることなのだ。

「この前お話しした時は計画その三拡かく張ちよう版ばんだったはずなのですが……」

　紙から目を上げ、ターヤは尋たずねた。知らない間にえらく計画が練り直されてしまっている。これはどういうことなのだろう。

「んー。おうち帰ってからぁ、色々考え直してみたぁ」

「ほほう。それは楽しみですこと」

　ターヤは頷くと紙に目を戻もどし、

「……な、ななな」

　続いて赤面し、

「これは、これはこれはこれは……」

　紙を持ったまま部屋中を歩き回り、

「ありえませんことよっ！」

　それから力いっぱい紙を地面に叩きつけた。

「挙動が不ふ審しんだよ。どしたの」

　ベッドの上に腰こし掛かけたブルーナが、怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「あれぇ、お気に召めさなかったぁ？」

　とぼけた顔でとぼけたことを言うパルミにずかずかと歩み寄よると、ターヤは彼女の鼻先に指を突つきつけた。

「この内ない容ようはなんですのこの内容は！」

「なにってぇ、そりゃあ先生をどきどきさせるための手て練れん手て管くだだよぉ」

「どんなのですかー？　よく見えなかったんですよ」

　コニンが紙を拾い上げる。

「うわ、これ、すご……」

　しばらく読んでから、コニンも顔を真っ赤にした。

「どんな内容？」

　ベッドから立ち上がり、ブルーナがコニンの手から紙を取り上げた。

「……ふむ」

　彼女は顔を赤らめたりしなかった。黙もく々もくと読み進め、無言のまま読み終えると、ターヤの手に紙を握にぎらせた。

「計画としては悪くないと思う。ただ、この子にできるかどうかが最大の問題点だとも思う」

　そしてそんなことを言う。

「そこはぁ、ターヤちゃんの頑がん張ばり次し第だいだよぉ～」

　パルミの言葉に、ターヤは猛もう烈れつな勢いきおいで首を横に振ふった。

「こんな、こんな、言葉にするのもはしたない行い、できるわけがございませんわ！　その三の時点ではもっと大人しかったでしょう。どうして家に帰って考え直したらこんなことになってしまうのですかっ」

　計画の内容を思い返す。途と端たん、口から心しん臓ぞうが飛び出しそうになる。

「……ともかくっ、没ぼつですわ没！　採さい用ようするわけにはまいりません！　貴き族ぞくのわたくしにこんな行動が取れるわけがございません！」

「ぇー。さっき水飲んでた勢いきおいでいけばぁ、大だい丈じよう夫ぶだよぉ」

「それとこれとは話が違ちがいます！」

「違わないよぉ。水も先生も、ターヤちゃんにはとってもとっても大事なものなんでしょ」

「むっ……」

　詭き弁べんな気がしないでもないが、返す言葉がなくなった。

「さっきも言ったけど、悪くない計画だよ」

　再ふたたびベッドに腰を下ろしながら、ブルーナが言う。

「なんか最近進しん展てんなさげだし、ちょっとは積極的に動いたらどう？」

「むむ……」

「言ってみれば、これは好機ですからねー」

　ようやく落ち着きを取り戻したらしいコニンがうんうんと頷うなずく。

「いわゆる邪じや魔まが全く入りませんから」

「それは、そうですけど」

　考えなかったわけではない。むしろ、パルミと二人で盛もり上がった時はそこに重点が置かれていた。

「ですけど……」

　しかしターヤは躊躇ためらった。

「どうしたんですか？」

　コニンが不思議そうに首を傾かしげる。

「それは……」

　不安なのだ。貴族云うん々ぬんは、この場合結局言い訳わけでしかなかった。

　怖こわいのだ。一人の女じよ性せいとしてクラウスの前に立つのが。

「わたくし、などが」

　弱音が口をついて出る。

「いかに高貴な生まれと申しましても、所しよ詮せん幼おさない子こ供どもですし」

　多分環かん境きようが変わったせいだと思う。

　そのせいで、こんなに弱気になっているのだと思う。

「ターヤさん……」

　コニンが目をぱちくりさせる。

　驚おどろくのも無理はない。自分でも信じられないのだ。

　ひるむなど、トルネ家の跡あと取とりとしてあるまじき所業である。

　こんなことでは、もう駄だ目めなのではないだろうか。

　思考が堂々巡めぐりし、悪い方向へと落ち込んでいく。

「あはは～」

　負の連れん鎖さに縛しばられていくターヤに、パルミがにっこりと微笑ほほえみかけてきた。

「大丈夫だよぉ。ターヤちゃんなら、きっと大丈夫～」

　そして、拍ひよう子し抜ぬけしそうなほど簡かん単たんにそう言ってのける。

「でも、わたくしは」

「年の差なんて関係ないよぉ。大事なのは、気持ち～」

　ぐっとパルミが親指を立てる。

「そうですそうです！」

　コニンも、手を合わせながら首を縦たてに振った。

「ターヤさん可愛かわいいんですから、絶ぜつ対たいうまく行きます！」

「そう、でしょうか……」

「とりあえずやってみることだって大事なんじゃないの」

　ブルーナまで、そんなことを言ってきた。

「生きているうちにやれることは何でもやっておくべきでしょ。死んでからじゃできること少ないよ」

　なんと言うか、死者の世界が見えている人間は言うことが違う。

「……わかりました」

　一いつ瞬しゆんとはいえ、自分を見失いそうになったことをターヤは恥はじた。

　自分は何者であるか。心の中で言い聞かせる。

　後期貴き族ぞく時代から続く名家、かつてはコティペルト十相の一角を担になったこともある由ゆい緒しよ正しきトルネ家を相続する人間である。意中の男性をものにできないようでどうするというのか。

「わたくし、頑がん張ばりますわ」

　計画書を手に取り、眼めを通し直す。

「……やっぱりまだちょっと恥ずかしいですけど、それでもやり遂とげて見せましょう」

　視線を感じる。水をがぶ飲みしていた時の呆あきれ混まじりなそれではなく、本来彼女が向けられるべき──敬けい意いと信しん頼らいに満ちた視線。

　調子は完全に取り戻もどした。自分は他ほかの誰だれでもなく、ターヤ・パシコスキ・トルネだ。

「負けませんわよ」

　高らかに宣せん言げんする。

「態たい度どばかり大きくて背せも必要な部分も小型な金きん髪ぱつ娘むすめや、荒あれた肌はだが特とく徴ちようで腕わん力りよく沙ざ汰た以外に能のうがない筋きん肉にく女には決して負けませんわ！」

「ほほぅ」

「ほほぅ」

　次の瞬間、突とつ如じよとして部屋に殺気が満ち満ちた。

「ぬっ、この声は！」

　入り口に目をやると、そこには二人の少女が並ならんで腕うでを組んで立っていた。

「念のため聞いておくが、態度ばかり大きくて背も必要な部分も小型な金髪娘とはわしのことか」

　向かって右側、長く美しい金髪を持つ少女が口を開いた。

　華きや奢しやで小さな体は幼おさなさを感じさせるが、瞳ひとみの奥おくに宿る光が芯しんの強さを感じさせる。

「ええ、その通りですわ。自覚なされているのなら問題ございません」

　その光を真正面から受け止めつつ、ターヤはずばりと言い返した。

「ふふふ」

　金髪の少女は、唇くちびるを吊つり上げた。乾かわいた笑い方からしても、先取点はこちらが手にしたようだ。

「念のために聞いておくけど、荒れた肌が特徴で腕力沙汰以外に能がない筋肉女ってあたしのこと？」

　向かって左側、鼻のまわりにそばかすが残った少女が口を開いた。

　よく引き締しまった体から、健康的な活力が溢れている。瑞みず々みずしく、そして力強い雰ふん囲い気きが発散されていた。

「ええ、その通りですわ。自覚なされていなければ問題でしょう」

　その雰囲気に微み塵じんもひるまず、ターヤはばしりと言い返した。



    

  
    
      「ふふふ」

　そばかすの残った少女は、唇を吊り上げた。その焦しよう点てんの定まらない視点からしても、先取点を手にすることに成功したようだ。

「声が聞こえてきたので挨あい拶さつでもしてやろうと思ったら、随ずい分ぶんな言い草だな」

「本当ね。不ふ愉ゆ快かい極きわまりないわ」

　二人が口々に悪態をつく。しかし所しよ詮せん後手後手の反はん撃げきである。おそるるに足りない。

「わたくしは端たん的てきに事実を述のべたのみ。それほどにお怒いかりになられるとは、こちらとしても少々意外でした。よほど自分たちの魅み力りよくのなさに引け目を感じてらしたのですね。どうも申し訳わけございません」

　慇いん懃ぎん無礼さをたっぷり込めてやる。

　二人は言葉もなく立ち尽つくした。内心でターヤは快かい哉さいを叫さけぶ。完全な勝利だ。

　この気分を他の誰かと分かち合いたかったが、気がつくとさっきまでいた同室の連中は一人としていなくなっていた。これはどうしたことであろう。

「ねえ、エルリー。たまには、まあもう二度とないだろうけど、二人で力合わせてみるってのどう？」

「奇き遇ぐうだな。全く同じ提てい案あんをわしも行おうと思っていたところだ」

　しかし、そんなことに気を回している場合ではないらしい。目の前の二人が、ターヤを亡なき者にすべく共同戦線を張っている。

「この小娘が。でかい口を叩たたいたことを後こう悔かいさせてやるぞ」

　エルリーの髪かみがふわりと天を衝つく。

「外見でしたらわたくしよりも小娘ではいらっしゃいませんか」

　牽けん制せいを加えつつ、ターヤは身み構がまえる。

「貴き様さま、貴様、貴様、ただでは済まさぬ」

　この二人の実力は知っているつもりだ。パブで小こ競ぜり合いしている時のど派は手でさを見ればすぐに分かる。

「手て加か減げんは……いらないか。クラウスの教え子でもずば抜ぬけて出来がいいらしいしー？」

　そばかす少女が指をばきぼきと鳴らす。

「お褒ほめにあずかり恐きよう縮しゆくです。……しかし驚おどろきました。あなたに手加減などという高等技ぎ術じゆつが使えたとは」

「おほほほぶっとばしてやるでございますですのよことよあそばせ」

　そばかす少女の両手で光がはじけた。

「かかってきなさい！」

　しっかりと足を踏ふん張り、ターヤは二人を迎むかえ撃うつ。





　爆ばく音おんが聞こえてきたのは、旅館の一番奥の方だった。ターヤたちの部屋がある場所だ。早くも、嫌いやな予感が的中してしまったらしい。

　不安そうに部屋から顔を出している子こ供どもたちをかきわけつつ急いでいると、ターヤと同室である三人を見つけた。

「どうしたの、何があったの？」

　クラウスの問いに、コニンが答える。

「えっと、パブのお二人が来て喧けん嘩かに……」

　最後まで聞く必要はなかった。一気に三人の脇わきを駆かけ抜ける。

　再ふたたび爆発音が響ひびく。ほうっておけば、旅館そのものが灰はいと化してしまいかねない。

　部屋の前に到とう着ちやくし、扉とびらを引き開けかけてから、クラウスは躊ちゆう躇ちよした。

　中ではおそらく激げき闘とうが繰くり広げられているはずである。引き開けた途と端たん、巻まき添ぞえを食って吹ふき飛ばされることにはならないだろうか。

　しかし、考えていても仕方ない。こうしている間にも着々と破は壊かいは進んでいるはずだ。

　意を決してクラウスは扉のノブに手をかける。

　そして引き開けた途端、巻き添えを食って吹き飛ばされた。中から強きよう烈れつな魔ま力りよくの波動が吹き付けてきたのだ。

「そばかす！」

「幼よう女じよ体型！」

「高飛車娘むすめ！」

　罵ののしりあう声が聞こえてくる。

　ふらつく頭もそのままに、クラウスは部屋に飛び込こんだ。

「やめろ、やめるんだ！」

　声を限かぎりに叫ぶ。

「なにすんのよ！　さっき協力するって決めたばかりじゃない！」

「ええい、隙すきを見せるお主が悪いのだ！　つい日ごろの恨うらみを晴らそうとしてしまったではないか！」

「まったく、始まってすぐに仲間割われするなどへそでお茶を煮しや沸ふつしてしまいますわ！」

　中で言い争っていた三人は、いずれも耳を貸かそうとしない。クラウスの声など全く聞こえていないようだ。

「いい加減にしろっ！　旅館が廃はい墟きよになっちゃうじゃないか！」

　悲鳴は轟ごう音おんにかき消された。またなにかが爆発したようである。

「ああ……」

　クラウスは天を仰あおいだ。もう手がつけられない。きっと、責せき任にん者しやとして修しゆう理り費ひを給料から引かれるだろう。

　いや、それで済すむとは思えない。

　さすがに宿しゆく泊はく先さきを破壊してしまったとあっては、クラウスの首も無事ではいられまい。無む職しよくの詠えい唱しよう士し志し望ぼう者しや、すなわち世間的評ひよう価かの階層の最底辺近くに位置する存そん在ざいに成り下がってしまう。

　いや、それで済むとは思えない。

　彼の上司の思考法から考えて、修理費用全ぜん額がくが払はらえるようになるまで西方国こつ境きようの警けい備び員やらクイーンズライク収容所の便所掃そう除じをただでやらされるなんてことも十分ありえる。

　突とつ如じよとして前途が闇やみに閉とざされてしまった。クラウスは呆ぼう然ぜんとその場に座すわり込む。

「はい、そこまで」

　と、部屋に落ち着いた女じよ性せいの声が響ひびき渡わたり、ぴたりと喧嘩が止まった。

「ほどほどになさいな。『ハンネマン』でやるなら修理費を給料から引けばいいだけだけど、ここだとそれじゃ済まないでしょ」

「……レシーナさん」

　振り返ると、そこに一人の女性が立っていた。

　温和さに溢あふれた顔立ち。少し垂たれ気味の、見ているだけで癒いやされそうな目。

　クラウスの行きつけのパブのマスターである、レシーナ・ハンネマンその人だった。

　店にいる時とは随ずい分ぶん印象が違ちがう服を着ている。露ろ出しゆつが大きく、体のつくりがはっきりと分かる軽けい装そうだった。へそと細い腰こしを惜おしげもなく晒さらしている辺り、猛烈に癒される。

「あらあら」

　クラウスの視し線せんに気づいたか、レシーナは柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「あ、いや……」

　慌あわてて目を逸そらす。心しん臓ぞうが不自然なくらい大きい音を立ててしまっている。

「ふふふ。……さて」

　レシーナはよくくびれた腰に手を当てると、咳せき払ばらいを一つした。

「エルリーちゃん。いつも言ってるでしょう。せっかく可愛かわいいんだからそうやってすぐにかっかしちゃダメよ。台無しじゃない」

「む……」

　レシーナの言葉に、金きん髪ぱつの少女──『ハンネマン』のウェイトレスである、エルリーフォン・メルドガイド・シャグラッドがうつむく。

「イルミラも。怒おこるのは肌はだに悪いのよ。荒あれる荒れるって嘆なげく前に、もっと気持ちの面から変えられるように努力しなさい」

「う……」

　続いて、そばかすの少女──同じく『ハンネマン』のウェイトレスであり、またレシーナの妹でもあるイルミラ・ハンネマンも、ばつが悪そうに横を向く。

「あと、ターヤちゃんだったかしら？」

「……はい」

　最後に、レシーナはターヤに向き直った。

「あなたはまだ小さいけど立りつ派ぱに分別のある子だし、わざわざ言うこともないとは思うけど。あんまり短気を起こしてばっかりじゃ、おうちの名前にも色々よくないでしょ？」

「ぐ……おっしゃる通りですわ」

　喧けん嘩かは完全に終しゆう了りようした。クラウスがいくら叫さけんでも止まらなかったのに、この差はいったい何なのだろう。

「さて。それじゃイルミラとエルリーちゃん、部屋に帰るわよ」

　レシーナが、転がっていた椅い子すを起こしながら言う。

　その様子を眺ながめているうちに、クラウスは大変なことに気がついた。

「……なんで、この部屋こんなに綺き麗れいなんだ」

　おおよそ、喧嘩による損そん傷しようというものが全く残っていない。ベッドがひっくり返っていたり花か瓶びんが倒たおれていたりするが、そのいずれも全く壊こわれた様子が見えないのだ。

「主人はねぇ、元軍人でしてねぇ」

　突然クラウスのすぐそばからしゃがれた声が聞こえてきた。

「ひっ!?」

　またしても例の老ろう婆ばである。

「この旅館を建てるときにねぇ、軍からなんとかって素そ材ざいの実験をしてくれるよう頼たのまれたらしくてねぇ。その素材を使って建てたから、詠えい唱しようとか魔ま力りよくとか、まあわたくしらにはわからないんですが、そういうものにとてもしぶといらしくてねぇ」

　その言葉で、クラウスはピンときた。

「魔力吸収素材ブレイン・ドレインか」

　魔力吸収素材ブレイン・ドレインとは、その名の通り魔力による衝しよう撃げきや打撃を吸きゆう収しゆうし逃にがしてしまうことを可か能のうとする物ぶつ質しつである。

　かつてコティペルト王国には、詠唱が使えない不思議な場所が存在した。

『呪のろいの渓けい谷こく』というあまりに直ちよく接せつ的な名前をつけられたその場所は、どういうわけか一いつ切さいの詠唱が発動せず、そのため近きん隣りんの住民からは立ち入ってはならない場所として畏い敬けいの対象となっていた。

　その謎なぞが解とかれたのが六十年ほど前のこと。カイヌライネン王国から招しよう致ちされた学者たちの調べにより、その『呪いの渓谷』にのみ群ぐん生せいしている特とく殊しゆな苔こけが魔力を吸収し詠唱の発動を妨ぼう害がいしていたことが明らかになったのだ。カイヌライネン王国の学者たちは、その物質を魔力吸収材と命名した。

　報ほう告こくを受け、王国では早さつ速そく研究を開始した。

　その結果は明らかにされていない。失敗したとも、また大変な発見があったとも言われている。

　この部屋の壊こわれなさ具合を見れば、どちらが正しいかは一目瞭りよう然ぜんである。あの三人が揉もめたというのに傷きず一つついていない時点で、かなりの魔力を受け流すことができているということなのだ。

「ああ、このことは内ない緒しよにしてくれと言われていたんですねぇ。まさかねぇ、部屋で爆ばく発はつを伴ともなうほどの喧嘩が行われるとは思ってもいなかったのでねぇ」

　老婆が言う。

　この『魔力吸収素材ブレイン・ドレイン』は、応おう用ようすればどんな目的にも使用することができる。きっと、国は存在を隠いん匿とくしてその利り益えきを独どく占せんしているに違ちがいない。

「ふむ。おそらくは吸収というより受け流しているといった感じが強いな」

　壁かべを触さわりながら、エルリーが言う。

「魔力が残留している気配がない。おそらくは反はん射しやに近い形で魔力を逃がしているのだろう。吸収素材という名前は必ずしも適てき切せつではないと思うな」

「それはそうとねぇ、お客さんねぇ。宿帳の書き込みにちょっと足りない部分がありましてねぇ」

「え、そうでしたか。どうもすいません」

　きちんと書いたつもりだったが、何か抜ぬけがあったらしい。

「ちょっとしたことなんですけどねぇ、やっぱりきちんとしてもらわないとねぇ」

　老婆は、おそらくそれを伝えにきたのだろう。

「わかりました」

「お願いしますねぇ」

　クラウスと老婆は、連れ立って歩き出した。



    

  
    
      　第二章　魅み惑わくの湯ゆ煙けむり　Peephole






　周囲を取り囲む白い壁。

　その部屋は静かだった。

　床ゆかに描えがかれた複ふく雑ざつな魔ま法ほう陣じん。

　その部屋は静かだった。

　生命の存在を否ひ定ていするかのような無機質さ。

　その部屋は静かだった。

「これより第八回対魔ま獣じゆう耐たい用よう実験を開始します」

　静せい寂じやくを破やぶったのは、一人の女じよ性せいの声だった。

　栗くり色いろの長い髪かみを、後ろで無む造ぞう作さに束ねている。己おのれの美を飾かざるよりも、機能性や動きやすさを優ゆう先せんした、いかにも愛あい想そのない髪形である。

「危き険けん値ち『紅くれない』前後の魔獣が『西』の手によりロイカーン城じよう砦さい周辺に放たれた、という事じ態たいを想定。できるだけ実戦に近い状じよう況きようを作り出すため、実験は着火高架バーニングブリツジ方式で行います」

　手にした紙の束に目を落としながら、女性は言葉を続ける。

　部屋には、彼女の他ほかにもかなりの数の人間がいた。いずれも白衣を着ていて、ある者は女性と同じく紙の束を持ち、またある者は杖つえを小こ脇わきに抱かかえている。

「予想される周囲への影えい響きようは段だん階かい五、汎広範囲破壊詠唱クリプトプシーの完全発動に匹ひつ敵てきすることが予想されます。よって、勅ちよく令れい第一万二千五百十一条じように基もとづき、研究員の安全を確かく保ほするために、多段構成詠唱クワイア『夢限事象壁ザイクロンイーオン』を発動することを宣せん言げんします」

　女性の言葉を合図に、数名の男性が動いた。

　部屋の中央を取り囲むようにして立ち、杖を構かまえる。

『病やめる世界を殺あやめる死界──』

　一人が詠えい唱しようする。

『逆さか巻まく渦うずを性さが無なく崩くずし──』

『織おり成す幹みきを盛もり為なす息と──』

　残りの人間も、それを追いかけるようにして詠唱を始めた。

『揺ゆらぐ移うつろい我わが壁と変え──』

『移ろう揺らぎ我が盾たてと変えん──』

　複数の詠唱が折り重なり絡からみ合い、ある種の陶とう酔すい的な響ひびきを生み出していく。

『幽ゆう壁へき爛らん異い、給きゆう癖へき讃さん義ぎ』

　最後に全員が鍵けん言げんを唱和し、杖を高々と掲かかげた。

　その杖を点として繋つなぎながら、光の帯が生まれる。

「『夢限事象壁ザイクロンイーオン』の発動を確かく認にん。引き続き、詠唱兵器及および有サ翼イ飛ク虎スを実験場へ移い動どう」

　女性は壁かべの一角に目を向けた。

　一人の男がその視し線せんの先に立ち、壁に手で触ふれる。

　壁は鈍にぶく発光すると、中央から二つに割われた。

　向こう側から、ずいと大きな檻おりと小さな檻が姿すがたを見せる。

　それらの檻は、誰だれに運ばれるでもなく帯の内側まで移動し、そして動きを止めた。

「移動を完かん了りようしました。勅令第一万二千四百二十五条に基づき、詠唱兵器及び有サ翼イ飛ク虎スの詠唱縛鎖ドミニオンの解かい除じよを実行」

　紙の束を床ゆかに置くと、女性は両手を目の前まで掲げて組み合わせた。杖がないときや出力を手動で細かく制せい御ぎよしたい際さいに用いられる正鉄の刻印メタリウムサインである。

『我われは汝なんじを解とき放つ、汝は我を説とき離つ。縛しばる鎖くさりを解ほどきて束ね、怒いかる兎うさぎを威おどして攫さらう。等とう賀が解かい鎖さ、想そう我が対差』

　女性の詠唱が終わると同時に、二つの檻はまるで陽炎かげろうのごとくその輪りん郭かくをぼやけさせ始めた。

「実験の本段階に入ります」

　檻の中に閉とじ込こめられていた何かが、徐じよ々じよにその姿を現あらわす。

「ホルツヴァルトの計算式に当てはめる限かぎり、ジェシーがこの実験により破は損そんする確かく率りつは限りなく低いという風に結果がでています。観察に全力を注いでください」

　先に消えたのは、大きいほうの檻だった。

　その中から姿を現した何かを前に、部屋の中を静かな戦せん慄りつが走る。予想していてもなお圧あつ倒とうされる、絶ぜつ対たい的な畏い怖ふとでも呼よぶべきものが。

　翼つばさある虎とら。端たん的てきに姿を表ひよう現げんするなら、そんな非ひ現実的な組み合わせの単語を持ち出さねばならない。

　獰どう猛もうな顔、暴ぼう力りよく的な牙きば、しなやかで強きよう靱じんな肢し体たいは虎のそれであり、背せ中なかから広がっているのは紛まぎれもなく翼なのだ。

　有サ翼イ飛ク虎ス。その破壊力の度合により十段階に分けられている危険値の中でも、上から二番目に位置する『紅くれない』に分類されている魔ま獣じゆうである。

　危き険けん度『紅くれない』というと、大だい規き模ぼな都市に甚じん大だいな被ひ害がいを与あたえうる可か能のう性せいを有しているということであり、その上である『深ふか紫むらさき』には数百年単位でしか出現しない龍りゆうや悪あく魔まが分類されていることを考え合わせれば、実じつ質しつ最も危険な魔獣であるということになる。

　有サ翼イ飛ク虎スは、周囲を傲ごう然ぜんとした素そ振ぶりで睥へい睨げいすると、地鳴りのような魔獣唸声ガテラル・ボイスを響かせた。

「ひっ……」

　何人かが悲鳴を上げた。最高級の防ぼう壁へきで封ふうじ込めているとわかってはいても、本能的な恐きよう怖ふは抑おさえきれないのだろう。

　そんな人間たちを見下すかのようにもう一度唸うなると、有サ翼イ飛ク虎スはその場に座すわり込んだ。

　悠ゆう々ゆうたる振る舞まいである。その場にいる人間のことなど、毛の先ほどにも気にかけていないのだろう。

　種の絶対的な格かく差さ。いかなるあがきもいかなる努力も完全に否ひ定ていする絶望的なまでに遠い距離が、人間たちと有サ翼イ飛ク虎スの間に横たわっていた。

　有サ翼イ飛ク虎スが、眠ねむそうにあくびをする。余よ裕ゆうこの上ない態たい度どである。

　その鼻先で、もう一つの檻が消しよう滅めつした。

「『夢限事象壁ザイクロンイーオン』担たん当とう、気を抜ぬかないように」

　女性が鋭するどい声で指し示じを飛ばす。

　他の人間は、誰一人として言葉を発さなかった。固かた唾ずを呑のんで、防壁の中に目を凝こらしている。

　有サ翼イ飛ク虎スに続けて姿を現したのは、あまりに場ば違ちがいな存そん在ざいだった。

　──少年。

　どこかあどけなさの残る顔つき。発育途と上じようの、細く華きや奢しやな手足。

　両目から放たれている暗い光と、全身を覆おおっている気け怠だるそうな空気を除のぞけば、それは確たしかに少年だった。

　有サ翼イ飛ク虎スが、少しだけ顔を動かした。自分の目の前に姿を現した何者かを確認しようとしているらしい。

　翼持つ虎の視線が、少年を射抜く。

　少年は、それに全く反応しなかった。

　恐おそれていない、怯おびえていないというよりも。

　まるで、これっぽっちも気づいていないかのように。

　有サ翼イ飛ク虎スが、戸と惑まどったように目をしばたたかせる。まさか、ここまで鮮あざやかに無視されるとは考えてもいなかったに違いない。

　しばしの沈ちん黙もくを経へてから、やおら有サ翼イ飛ク虎スが身を起こす。

　その目に宿る、危険な光。

　彼は、おそらく怒おこっていた。

　己おのれを軽視するちっぽけな存在に対して、本気で怒っていた。

　魔獣唸声ガテラル・ボイスが響く。先ほどのものより遥はるかに大きく、重い。

　有サ翼イ飛ク虎スは口を開いた。人間を何人も一度にまとめて飲み込めそうなほどの威い容ようである。

　その口の奥おくで、何かが薄うすぼんやりと輝かがやいた。

　淡あわい光である。どこか、美しささえ感じさせるほどの。

　光はどんどんとその煌きらめきを増ましていき、遂ついには有サ翼イ飛ク虎スの口から溢あふれるほどにまで大きくなった。

「これが、『殺威光シン・リジイ』か……」

　誰かが、震ふるえる声で呟つぶやいた。

『殺威光シン・リジイ』。有サ翼イ飛ク虎スが使用する魔獣詠えい唱しようの中でも、もっとも破は壊かい力があると言われているものである。

　魔獣は、種によっては体内に詠唱とよく似にた効こう果かを発生することが可能な器官を保有している場合がある。その器官を通して体内の魔力を変化させ、外界に干かん渉しようさせるのだ。

　厳げん密みつに言うと詠唱とは別のものなのだが、便べん宜ぎ上一いつ緒しよくたにして魔獣詠唱と呼よんでいるのである。

『殺威光シン・リジイ』は、体内の魔力の純じゆん度どを器官で濾ろ過かすることにより高め、物体を破壊することが可能な指向性を与えてから放出するという仕組みを持つ詠唱である。

　人間が言葉を組み合わせることでようやく成し遂とげる事こと柄がらを、この魔獣はそれこそ呼こ吸きゆうするかのような簡かん単たんさでやってのけてしまう。

　光はさらに巨きよ大だい化し、その輝きでもって部屋をまるで真昼のように照らし出した。

　放出の時が近づいている。言うまでもなく、その目標は少年だろう。

　だというのに、少年はやはり微び動どうだにしなかった。

　気づいていないわけがない。自分が狙ねらわれていることも分かっているはずだ。

　それでもなお、少年は動かない。

　これまでで一番大きい、壁かべが振しん動どうするほどの魔獣唸声ガテラル・ボイス。有サ翼イ飛ク虎スの近くにいた数名が、耐たえ切れず耳を塞ふさぐ。

　それとほぼ同時に、遂に有サ翼イ飛ク虎スの口から『殺威光シン・リジイ』が迸ほとばしった。

　一瞬だった。瞬まばたきをするかしないかのその一瞬で、光は少年のいた地点とその周囲に激げき突とつした。

　魔獣唸声ガテラル・ボイスをなお上回るほどの轟ごう音おん。

　光が消える。凄すさまじい衝しよう撃げきを受けたはずなのだが、床ゆかには傷きず一つついていない。

　先ほどまで少年がいた場所には、何も存そん在ざいしていなかった。跡形もなく、かけらさえ残さず、少年はその姿すがたを消していた。

　有サ翼イ飛ク虎スが、何事もなかったかのように腰こしを下ろす。

　そして、つまらないことをしたとでも言うようにあくびをし。

　次の瞬間、口を大きく開いたまま凍こおりついた。

「おお……」

　その場にいた人間たちの間に、衝撃とも戦せん慄りつともつかないものが走る。

　有サ翼イ飛ク虎スの頭の上に、少年がいた。いつの間に、そんなところまで移い動どうしたのか。

　その手は、有サ翼イ飛ク虎スの頭の上に置かれている。

　時が止まる。誰一人として動こうとせず、声も発しない。

　やがて、有サ翼イ飛ク虎スが横ざまに倒たおれ始めた。

　ゆっくりと、じれったいほどにゆっくりと。

　ずしんという音。有サ翼イ飛ク虎スは、その足をすべて投げ出すというだらしない格かつ好こうのまま、床に寝ね転ころがった。

　それに合わせたかのように、少年が地面に着地する。

　その手は、肘ひじの辺りまでどす黒い血に染そまっていた。

「実験は完かん了りよう。速すみやかに事後処しよ理りを」

　女じよ性せいが指し示じし、それまでぽかんとしていた男たちが慌あわてて動き始めた。

　溜ため息いきを一つつくと、女性は後ろを振ふり返る。

「確たしかに実験は成功に終わりました。詠唱兵器の魔ま獣じゆうに対する戦せん闘とう能のう力りよくはきわめて高いということが立りつ証しようできるでしょう。

　しかし、やはり危き険けん度ど『紅くれない』の魔獣を相手にするのはやりすぎではないかと私は考えます。不ふ測そくの事じ態たいが起きないとも限かぎりませんし、何より──」

　言葉を切り、女性は眉まゆを曇くもらせた。

　それまでの冷れい徹てつさは影かげを潜ひそめ、おそらくは彼女が本来持っていると思われる優やさしさが垣かい間ま見える。

「詠唱兵器といえど命を持つ存そん在ざいです。また精せい神しん年ねん齢れいは、おそらく人間の子こ供どもと同じ程てい度ど。このように連日血なまぐさい実験に晒さらすのは……」

「言いたいことはそれだけか」

　冷たい、あまりに冷たい声が彼女の言葉を遮さえぎった。

「しかし、主しゆ任にん……」

「ジャスリン・ホーキンスくん。君の肩かた書がきと役やく割わりを述のべたまえ」

　食い下がろうとする女性に、声が追い討うちをかける。

「…………」

　沈ちん黙もくする女性。

「述べたまえ。君は何者だ？」

「……指令書第三百二十一号に基もとづく特とく務む詠えい唱しよう研究班はん副主任。現げん場ばにおける判はん断だん権けんを有し、実験の方向性に関かかわる事こと柄がらについては決定権を持たない。主任の緊きん急きゆう時には、定められた条じよう件けんの範はん囲い内で決定権が与あたえられる」

「そう。その通りだ」

　うつむく女性に対して、情なさけ容よう赦しやない言葉が次々と浴びせられる。

「君には実験の方法や日取りに対する意見を述べる権限は与えられていない。自らの分をわきまえ、課せられた役目を果たしたまえ」

「……了りよう解かいいたしました」

　ジャスリンと呼ばれた女性は、唇くちびるを噛かむと有サ翼イ飛ク虎スや少年がいる方向へ視し線せんを戻もどす。

　そこでは、男たちが作業に取り掛かかっていた。

　ある者は『殺威光シン・リジイ』が激げき突とつした辺りの床を調べ、ある者は部屋の中の魔力的均きん衡こうを保たもつべく保ほ全ぜん詠唱を張はり巡めぐらせ、ある者はぼんやりと立ち尽つくしている少年の体を綿めん密みつに調ちよう査さしている。数名で力を合わせ、有サ翼イ飛ク虎スを運び出そうとしている者もいる。

「有サ翼イ飛ク虎スは焼しよう却きやく処分。山火事の偽ぎ装そうを忘わすれないように。魔力吸収素材ブレイン・ドレインの衝撃値ちの再さい計算は明日の夜までには仕上げること」

　そんな男たちを、ジャスリンは再ふたたび指し揮きする。以前の、思考の明めい晰せきさと合理的な判断力を感じさせる口調に戻っている。

「副主任。ジェシーの扱あつかいはどうしますか？　再封ふう印いん？」

　少年を調べていた男が、ジャスリンに尋たずねてきた。

「そうね……」

　ジャスリンはしばらく顎あごに手を当てて考えてから、

「所内自由行動を許きよ可かします。行かせてあげて」

「はい」

　男は頷うなずくと、少年から離はなれた。

　少年はすぐには動かなかった。しばらくの間、無感動で無む感かん情じような目を周囲に向けてから、ジャスリンの前でふと視線を止める。

　ジャスリンはそんな少年に、少しだけ──ほんの少しだけ微笑ほほえんで見せた。

　少年の表情には、やはり変化がなかった。虚うつろな瞳ひとみをジャスリンから外すと、血に濡ぬれた手もそのままに歩き去っていく。

　ジャスリンの表情に、痛いたましそうな色が浮うかんだ。

「んー。感情面の発育が事前の計算より随ずい分ぶんと遅おそいですね。身体的能力的な課題は全すべて目標値に達してますから、まあ問題ないといえば問題ないんですけどね」

　少年を調べていた所員が、ジャスリンの側そばに歩み寄よってくる。

「……ええ、そうね」

　表情を消し、ジャスリンはそれに答えた。





「はい、奥おくから順に席に着くようにー」

　口の横に手を当て、クラウスは言った。

「おいしそー」

「ほら、さっさといけよー」

「わたし卵たまごきらーい」

「こらナイーシャ、好き嫌きらいはダメだぞー」

　クラウスたちがいるのは、『七つ扉とびら』の食堂だった。

　テーブルの上には、人数分の料理がずらりと並ならべられている。

「よーし。全員席に着いたかー」

「はーい」

　子こ供どもたちの元気な返事が食堂に響ひびく。

「さて……」

　クラウスは空いていた手近な席に座すわった。並んでいるテーブルの一番右みぎ端はしである。

「あ、先生だー」

　左ひだり隣どなりにいた少年が嬉うれしそうに笑う。クラウスの教え子の中でも一番年下であるヨンネ・カーロンだ。

「ヨンネ、残さずにちゃんと食べるんだぞー」

「はーい」

　クラウスの言葉に、満面の笑顔でヨンネは答える。なんとも可愛かわいらしい。

　そろそろ号令をかけようかとしたところで、クラウスはあることに気づいた。

　クラウスの生徒たちが全員席に着いたのに、まだ料理が何人前か余あまっているのだ。具体的にはクラウスの着いているテーブルに、四人分ほど残っている。

　どういうことなのか少し考えてから、クラウスたち以外の客のために準じゆん備びされたのだということに気づいた。

　宿しゆく泊はく客全員で一度に食事を取るという方式なのだろう。準備の手間等を考えれば、なるほど合理的である。

「あら、クラウスくん」

　声をかけられ顔を上げると、レシーナがいた。いつの間にか入ってきていたらしい。

「今から夕食？」

「ええ。みんな一いつ緒しよみたいですね」

「む、クラウスではないか」

「おーっす」

　レシーナに続いて、エルリーとイルミラも現あらわれた。

「お主はそっちに座るがよい」

「いやよ。お肉がちょっと小さいじゃない」

　そして現れるなり小こ競ぜり合いを始める。

「けち臭くさいことをいうでない。そんなことだからいつまでたってもそばかすが消えないのだ」

「……まあ、譲ゆずってあげてもいいわよ。あんたが太ろうがどうしようがわたしの知ったことじゃないしね」

「わしが太る？　お主が絶ぜつ世せいの美女に生まれ変わるのとどちらが先だろうな」

「よく言うわね。自分で気づいてないの？　最近ちょっと顔丸くなってきてるわよ」

「う、嘘うそを申すな！」

「可哀かわい想そうだと思って黙だまってたのよ。なんなら鏡でも見てきたら？」

「……そんな、ばかな、ありえぬ」

「そりゃそうよ嘘だもん」

「ええい貴き様さま！」

「いい加か減げんになさいな」

　二人が取っ組み合いを始めそうになったその寸前で、レシーナの言葉が割わって入った。

「さっきも言ったでしょう。よそに来ているのだから、もう少し大人しくなさい」

　憤ふん懣まんやるかたないといった素そ振ぶりを見せつつ、二人は拳こぶしを引く。

「全くですわ。お二人とも慎つつしみというものをお持ちになってはいかが？」

「いや、ターヤもさっきは一緒になってただろ……って」

　クラウスは自分の左隣を向いた。ターヤがいる。

「あれ？」

　ついさっきまでヤンネがいたはずの場所だ。

「先生、どうかなさいまして？」

　ターヤが首を傾かしげる。

「いや……」

「やだー。僕ぼく先生の横がむがむが」

　どこからか、ヤンネの声が聞こえてきた。

「ヤンネはサラダが大好きだったよねー。えらいぞー。小さい子は普ふ通つう嫌いやがるのにねー」

　首を伸ばして声がした方向を覗のぞき込こむ。しかし、見えたのは何かを押おさえつけているコニンの姿すがただけだった。

「さあ、先生。そろそろお食事にしませんこと？」

「ん、うん……」

　釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえつつも、クラウスは号令をかけることにした。

「みんなご飯にしようか。いただきまーす」

「いただきまーす」

　食器の触ふれ合う音が、食堂を満たす。

　クラウスもスプーンを手に取った。

「よし、食うぞ」

　なんだかんだで一いち応おうクラウスは自じ腹ばらでなく経費で来ている。いわばただ飯なのだ。たらふく食べるに越したことはない。

　スープに肉にパンに野菜。ごく基き本ほん的な献こん立だてである。

　ひとまずスプーンを持ったからにはスープだ。湯気を立てる黄色い液えき体たいへとスプーンを差し込んですくう。

「……お、おいしいな」

　夏場に熱いスープというのもどうかなどと思ったのだが、これはこれで悪くない。額ひたいに汗あせを浮うかべながら、どんどん平らげていく。

「うん。ちゃんと時間をかけて仕込んでるわね」

　レシーナが感心したように頷うなずく。彼女を唸うならせるとはなかなかである。

「女将おかみ、女将はおるか」

　エルリーが手を叩たたく。

「なんでしょうねぇ」

　老ろう婆ばがなぜかクラウスの真後ろ辺りから現あらわれた。

「ひっ」

　老婆の前まえ触ぶれなしの出しゆつ現げんに心しん臓ぞうを止めそうになりつつエルリーのほうを見ると、

「おかわりを頼たのむ」

　彼女の分の夕食は跡あと形かたもなく消しよう滅めつしていた。

　しばらく見ないうちに、エルリーの食しよく欲よくは凄すさまじく磨みがきがかかってしまっているようだ。『ハンネマン』の食費は果たして大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。割わり合あい本気で心配になる。

「はいはい承しよう知ちいたしました。少々お待ちくださいねぇ」

　老婆がいそいそと姿を消した。

「先生、先生」

　横からターヤが話しかけてきた。

「ん？　なんだい？」

　パンを手に取りながら聞き返す。

「ええと……」

　目をせわしなくしばたたかせると、ターヤは肉を切り分け始めた。

「んん……？」

　なんだかよく分からない。分からないので、パンをもぐもぐと食べる。何か練り込んであるのか、ほんのりと甘あまい。

「先生、先生」

　またターヤが話しかけてきた。

「どうしたの？　なんか話しづらいこと？」

「それは、ですね」

　肉にフォークを刺さしたり抜ぬいたりするという、貴き族ぞくにしてはえらく行ぎよう儀ぎの悪い行動を取りながら、ターヤがクラウスを見上げてくる。

「なんと申せばよろしいのでしょう……。ほら、こうして並ならんでお食事することってなかったでしょう？　そのせいか、どうも緊きん張ちようしてしまいまして……」

　言われてみれば、確たしかにそうだ。『ハンネマン』で同じテーブルについたりすることはあるが、食事ではなく飲み物片かた手てに雑ざつ談だんする程てい度どである。

　好むと好まざるとにかかわらず、椅い子すを並べて食事を取るという行こう為いは、普ふ段だんよく会う人間同士でも少し違ちがった雰ふん囲い気きを生んでしまう。多分、食事という人間にとって最も重要な作業の一つを共有するためだろう。

「遠えん慮りよすることないよ。いつも通り話してたらいいんだ」

　だからこそ、クラウスはそう微笑ほほえんで見せた。

　雰囲気が多少変わったからと言って、何もかしこまる必要はない。クラウスは、生徒たちとそんな接せつし方はしたくないのだ。

　別に、教育かくあるべしなどというたいそうな理想を掲かかげるつもりもない。ただ、こういう場に限かぎらず、生徒との距きよ離りは近く取りたいのだ。

　所しよ詮せん個こ人じん経けい営えいの詠えい唱しよう教室である。楽しくやるのが一番だというものであろう。

「はい、お言葉ありがとうございます」

　ターヤがくすぐったそうに笑う。

「あはは」

　笑い返すと、クラウスは肉を切り分けた。

　やや大きめに切り、口の中へと放り込む。

　少しだけ贅ぜい沢たくな食べ方だ。タダ飯だという事実が彼の心にゆとりを与あたえていた。

　味の方は申し分ない。『ハンネマン』の必殺献立キラー・チユーンである『悪女の微笑みヴエノマス・ヴイクセン』にはかなわないだろうが、それでも十分すぎるほどにうまいことには変わりない。

「……うふふ」

　何が面おも白しろいのか、ターヤがくすくすと笑い出した。

「いえ、その、どうも申し訳わけございません」

　首を傾かしげるクラウスに、ターヤは笑いをこらえながら謝あやまってくる。

「先生が、あんまりにもおいしそうにご飯を召めしあがるものですから……」

「……う」

　これはなかなか恥はずかしい。

「そう照れられずともよろしいのです。どうぞ、召しあがってくださいな。先生の召しあがるお姿すがたを見るだけでも、なんだか楽しくて」

　そう言われても、困こまってしまう。

「うーむ……む？」

　身の毛もよだつ殺気にクラウスは貫つらぬかれた。

「な、なんだなんだ」

　全身が総そう毛け立つ。

「食べてる姿見るだけでも楽しいんですって。へー」

「確たしかにクラウスはいちいちうまそうに飯を食うがな。ほぅ」

　殺気の根こん源げんは、イルミラとエルリーだった。

「クラウスもクラウスだな。あのような小こ娘むすめに何か言われただけで動どう揺ようしおって」

「威い厳げんのかけらもないわねー。あれでよく講こう師しが務つとまるなぁ」

　揃そろいも揃って、刃は物もののような視し線せんをクラウスに突つき刺している。

「どうしたんだよ二人とも怖こわいよ」

「どうもしないわよ。さっさと食べなさいよ」

「隣となりでお主がうまそうに飯を食うのを楽しみにしている小娘がいるぞ。とっとと期待に応こたえてやるがよい」

　どうして怒おこっているのか聞いたりしたら余よ計けいにとんでもないことになりそうである。クラウスは大人しく食事を再さい開かいすることにした。





「そういえば、ここの席の人来ないわね」

　食事もかなり進んだ辺りで、ふと思い出したようにレシーナが呟つぶやいた。

「ほんとだね」

　イルミラが、レシーナの隣となりの席に目をやる。

　そこは、空席のままだった。並ならべられたままの食事がなんとなく寂さびしい。

　多分、例の一流詠唱士の分だろう。

「実は食事だと知らないのではないのか」

　四度のお代わりを経へてようやくお腹なかいっぱいになったらしいエルリーが言う。

「んー。それはないんじゃないかなあ」

　あの老ろう婆ばがしっかり連れん絡らくしているはずである。クラウスにも、宿帳を書き直している時に教えてくれたのだ。その詠唱士だけ連絡し忘わすれているとは考えにくい。

「だとすると何だというのだ」

「うーん、わからないなあ」

　最後のパンを口に放り込むと、クラウスは腕うでを組んだ。

　別にクラウスが心配することでもないのだろうが、なんとも気にかかる。

　残された食事がもったいないのだ。もし来ないのなら食べてしまってもいいのではないか、というみっともなくも魅み力りよく的な考えが浮うかんできて仕方ない。

　クラウスがその誘ゆう惑わくに屈くつし、老婆に自分が食事の処しよ理りをしようかと申し出ようとしたところで、食堂に一人の女じよ性せいが入ってきた。

「夕食だってことすっかり忘れてたわ。もう、呼よびに来てくれたっていいじゃない」

　誰だれが見ても間ま違ちがいなく美人の範はん疇ちゆうに入る顔立ちに、誰が見ても間違いなく感じ取れる高こう慢まんで性せい格かくの悪そうな雰ふん囲い気き。

「なっ……!?」

　椅い子すから腰こしが浮いた。自分の目が信じられない。

「うそっ」

　イルミラの顔にも動揺が走っている。となると、勘かん違ちがいでも見間違いでもないようだ。

　クラウスの脳のう裏りに、一つの記き憶おくが連続して明めい滅めつする。

　月明かりに照らされた森。咎とがのごとき翼つばさを背せ負おった少女。天を衝つく光の柱。

「ん？　あんたらどっかで……って、『夜の至し高こう者しや』とその連れじゃない」

　そして、その柱を生み出し高笑いしていた一人の魔女レデイイーヴル。

「また、現あらわれおったか」

　エルリーが、唸うなるように言う。

「久ひさしぶりじゃない。元気してた？」

　女──国こく際さい指名手配犯はんサビーネ・トリス・エデルスバクスは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　以前と違い、ローブは身に着けていない。薄うす手でのシャツに膝ひざ丈たけのズボンという軽けい装そうである。

「このっ……！」

　椅子を蹴けり立ち上がると、イルミラが床に足の片かた方ほうを叩たたきつけた。

　破は裂れつ音にも似た音が食堂に響ひびき、続いて彼女の周りに球きゆう状じようの光──魔ま術じゆつ格かく闘とうを使う人間の魔力が活性化したことを示しめす覇拳の使徒デイサイプルがいくつも漂ただよう。

「ぬけぬけとほざきおって」

　エルリーの髪かみが逆さか立だった。溢あふれ出す魔力が、周囲にある全すべてのものをかたかたと揺ゆらす。

「しまった……」

　そんな二人を横目に、クラウスは唇くちびるを噛かむ。杖つえを部屋に置いてきてしまったのだ。

　まさかこんなことになるとは思わなかった。場末の旅館でこんな相手と出くわすなど、予想しろというほうが無理な話だ。

　食堂の空気が、一いつ瞬しゆんにして凝ぎよう固こする。

　それまでわいわいと騒さわいでいた子こ供どもたちも、誰一人として言葉を発そうとさえもしない。

「先生……」

　袖そでを引かれた。振ふり向くと、ターヤが不安そうな顔でクラウスを見上げてきている。

　ターヤはサビーネの顔を知らないはずである。いったい何が起こっているのかも、いまいち把は握あくできていないのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、心配いらないから」

　安心させようと笑顔を作る。自分でも分かるほどに、引きつった笑顔だったが。

　サビーネの目的がなんなのか、皆かい目もく見当がつかない。が、また何か悪わる巧だくみをしていることは想そう像ぞうに難かたくない。

「前回は不覚を取った。しかし、そう何度もうまく行くと思うなよ」

　エルリーが、少しうつむいたままで呟つぶやく。

「……ふふふ」

　突とつ然ぜん、サビーネが笑い出した。

「何が面おも白しろいのよ」

　イルミラが吐はき捨すてるように言う。

「いや、怒おこらせるつもりはなかったのよ」

　笑顔を崩くずさないまま、サビーネは腕うでを組む。

「あなたたち、何か勘違いしてない？」

「何がよ」

　敵てき意いをむき出しにするイルミラに、サビーネはにんまりと笑いかけた。

「別に、わたしはあなたたちと喧けん嘩かするためにここに来たんじゃないのよ」

　そして、組んだばかりの両手を広げてみせる。交戦の意思がないことを示しめしているのだろうか。

「痴しれ者め。そのようなたわごとが通ると思っておるのか」

　エルリーがサビーネを睨にらみつける。



    

  
    
      「たわごとじゃないわよ。わたしはただここに休養しに来たの」

　人を食った言い様である。

「冗じよう談だんも大たい概がいにしなさい」

　イルミラが拳こぶしを握にぎり締しめた。

「本当だってば。追っ手の目を逃のがれるのに丁度よかったし」

　そこで、クラウスはサビーネが子分たちとともに脱だつ獄ごくしたのだという事実を思い出した。ならば、いますぐ通りまで戻もどって報ほう告こくすればどうだろうか。脱獄の罪つみで、もう一度シャバから塀へいの向こうへと追い返せるかもしれない。

「警けい察さつに報告しよう、なんて気は起こさないことね」

　まるでクラウスの心の中を読んだかのように、サビーネが視し線せんを送ってくる。

　何の力もこめられていない、そしてそれゆえに凄すさまじいまでの威い圧あつ感を放つ視線。

「そんなことしたら、わたしこの旅館に立てこもるわよ。人ひと質じちには困こまらないしね」

　サビーネは子供たちを順に見やった。

　子供たちは例外なく震ふるえ上がる。サビーネが纏まとう邪じや悪あくな空気を感じ取っているのだろう。

「そんなに恐こわがらなくていいじゃない。明日の朝には出て行くんだし」

　そんな子供たちに、微笑みかけるサビーネ。

「貴き様さまっ……」

　怒いかりが頂ちよう点てんに達したか、エルリーが立ち上がる。

「エルリーちゃん」

　そして今にも攻こう撃げきしようとしたところで、レシーナが制せい止しした。

「何もしないと言っているのだから、ほうっておけばいいんじゃないかしら」

「そんな言葉が信用できるものですか！」

　いきりたつエルリーの側そばまで歩み寄ると、レシーナその肩かたに手を置いた。

「考えても御ご覧らんなさい。立てこもったところで、彼女に逃にげ延のびる成算は薄うすいでしょう？」

「そうね。この国の警察機き構こうは優ゆう秀しゆうだわ。本気で包囲されればわたし一人じゃ難むずかしいかもしれない」

　レシーナの言葉を、サビーネはあっさりと認みとめた。

「けれども、今ここでやりあったとして、あっさりと倒たおせるほどの相手ではないんでしょうね。わたしは詠えい唱しようの力のこととかはよく分からないけど、あなたたちの反はん応のうを見ていれば何となく見当がつくわ。そうでしょう？」

　エルリーもイルミラも黙だまり込んだ。

「ならば、こうしておくのが一番よ。これがもっと街に近いところならまた話が違ちがうけど、森の真まっ只ただ中なかだし……」

「いい判はん断だんね。筋すじも通ってる」

　サビーネが感心したように笑う。

「お褒ほめにあずかり恐きよう縮しゆくですわ。……さて、夕食もそろそろ終わりにしましょうか。ごちそうさまでした」

　レシーナが、未いまだ不満そうなイルミラやエルリーを連れて食堂から出て行った。

「理り解かいしてもらえて嬉うれしいわ。さて、ご飯にしよっと」

　サビーネがパンをほおばり始める。

「どうぞねぇ」

　そんな彼女に、老ろう婆ばが飲み物を出す。

「ありがと」

「ごゆっくりどうぞねぇ。お金を払はらっていただいた以上うちのお客さんですからねぇ」

　礼を言うサビーネに、老婆がにこりともせずに答えた。あるいは愛あい想そ笑いぐらいはしているのかもしれないが、やはり表ひよう情じようが窺うかがえない。

「……よし、こっちも行こうか。はいみんな挨あい拶さつ。ごちそうさまでした」

「ごちそうさまでしたー」

「よし。みんな自分の部屋に戻もどってー。時間になったら順番にお風ふ呂ろだよ」

　挨拶を済すませ、子こ供どもたちを部屋に帰らせる。

　それぞれ差はあるものの、みな一様にサビーネを恐こわがっている。彼女がどういう存そん在ざいなのかを知っているわけではないのだろうが、子供特有の勘かんとでもいうべきもので感じ取っているようである。

「ふと思ったんだけどさ」

　子供たちがあらかた出て行った後で、サビーネがおもむろに口を開いた。

　構かまわずに出て行こうとすると、

「待ちなさいよ。あんたに話してるのよ」

　少し腹はらを立てたように呼よび止めてくる。

「……なんですか？」

　丁てい寧ねいな言葉遣づかいにする必要もないのだろうが、ついそうなってしまう。

　相手は、天才詠えい唱しよう士しを多数輩はい出しゆつしたことで名高いホフマン詠唱学院を首席で卒業したという、詠唱士の階かい層そうの中でも最上位に位置しているような存在である。未だ詠唱士試験を通つう過かできない自分と比ひ較かくすると、それはもう言うのもばかばかしいくらいの差が開いている。自然、腰こしも低くなろうというものだ。

　エルリー辺りが聞くと「卑ひ屈くつだ」と怒おこり出しそうな話だが、どうにもならない。

「よく子供の面めん倒どうなんて見ようと思うわね。うっとうしくない？」

「うーん……」

　煩わずらわしく感じることがないと言えば嘘うそになる。

「でも、割わり合あい楽しいですよ」

　子供は真まっ直すぐだ。少なくとも、クラウスの教え子はみんなそうである。

　自分の気持ちを偽いつわらず、こちらの心に向かって直ちよく接せつ投げかけてくる。その無邪気さゆえの真しん摯しさはとても眩まぶしく、そしてなぜか勇気付けられる。

「そういうものなのね」

　自分から話しかけてきた割に、サビーネの口ぶりからは興きよう味みらしきものが失われている。もうこの話題に飽あきてしまったのかもしれない。

「じゃあ、失礼しますよ」

「はいはい」

　不ふ遜そんとも言える態たい度どだが、どうしてか腹も立たなかった。

　おそらく、サビーネにはまったく悪意がないに違いない。ごく自然に振ふる舞まった結果、そういう風になっただけの話だろう。

　食堂を後にしながらクラウスは考える。

　大物というのは、もしかしたらああいった傍ぼう若じやく無ぶ人じんさが自然に身についてくるものなのかもしれない。

　自己を客観的に分ぶん析せきし、はじき出された結果から確かつ固こたる自信を持つ。

　自身がいかなる存在かということをはっきり理解しているから、他人にどう評ひよう価かされるかということに無む頓とん着ちやくであり、ゆえに尊そん大だいな態度を取ってしまう。

　たとえそのために多少人間関係に支し障しようをきたそうとも、その能力で周囲に自分を強ごう引いんに認みとめさせることができる。

　考えれば考えるほど、自分とかけ離はなれている。乗り越こえたはずの劣れつ等とう感が頭をもたげそうになる。

「いかんいかん」

　軽く頬ほおを叩たたく。後ろ向きな思考は後ろ向きな結果しか生み出さない。

　思考を無理やり切り替かえることにした。今後の予定は、風ふ呂ろと簡かん単たんな催もよおし物である。

　準じゆん備びは既すでにしてあるが、夜中に子供を出歩かせることになるわけだし、一いち応おう慎しん重ちように再さい検けん討とうしておかねばならない。

　──これまでの自分だったら。ふと、そんな思いがクラウスの頭をよぎった。

　きっと、サビーネと自分の差に押おし潰つぶされていただろう。ひたすらに悪い方向にばかり考えて、一人で参ってしまっていたに違ちがいない。

　しかし今は、こうして負の思考をなんとか制せい御ぎよすることが出来ている。

　我われながら、随ずい分ぶんとまともになったものだと思うクラウスだった。





　好きなようにしろ、と言われるのがずっと苦手だった。

「よし、自由行動の許きよ可かが出たぞ。研究所の中だったら、どこへ行ってもいいからね」

　行きたい場所などない。どちらかと言えば、少し疲つかれたので寝ねたい。

　だが、どこへ行ってもいいと言われた以上、どこかへ行ったほうがいいのだろう。

　さして行き先も決めずに、歩き出すことにした。

　研究所の内部をふらふらと移い動どうする。すれ違う所員たちは、みな一様に右みぎ腕うでを注ちゆう視ししてくる。ある者は眉まゆをひそめ、ある者は眉み間けんにしわを寄よせ、またある者は露ろ骨こつに口元へと手を持っていく。

　どうしたのかとしばらく考えてから、自分の右腕が血に塗まみれていることを思い出した。

　道理でじろじろ見られるわけである。普ふ通つうの人間なら、これだけおびただしい量の血を見れば奇き異いに思うなり不ふ快かい感をおぼえたりするのが当然なのだろう。

　腕を目の位置まで上げてみる。

　少し乾かわいたのか、いたるところに赤黒い固体がこびりついていた。

　特に何の感かん慨がいも湧わかない。ただ、このままでいるとまた余よ計けいに周囲の不ふ興きようを買ってしまうことは明白だから、洗あらうことにする。





　井い戸どの周りには誰だれもいなかった。なのですぐに洗い落とすことにする。

　汚よごれているところに水をかけては、手近にあった洗せん浄じよう石でこする。もうすっかり慣なれてしまった作業だ。

　これから、どれくらい続ければいいのだろう。そんなことを考える。

　特にいやというわけではなかった。しかし別に楽しいということもない。

　強しいて言うなら、少しだけ面めん倒どうだという感じだろうか。これからもまた繰くり返しこういうことをしなければならないというのは、何となくだるい気がしないでもない。

　しかしまあ、他ほかに何かやりたいことなりなんなりがあるわけでもない。この先どうなるかなど見当もつかないが、日々を送っていけばとりあえずはやっていけるに違いない。

　別に、安定した暮くらしを望んでいるというわけでもないのだが、不安定なよりは多少は楽だと思う。

　あらかた洗い終わった。まだ少し染しみのように残っているが、これはそのうち綺き麗れいになるだろう。

　再ふたたび、ふらふらと当てもなく歩き回る。

　洗っている間にみんな部屋に戻もどったのか、他の人の姿すがたを見ない。

　都合がいいといえば都合がよかった。人に会うことによって発生する様々な手間が必要ないということだからだ。

　会え釈しやくも挨あい拶さつもしないでいい。楽といえば本当に楽である。

　歩き回っているうちに、一つの扉とびらの前に着いた。

　何で出来ているのか分からない扉である。固そうだが、普通の金きん属ぞくでもなさそうである。

　文字がびっしりと書き付けられているが、全く読めない。

　文字を知らないわけではないが、この扉に書かれている文字は見たことがないのだ。

　確たしか、この扉の向こうに行くことは禁きんじられていたはずだ。所員が出入りしているのは何度か見たことがあるが、自分で向こう側へ行ったことはない。そもそも、この扉の前に立ったこと自体が初めてである。

　何があるのだろうか。少しだけ興味が湧わいた。

　次の瞬しゆん間かん自分で驚おどろく。何かに興味を持ったことなど、もしかしたら初めてかもしれない。

　この感覚。抑おさえがたい、欲よつ求きゆう。

　突とつ然ぜんのことだった。戸と惑まどってしまう。

　どうしてなのだろうか。原げん因いんが分からない。ただ、突つき動かされるような衝しよう動どうが脈打つばかりである。

　知らず知らずのうちに、扉のノブに手が伸のびていた。何をしようとしているのか。

　考えるまでもない。扉を開けようとしているのだ。

　やめろ。そう自分に言い聞かせる。

　開けたところでいいことなど何もない。禁止されていることを破やぶったことがないので分からないが、叱しつ責せきされたり罰ばつされたりするのが関の山である。

　一人の人物の顔が脳のう裏りに浮うかぶ。所員たちを指し揮きしている男のそれだ。

　彼が所員を罰しているのを見たことがある。理由は知らないが、その罰はいかにも過か酷こくそうだった。罰されていた所員がのたうち回り、やがて動かなくなったのをよく覚えている。

　さすがにあんな目に遭あいたいとは思わない。しかし、内側からこみ上げてくる欲よく望ぼうが抑えきれない。

　ついに、指がノブに触ふれる。

　その瞬間、ばちり、と得体の知れない衝しよう撃げきが指先に走った。

　指を引っ込こめる。おそるおそる見ると、指先は赤く腫はれていた。

　やはりやめておくべきなのだ。頭がそう命令する。触さわっただけで指が腫れるのだ、掴つかんで引き開けたりしたらどうなるか想そう像ぞうもつかない。

　だというのに、手が再ふたたびノブに向かって伸びていく。

　向こう側を見たいという願望は、より強くなっていた。もう、何も考えられなくなるほどに。

　ほんの僅わずかに躊ちゆう躇ちよしてから、思い切ってノブを掴む。

　先ほどより更さらに強い痛いたみが、手から頭へと突き抜ぬけた。

　それでも手を離はなさず、深しん呼こ吸きゆうしてから一度に引き開ける。

　扉はあっけなく開いた。

　ノブから手を離し、向こう側へと体を滑すべり込ませる。

　ばたんと、扉が閉しまる音。

　向こう側は、暗かった。箱らしきものや、家具と思われるものが雑ざつ然ぜんと転がっている。

　音もしない。何かが動く気配もない。

　途と端たんに落ち着かなくなってきた。自分はこちらに来るべきではなかったのではないだろうか。

　この感かん情じようは、多分不安と呼よばれるものに違ちがいない。そこまでは判はん断だんできた。

　しかし、どう扱あつかえばいいのかが分からない。どう抑えればいいのかが分からない。

　初めて味わう居い心地ごこちの悪すぎる気分が、思考力をどんどん奪うばっていく。

　魔ま獣じゆうとやり合っている時のほうがずっと楽だった。魔獣相手なら、何をすればいいかどう動けばいいかがよく分かる。今のように勝手が分からず途方に暮れるなんてことは滅めつ多たにない。

　とりあえず戻ろう。そう結けつ論ろんを下し振ふり返り、

　──我わが目を疑うたがった。

　扉とびらがないのだ。振り返った先にあったのは、ただの壁かべだった。

　そんな馬ば鹿かなことがあるはずがない。今、ほんのついさっき扉を開いて出てきたというのに。

　壁に触れてみる。あの衝撃は感じられなかった。冷たい感かん触しよくが、ただ返ってくるだけ。

　不安がより強くなる。息苦しくなる。動どう悸きが強くなる、手のひらに汗あせが滲にじむ。

　周囲に視し線せんをさまよわせる。すると、遠くの方に梯子はしごらしきものが見えた。

　迷まよう。

　あの梯子を使って移い動どうするべきなのだろうか。それとも、ここで状じよう況きようが変わるのを待つべきなのだろうか。考えても考えても、結論が出ない。

　焦あせる。

　味わったことのない感情の奔ほん流りゆうが、体中でのたうつ。

　遂ついにじっとしていられなくなり、梯子へと向かうことにした。

　このまま動かずにいても仕方ない。とにかくあちこちに行けば、きっと何か分かるはずである。

　梯子の下まで行って手をかける。

　少しざらざらとした感覚。金きん属ぞく製せいで、錆さびているようである。

　扉を開けた時の期待感はどこかへと消えてしまっていた。今にも押しつぶされそうな恐きよう怖ふだけが、胸むねの中で吹ふき荒あれている。

　そのまま上る。しっかり固定されていないのか、梯子は時折ふらりふらりと不安定に揺ゆれる。

　鼓こ動どうが加速する。もっと危き険けんなことをずっとしてきたはずなのに、ひどく怖こわい。

　ようやく、一番上までたどりついた。

　一見天てん井じようのようである。だが、隙すき間まから少しだけ光が漏もれている。どうやら、開け閉しめできるようになっているらしい。

　片かた手てを伸のばし、天井に触れる。

　少し力を入れて押し上げてみると、あっけないほど簡かん単たんに開いた。

　開いたところから、おそるおそる顔を出してみる。

　どこかの屋や敷しきのようだった。といっても、屋敷なるものに入ったことはない。あくまで頭の中にある知ち識しきと照らし合わせてのことである。

　体を持ち上げ、屋敷の床ゆかに降おりる。

　進んだせいで、余よ計けいに迷まよってしまったのかもしれない。

　とはいえ、今更後あと戻もどりするわけにも行かないだろう。

　意を決し一歩踏ふみ出そうとして、強きよう烈れつな違い和わ感に貫つらぬかれた。

　何かがおかしい。だが何がおかしいのかよく分からない。

　しばらく考え込んでから、その原げん因いんに思い当たった。

　足が震ふるえているのだ。

　魔獣を前にした所員たちが恐おそれわなないている様子は何度となく見てきている。しかし、自身で経けい験けんするのは初めてのことだった。

　両手で足を押さえてみた。しかし、震えは収おさまらない。

　どうしようもないので、そのまま歩き出すことにした。

　ひどくぎこちない、まるで他人の足で歩いているような感覚。

　やけに反はん響きようする足音だけが、耳の中に染しみ込んできた。





　湯に浸つかるという行こう為いは、全すべてを白紙に返す効こう果かがあるらしい。

「おぅ、ううう……」

　思わず呻うめき声を漏もらしながら、クラウスはそんなことを考えた。

　肌はだを突つき抜ぬけて、体の芯しんの部分に熱が染み込んでくるような感覚。

　これで季節が夏でなく寒い冬であったなら、この感覚は更さらに素す晴ばらしいものになるだろう。

　クラウスが浸かっているのは、『七つ扉』自じ慢まんの露ろ天てん風ぶ呂ろである。

　送られてきた説明書きを読んだ時はさほど期待していなかったし、『七つ扉』に着いて以い降こうはもう駄だ目めだろうとばかり思っていたが、なかなかどうして悪くないのだ。

　何かの鉱こう物ぶつが含ふくまれているのか、湯は少し赤みがかっていた。脱だつ衣い所じよにあった看かん板ばんによると、腰よう痛つうや若わか返がえり、美び肌はだに効果があるという。

　いまいちクラウスには縁えんがない上にあの老ろう婆ばを見ていると何とも嘘うそ臭くさく感じてしまう効こう能のうばかりなのだが、これだけ気持ちがいいのだから別にいいかという気分にもなってくる。

　周囲は木々に囲まれている。とてもいい眺ながめである。

　更に、屋根がないので星空もよく見えた。随ずい分ぶんと解かい放ほう感がある。

　なんだか歌でも歌いたくなってきた。

「──響ひびきの空に降ふりかかる、終ついの嘆なげきに身を染そめて──」

　父が好きな歌である。題名は『空そら音おとの幻まぼろし』。小さい頃ころ一いつ緒しよに風呂に入っては聴きかされたので、自然と覚えてしまった。

「君の瞳ひとみに揺れるのは、心を映うつす花模も様よう──」

　どこか切ない旋せん律りつ。歌っていて気分が盛もり上がったりする歌ではないが、どうしてか好きである。

「僕ぼくの体は塵ちりとなり、逆さか巻まく風に砕くだかれる──」

　やはり、元々が根暗な人間なのかもしれない。だから、哀かなしい歌にひかれるのだろう。

「駆かけ抜ぬけ踊おどる乱みだれ草、赤き言葉よ傷きずとなれ──」

「よし俺おれからー！」

　突とつ然ぜん何かが飛び込んだような水音が響き、クラウスの歌はかき消された。

「おーし僕も！」

「それー！」

　二度三度と同じ音が続く。

「一番高く飛んでやるー」

　その声から、誰の仕し業わざか理解しクラウスは溜ため息いきをついた。

「スコット一味にギルビー、風呂に飛び込んじゃダメだぞー」

　無理だろうななどと思いつつ、一いち応おう注意しておく。

「あっ、先生いたんだー」

　ばしゃばしゃと行ぎよう儀ぎ悪く水をはねさせながら、四つの頭が近づいてきた。

　悪ガキ大たい将しようスコットに、その仲間というか子分であるフランクとチャーリー。おまけに歩くデマ噴ふん霧む器きギルビーまでいる。シーパース詠えい唱しよう教室の問題児全員集合といった趣おもむきだ。

　彼らが群むれをなさないようにわざわざ部屋を別にしたりしたのだが、全く効果がなかったようである。

「お前らかかり湯してないだろ。しおりにちゃんとやり方書いておいたのに」

「しおり読んでないしー」

　スコットが、顔をばしゃばしゃ洗あらいながら答える。

「読めよ」

「だるいー」

　万ばん事じこの調子である。

「前もって言っとくが、風呂で泳いだりするなよ。ここは川じゃないんだ」

「えええ。つまんないー」

「泳ぐなったら泳ぐな」

　反はん論ろんをぴしゃりと封ふうじる。一つまあいいかという風に許きよ可かしてしまえば、際さい限げんなく増ぞう長ちようしてしまい、最後には取り返しのつかないことをやってしまうということもありえる。

「うぅー」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせると、スコットは鼻の上まで湯に浸つかった。

「むっ、何かが聞こえる！」

　唐とう突とつに、ギルビーが目を見開いた。

「なんだなんだ」

「しっ！」

　問いかけるクラウスに向かって、ギルビーは人差し指を立てて唇に当ててくる。何をそんなに警けい戒かいしているのか。

「お、まさか……」

　次に反はん応のうしたのはチャーリーだった。運うん搬ぱん人の父親の仕事を手伝っているがゆえに体つきがよく、胸むな板いたなどクラウスよりしっかりしてそうである。

「うん、間ま違ちがいなさそうだ」

　フランクも頷うなずく。背せが低く、他の子こ供どもたちよりも頭が一つ分落ち込んでいる。

「だから、何が……」

　言いかけたクラウスの耳に、なにやら話し声が聞こえてきた。

「むぅ、熱い水に浸かるのか」

「なによ、エルリーお風ふ呂ろ知らないの？」

「水浴びとは違うのか？」

「ええ、そうね。入る前に、体を軽く洗うのよ」

　女じよ性せいの声。察するに、『ハンネマン』一行である。

「おいお前ら、いいか、妙みような気を起こすんじゃないぞ」

　子供たちが何を考えているのか瞬しゆん時じに察し、クラウスは必死で釘くぎを刺さした。

「女風呂ってどっちだ」

「そこに石でできた仕切りがあるだろ。その向こう側だよ」

「どうやって行こうか」

「この石、足かける場所あるぞ」

　聞こえてさえいないらしい。

「やめろ、悪いことは言わないから」

　自分もいつだったか同じことをしようとしただけに少し後ろめたい感じもあるのだが、やはり止めないわけにはいかない。

『ハンネマン』一行の風呂を覗のぞくなど自殺行こう為いである。もし万が一見つかったりすれば、八つ裂ざき程てい度どでは済すまないはずだ。

　以前クラウスがエルリーの入浴場面を出で歯ば亀がめしたときは、幸運がいくつも重なってひどい目に遭あわされずに済んだが、今回もそううまく行く可か能のう性せいはおそらくとんでもなく低い。

「わぁ～、広いね～」

「気持ちよさそうです！」

「風呂など俗ぞくっぽいですが、悪くはありませんわね」

　間の悪いことに、ターヤたちまで現あらわれたようである。

「あら、あなたたちも今から？」

「はい～」

「これは、またとない好機！」

　小声でそう呟つぶやきながら、ギルビーが拳こぶしを握にぎる。

「レシーナさん……胸むね、大きいですね」

「あらあら、ありがとう。でもイルミラもなかなかのものよ」

「うわ～。本当だぁ～」

「ふん。女の価か値ちは胸の大きさなどでは決まらぬ」

「おやおや。負け惜おしみはみっともないわよー」

「下らぬ挑ちよう発はつをしている暇ひまがあるのなら頭まで浸かるがよい。この湯は美び肌はだに効こう果かがあるらしいからな、お主のその枯かれ木のような皮ひ膚ふも多少はマシになるかもしれんぞ」

「どうやら、わたくしの胸が一番小さいようですわね……。うう……」

　想そう像ぞう力をダメな方向に成長させてしまうような会話が続く。

「おおー。レシーナさんの胸、柔やわらかいですね……」

「うふふ。羨うらやましい？」

「イルミラさんの胸もぉ、負けてないと思うよぉ～」

「やん、ちょっとダメだってばっ」

　子供たちは何も喋しやべらなくなった。一様に目を血走らせ、仕切りを上っていく。

「ん、先客さんがいるのかな？」

　更さらに人が増ふえた模も様ようである。

「……ぬ。貴き様さま何をしにきた」

「何って見れば分かるじゃない。お風呂よ」

　声と雰ふん囲い気きから察するに、サビーネのようである。

「ああ、いいお湯」

「わしはもうあがるとするか……」

「いいじゃない、ゆっくりしていけば。せっかく停戦協定結んだんだし、仲良くしましょうよ」

　そうこうしている間に、子こ供どもたちは仕切りのほとんどてっぺんまでたどりついている。

「サビーネさん、でよろしかったかしら？」

「ええ。なにか？」

「いえ、なかなか見事なお体をしてらっしゃるなと思いまして」

「うふふ。まーねー。維い持じするの大変だけど。でも、そういうあなただってなかなかのものじゃない」

　やはりサビーネもなかなかのものらしい。服の上からでもそうではないかと踏ふんではいたが、クラウスの目に狂くるいはなかったようだ。

　そこまで考えてから、クラウスは自分の頭の中が仕切りを登とう攀はんしている子供たちと同じ次元に落ち込こんでいることに気づいた。いけない。これはまずい。

「コニン、お主は髪かみをほどくと随ずい分ぶんと印象が変わるのう」

「えへへ。よく言われるんですー」

「パルミさん、少し質しつ問もんなのですが。あなた胸はいつ頃ごろから大きくなりだしたのです？」

「え～。個人差があるからそんなに気にしなくていいと思うよぉ」

「いえ、別にそういうわけではございませんわよ！　ただまあなんというか、参考までに興きよう味み関心をと思いましてっ」

　仕切りの上に上った子供たちは、微び動どうだにせず下を覗のぞき込んでいる。それほどまでに、素す晴ばらしい光景が広がっているのだろうか。

　むくり、とクラウスの心で何かが動いた。

「ふう、そろそろあがろうかしら」

「えええ、もう少し浸つかっていこうよお姉ちゃん」

「よほどそばかすをどうにかしたいと見える」

「このお湯に豊ほう胸きようの効果がなくて残念だったわね」

　このままだと、彼女たちは風ふ呂ろからあがってしまう。みすみす見み逃のがしてしまっていいのだろうか。そんな言葉が、耳の奥おくでこだまし始める。

　長いこと浸かりすぎていたせいだろう、頭がぼんやりとしてきた。

　そう、浸かりすぎていたのが悪い。だから少しだけ正せい常じような判はん断だんができなくなっているのだ。仕方ないことなのだ。こうして仕切りをよじ登っているのも、どうしようもないのである。

　極きわめて非ひ論理的な言い訳わけで自身の理性と良心をごまかしつつ、クラウスはどんどん仕切りを攻こう略りやくしていく。

　あと少し、もうちょっと──

「……む」

　怪け訝げんそうなエルリーの声。心しん臓ぞうが止まりそうになる。

「どうしたの、エルリー？」

　イルミラが尋たずねているのが聞こえてきた。

「……いや、何やら妙みような気配を感じた」

　子供たちは、みな顔を引っ込めて仕切りに張はり付いている。器用なものだ。

「森にいる動物か何かじゃないの？」

「いや、もっと明めい確かくで邪じや悪あくな魔ま力りよくだ」

「んー？　わたしも魔力判はん別べつはある程てい度どできるけど、あんまり具体的なのは感じないわよ」

　サビーネの声が、なんでもないようにそんなことを言った。魔力を感じ取り分ぶん析せきするという、一流の中の一流にしか出来ないようなことをやっているらしい。やはり肩かた書がきは伊だ達てではないようだ。

「それは、この湯に含ふくまれている微び量りような魔力が乱らん反はん射しやしているので見み抜ぬき損そこねているだけだ」

「なによ、このわたしにケチつけるつもり？」

「事実を指し摘てきしただけのことだ。力不足を認みとめろ」

「下した手てに出ていれば言いたい放題言ってくれるじゃないこの小こ娘むすめ」

「小娘に指摘される己おのれの不明を恥はじるがよい」

　話がどんどん危き険けんな方向に向かっている。後一歩というところまで進んでから、クラウスは動きを止めた。

　あの二人がひとたび喧けん嘩かすれば、ただの喧嘩どころではすまない。想そう像ぞうするだに恐おそろしい事じ態たいになってしまう。

　防ふせぐにはどうすればいいか。まずは様子を窺うかがってみる必要がある。

　ということで、やはり風呂の中を覗き見なければならないだろう。

　これはあくまで事態の収しゆう拾しゆうに必要なための、いわば必要悪だ。いや悪ではない。純じゆん粋すいな善ぜん意いだ。

　整合性を著いちじるしく欠いた自じ己こ正当化を行いつつ、クラウスは仕切りから顔を覗かせた。

「口の減へらないガキね」

「そういう言い回しは己の語ご彙いの貧ひん弱じやくさ加か減げんを表すだけだ。やめておいた方が賢けん明めいというものだぞ」

　腰こしに手を当てたエルリーと、両りよう腕うでを組んだサビーネの姿すがたが見える。いずれも、肝かん心じんな部分が湯気に隠かくされていて見えない。

　ちらりと横目で子供たちの様子を見てみると、そういった風に苦く悩のうしている様子は感じられない。となると、ばっちり見えているのだろうか。

　他のところに目をやってみる。

　二人から少し離れたところに、イルミラとレシーナの姉し妹まいがいるのが見えた。

　こちらも残念なことに、湯気が邪魔になってしまっている。

　しかし、レシーナの胸むねが何かの拍ひよう子しで見えてしまいそうでもあった。

　無む意い識しきのうちに身を乗り出していた。その行こう為いがどんな結果を招まねくかということも考えずに。

　重心が突とつ然ぜん崩くずれたのは、レシーナの胸むな元もとが見えそうになったその瞬しゆん間かんだった。あとわずかで見える、そんな期待が、クラウスの注意力をとめどなく軽減してしまっていたのだ。

　転落はあまりに急きゆう激げきだった。

　天と地がさかさまになり、何が何だか分からなくなる。

　ざぱーんという音とともに、クラウスは湯の中へと落下した。

「きゃあああ!?」

「なに、なんですの!?」

　悲鳴が巻まき起こる。

「い、いや、違ちがう」

　クラウスは必死で自じ己こ弁べん護ごをしようとした。

「何が違うのよ！」

　怒ど号ごうとともに、イルミラが水面に拳こぶしを叩たたきつける。

　瀑ばく布ふのような水しぶきが噴ふき上がり、クラウスめがけて襲おそいかかってきた。

「ぐはっ」

　凄すさまじい勢いきおいで殴なぐりかかってくる水しぶきに吹き飛ばされ、クラウスは軽々と宙ちゆうを舞まった。

　仕切りに叩きつけられ、目を回す。

「クラウスくん、おいたは感心できないわね」

　そんなレシーナの言葉とともに、風ふ呂ろ桶おけが飛来してきた。

「ぶげ」

　眉み間けんに直ちよく撃げき。恐おそるべきことに、イルミラの一撃よりも更さらに強力である。

「ち、違うんです！　ほら、ギルビーたちが覗のぞこうとしてたから止めようと！」

　クラウスは仕切りの上を指差した。

「……あれ？」

　しかし、そこには誰だれもいなかった。クラウスが落下した瞬間に逃にげてしまったらしい。

「見苦しい言い訳わけですわね」

　ターヤの震ふるえた声。

「せんせぇ、ちょっと見み損そこなったかも～」

「最低ですね」

　パルミとコニンも怒いかりに満ち満ちた様子である。

「のう、そこの高こう慢まん若わか作づくり」

　その後ろで、エルリーが呟つぶやく。

「周囲にいる人間の状じよう況きようから判はん断だんするにわたしのことだと思うけど、何かしら高飛車小娘」

　サビーネが答える。自分の体によほど自信があるのか、別べつ段だん隠そうとしてもいない。

「お主ごときに小娘呼よばわりされるのは甚はなはだ納なつ得とくいかんがまあ聞くのだ。魔ま力りよくの分ぶん析せきに対する意見の衝しよう突とつはひとまずおいておいてだな、不ふ埒らちな輩やからの処しよ罰ばつを先行せぬか」

「そうねー。異い論ろんはないわ」

　熱い湯の中にいるというのに、クラウスの体を激げき烈れつな悪お寒かんが貫つらぬいた。

　逃げるべきだ。体を構こう成せいする全すべてがそう命令している。

　しかし、いかなる行動も取れない。

「死なない程てい度どには加か減げんしてやる。感かん謝しやするがよい」

　エルリーの声は、ぞっとするほど無機質しつである。危き険けんだ。危険すぎる。



    

  
    
      「違う、これは、俺おれは──」

「言い訳無用！」

　暴あばれ狂くるう魔力の奔ほん流りゆうにクラウスは呑のみ込こまれたのだった。



    

  
    
      　第三章　その屋や敷しきは青く光り　The House Of Blue Light






「副主しゆ任にん！」

　ジャスリンの部屋に、一人の所員が駆かけ込んできた。

「何かしら？」

　自分で作ったサンドイッチを頬ほお張ばりながら、ジャスリンが聞き返す。

「大変なことに、なりました」

　よほど慌あわてて走ってきたのか、所員は息も絶たえ絶だえである。

「報ほう告こくは事実を端たん的てきに。大変かどうかはわたしが判断するわ」

　冷れい酷こくといえば冷酷な言葉だが、所員を落ち着かせる効こう果かはあったらしい。

「人キ型ル拠ス点イ制ツ圧チ用エ詠ン唱ゲ兵ー器ジ『ジェシード・リーチ二十五型』が、『異回の扉ヒステリア』を抜ぬけて屋や敷しきのほうへ移い動どうしてしまったようです」

　冷静さを取り戻した所員の言葉に、ジャスリンはしばし考え込む。

「……主任に報告は？」

「いえ、主任はお休みだと主任補ほ佐さから伺うかがいました」

「わかったわ」

　資し料りようや書類、報告書の類たぐいが雑ざつ然ぜんと散らかった部屋を何をするでもなく眺ながめ回してから、ジャスリンは小さく頷うなずいた。

「改良魔精石コープスグラインダーでの監かん視しを強化して。改良魔精石コープスグラインダーは、位置把は握あくに関して信しん頼らい性せいの高い結果が出てるわよね」

「はい、今どこにジェシーがいるかということは完全に近い形で分ぶん析せき可か能のうですが……」

　戸と惑まどいながら、所員が答える。

「なら問題ないわ。改良魔精石コープスグラインダーの解かい析せき結果は第三研究室で分かるわね」

「そうですね」

「行きましょう」

　部屋から出かけてから、ジャスリンはついてこようとした所員を振ふり返った。

「このことを、わたし以外の誰に話した？」

「いえ、なにぶん慌てていましたので、他ほかには誰も……」

「主任補佐には？　事じ情じようを説明したの？」

「主任がお休みだと聞いたので、すぐに副主任のところに来ました。主任補佐は『後で伝える』とおっしゃってましたが、とりあえず他の人に知らせるほうが先かと考えまして」

「わかった。それなら構かまわないわ。……このことは誰にも知らせては駄だ目め。第三研究室の鍵かぎは『忘わすれ物を取りに行く』っていう理由で借りてくること」

「……はぁ」

　ジャスリンの指し示じが要よう領りようを得なかったのか、所員が怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「いい、絶ぜつ対たいよ」

「わ、わかりました」

　強めに念を押おされ、所員はぶんぶんと首を縦に振った。





　部屋から出た途と端たん、ジャスリンたちは一人の女性と出くわした。

「こんばんは」

　おおよそ感かん情じようというものの感じられない、凍いてついた瞳ひとみ。

　整った──いや、不自然なほどに整いすぎている目鼻立ち。

「急いでいらっしゃるようですが、何かございましたか？」

　低く、艶つやがあり、そしてどこまでも平へい坦たんな声。

「……ええ、第三研究室に少々忘れ物をいたしまして」

　ジャスリンが、笑え顔がおを作る。

「なるほど、そうでしたか」

　その笑顔を見てもにこりともせず、女性──主任補佐ダナ・アークティカは腕うでを組んだ。

「それでは、失礼します」

　簡かん単たんに会え釈しやくをして、ジャスリンはダナの前から立ち去ろうとする。

「本当に、忘れ物なのですか？」

　その言葉が、ジャスリンの顔に一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようの色を浮うかばせた。

「はい。今回の実験結果の分析書類の一部を置きっぱなしにしていまして」

　その変化を瞬時に抑おさえ、ジャスリンはまた笑顔を見せる。

「……わかりました」

　興きよう味みを失った、という素そ振ぶりを見せるとダナは歩き去っていった。

「……うーん、やっぱり美人だなあ」

　所員が鼻の下を伸のばしながらそんなことを言う。

「そうね、美人だわ。嘘うそくさいくらい」

　ジャスリンが忌いま々いましそうに吐はき捨すてた。

「あれれ副主任、焼きもちですか？　らしくないなあ」

「そうじゃなくて……まあいいわ、とりあえず研究室へ急ぎましょう」

　ほつれて耳にかかってくる髪かみをかきあげると、ジャスリンはダナとは逆ぎやくの方向へと早足で歩き出した。





「ヤルヴァの森の奥おく深ふかく」

　夜の森は、どこか神しん秘ぴ的な空気をかもし出している。

「一見何の変へん哲てつもない古い屋や敷しき」

　ふくろうや、名も知らぬ鳥の鳴き声。

「ただ、その一室からは、毎夜毎まい晩ばん」

　木々の葉の隙すき間まから差し込んでくる星と月の光。

「少女の悲鳴にも似にた叫さけび声が聞こえるとか、聞こえないとか」

　そんな神しん秘ぴ的な空気を木こつ端ぱ微み塵じんにぶち壊こわしながら、ギルビーが点灯詠唱ホーリーライトで光らせたランプを自分の顔の下に当てた。

「お前も布ぬの人形にしてやろうかああ！」

　おそらく、彼としてはここで話を聞いている人間を驚おどろかせるつもりだったのだろう。そのためにわざわざ顔をランプで下から照らしたり、突とつ然ぜん大きな声を出したに違ちがいない。

「……あれ？」

　しかし、効こう果かは気持ちいいほどに絶ぜつ無むだった。ヨンネのようなお子様でさえあくびをしているほどである。

「……まあ、そんな感じでこのヤルヴァの森はとても怖こわい場所らしいんだね。そんな怖い森で、一つ肝きも試だめしをやってみようというわけなんだな」

　どうしようもなく滑すべってしまった後を受けるというのは大変厳きびしい。クラウスは溜ため息いきを漏もらした。

　怪かい談だんなら自分に任まかせろ、きっとみんなを怖がらせてやるとわざわざ自分で立りつ候こう補ほしてきたのでやらせてみたのだが、これはやめておいたほうがよかったようである。

「組はくじ引きで決めるよー。一つの組につき四人ね」

　言いながら、準じゆん備びしておいた箱を出す。中には人数分の紙切れが入っているのだ。風ふ呂ろ場ばで吹ふき飛ばされてから、痛いたむ体をこらえて作った代しろ物ものである。

「のう、クラウス」

　エルリーが話しかけてきた。

　なぜエルリーがここにいるのかというと、クラウスたちが肝試しのために出かけるのを見かけてついてきてしまったのだ。

「なんだい？」

「その肝試しとやら、わしも参加してよいか」

「あー、わたしもわたしも」

　エルリーと一いつ緒しよに来ていたイルミラも手を挙げる。

「うーん、別にいいけど……。それだと二人だけの組が一つ出来ちゃうなあ。なんか心配だ」

　問題が起こったときの対たい策さくは十分してあるつもりだが、何かあってからでは遅おそい。

「先生も参加なされたらよろしいと思います。それならば、二人組は出来ないでしょう」

　ターヤがそんな提てい案あんをしてきた。

「いやまあ、それはそうなんだけど……」

　本当なら、肝試しの道順の折り返し地点でクラウスが待機し、きっちりこなしたかどうか確かく認にんする予定だった。クラウスが参加しては、それが出来なくなってしまう。

「折り返し地点での確認役がいなくなっちゃうんだよ」

「ふむ、さようですか……」

「それなら、わたしがやるわよ」

　レシーナ──なんと彼女もついてきていた──が微笑ほほえむ。

「え、いいんですか？」

「構かまわないわよ。どうせあまりやることもなくて退たい屈くつしてたのよ」

　折り返し地点で子こ供どもたちを待つというのもそれはそれで退屈だろうし、だからクラウスはあまり気が進まなかったのだが、代わってもらえるのならそれにこしたことはない。

「ありがとうございます。お言葉に甘あまえます」

「お任まかせあれ」

　レシーナに感かん謝しやをこめて頭を下げると、クラウスはポケットに入っていた『ハンネマン』の注文表を三つに破やぶいてから文字を書き付け、箱の中に入れた。

「よーし。それじゃくじ引き始めるぞー。一いち応おう簡かん易い結界張はってるから、詠えい唱しようとかで干かん渉しようしようとしたらすぐにわかるからなー」

　悪ガキ軍ぐん団だんが一つのグループにならないようにするための対たい策さくである。偶ぐう然ぜんに任せてもそうなってしまう確かく率りつはあるが、まあ大丈夫だろう。





　結果的に、珍めずらしくクラウスの楽観が現げん実じつのものとなった。悪ガキ軍団はいずれもばらばらの組になったのだ。

　これで、いたずらが実行される可か能のう性せいはぐんと減へる。まだまだ油ゆ断だんはならないが、ひとまずほっと一息である。

「さて、俺おれが一緒に行くのは……文字がロンダットの人ー」

「むっ、違ちがったか……」

「残念ですわ……」

　エルリーとターヤが肩かたを落とす。クラウスと一緒に行きたかったのだろうか。

「おっ」

　イルミラがクラウスの方を見てきた。なぜか、妙みように嬉うれしそうである。

「なんだ？」

「ほらほら、見てー」

　イルミラが持っている紙には、横一本の棒ぼうの両りよう端はしに縦たての棒が通っている文字だった。ロンダットという名前の魔ま術じゆつ文字である。

「イルミラと一緒なのか……」

「なによその気の乗らなさそうな態たい度どは」

　むーっと頬ほおを膨ふくらませるイルミラ。

「いやだって、なんかイルミラと一緒じゃ肝きも試だめしの雰ふん囲い気きが出ないというか、無む駄だに安心というか必要以上に心強いというか」

「ひっどーい。あたしだって女の子なんだから、怖こわいの苦手なのよ」

　何を馬ば鹿かなと失しつ笑しようしそうになってから、ふとクラウスはとある出来事を思い出した。

「ああそういえば、『八つ裂ざきオーウェンス』騒さわぎの時……」

　以前、クレメンテ通りを謎なぞの通り魔が騒がせた時、一人で通りを歩くイルミラをからかい半分でおどかしたところ、イルミラがやたらめったら過か敏びんに反はん応のうしたことがあった。

「あれは、あんたがいきなり物もの陰かげから出現したからでしょうが！」

　夜の暗さをもってしてなお隠かくせないほどに顔を赤くしながらイルミラが怒ど鳴なる。

「ふむ。そういえばイルミラは夜トイレに行く時もなにやらおっかなびっくりだな」

　エルリーがニヤニヤしながらそんなことを言う。

「違うわよ！　誤ご解かいよ！」

「違わぬ。全く、そんな輩やからをクラウスと一いつ緒しよに肝試しさせるわけにはいかぬな。わしが代わりに行ってやる。お主は部屋で腕うで立たて伏ふせでもしているがよい」

「それとこれとは関係ない！　てかなんでお風ふ呂ろから上がったばかりなのにまた運動するのよ意味ないじゃない！」

「まあまあエルリーちゃん、そんなにいじめてあげないで」

　レシーナがくすくす笑いながら割わって入る。

「これでも進歩したのよ？　小さい頃ころは一人じゃ行けなかったんだから」

「ちょっ、お姉ちゃん!?」

　これは大変な秘ひ密みつを聞いてしまったとクラウスは内心及および顔面でほくそ笑えむ。向こう何か月もからかえそうなネタだ。

「まったく、笑ってしまいますわね。そんな方が先生とご一緒に肝試しなど迷めい惑わくをかけるだけ。ここは貴き族ぞくにふさわしい度ど胸きようを有しているわたくしが代わって差し上げましょう」

　ターヤが露ろ骨こつな嘲あざけりを顔に浮うかべながら、そんなことを言った。

「うるさいわね黙だまってなさい！　絶ぜつ対たい代わらないんだから！」

「あらあら、どうして？」

　激げつ昂こうするイルミラの言葉尻じりを、レシーナがおかしそうに捕つかまえた。

「そ、それは……」

　途と端たんにイルミラがうつむいて黙だまり込こむ。

「そうだよ、なんで？」

　クラウスの問いに、イルミラはあちこちに視し線せんをさまよわせ、

「えーっと、それは、うーんと……」

　歯切れ悪いことこの上ない。なにか言えない理由でもあるのだろうか。

「あーっ、先生！」

　クラウスの足元に、小さな影かげが走りよってきた。ヨンネである。

「ん？　どうしたの？」

「見てみてー」

　ヨンネが握にぎり締しめていた紙には、クラウスのものと同じ字が書かれていた。

「おー、ヨンネと一緒かー」

「わーいわーい」

　ヨンネが飛び跳はねて喜ぶ。

「ほら、そろそろ始めなくていいの？」

　イルミラが急せかしてくる。

「わたしは、先に折り返し地点まで行ってるわね。どこら辺かしら？」

「えーと、このしおりに載のってる地図のこの辺です。『暗夜の堂標リロード』使っていけばすぐ分かると思います。星明りじゃちょっと見えにくいんですけど」

　尋たずねてくるレシーナに、クラウスはしおりを渡わたした。

「ふむふむ……ええ、大体分かったわ。ではお先に」

　しおり片かた手てに、レシーナは歩いていった。

「よーし、じゃあ文字順に行くんだぞー。同じ文字は平文字複ふく文字の順番で。……そうそう、みんなあれは持ってる？　出かける前に渡したの」

「持ってるよー」

「何なんですか、これ？」

「これはねー」

　クラウスは、ヨンネが持っていた小さい筒つつのようなものを借り受け、かざしながら説明を始めた。

「この筒は、『真夜の叫鳴トロルハマレーン』っていうんだ。まあ使ってみれば分かるかな」

　筒を片かた方ほうの手で軽く握ると、上の部分を力いっぱい引き抜ぬく。

　瞬しゆん間かん、耳をつんざくほどに甲かん高だかい音が周囲に鳴り響ひびいた。

「っとと、やっぱすごい音だな」

　慌あわてて元通りに蓋ふたをする。音は途端に鳴りやんだ。

「何かあったら今やったみたいにしてね。先生とかそこのむきむきのお姉さんとか金きん髪ぱつの怖こわい人とか駆かけつけるから」

『真夜の叫鳴トロルハマレーン』とは、治安の安定しないフィンロトール王国で深夜に通行人が襲おそわれた際さい助けを求めるために発明された魔ま術じゆつ具ぐである。

　魔力と共鳴して鳴り響く魔叫岩ジヤクスンテイドという物ぶつ質しつを利用しただけという簡かん単たんな構こう造ぞうのため、大変な人気を得て各国へと広まった。

「だれがむきむきのお姉さんよ」

「わしのどこが怖いというのだ」

「嘘うそをついたつもりはない。さてー、それじゃサーゾの平文字の組から行こうか。誰だれかなー？」

「はーい」

　手を挙げたのは、クラウスの教え子の中では珍めずらしく真ま面じ目め少年であるピネーラ、ひょろりとしたのっぽのストラポリ、そしていかにもちゃきちゃきの下町娘むすめなハーキンである。

「いってらっしゃい。気をつけてねー」

　三人に手を振ふると、クラウスは手近な岩に腰こしを下ろした。

「ねーねー先生」

　隣となりにヨンネが座すわってきた。妙みようにはしゃいでいるのは、きっと暗くなってもまだ寝ねずに外を出歩いているのが楽しいのだろう。クラウスも子供の頃ころ、お祭りにでかけて夜よ更ふかししたのがとても刺し激げき的だった記き憶おくがある。

「どうしたー？」

「肝きも試だめしってどういうことするの？」

　なかなか根こん源げん的な問いである。大体共通認にん識しきとして分かっているものだと思っていたが、ヨンネの年ねん齢れいでは知らなくても仕方ないかもしれない。

「そうだねえ……」

　少し考えてから、クラウスはヨンネの喜びそうな答えを見つけた。

「静まり返った夜の世界を、力を合わせて冒ぼう険けんするんだ」

　効こう果かは覿てき面めんだった。ヨンネの顔がみるみるうちに輝かがやく。

「冒険！　冒険！」

　すっかり興こう奮ふんしてしまったらしい。コニンを彷ほう彿ふつとさせるはしゃぎようである。

「元気ねえ……」

　苦く笑しよう交じりにそう言いながら、イルミラがクラウスの隣に立った。

「可愛かわいいもんじゃないか」

「まあね」

　イルミラはしゃがみこむと、ヨンネに向かって手を伸のばした。

「よーし。お姉ちゃんと一いつ緒しよに冒険しようねっ」

「うん！　任まかせて、僕ぼくが守ったげるから！」

　握にぎりこぶしを作るヨンネ。えらいはりきりようである。

「あはは、頼たのもしいわねえ。どっかの先生とは大おお違ちがい」

「とほほ、そりゃないぜ……」

　肩かたを落とすクラウスに、ヨンネが駆かけ寄よってきた。

「そんなことないよ、先生凄すごいよ！」

　そしてクラウスの背中をばんばんと叩たたいてくる。

「おやおや、クラウスってば生徒の信しん頼らい厚あついのねえ」

「からかうなよ」

　などと言いつつ結けつ構こう嬉うれしかったりする。以前はこの感覚を負ふ担たんに思っていたりもしたのだが、最近はまっすぐに受け止めることが出来る。

「先生、みんな行ったみたいだよ」

　ヨンネが周囲をきょろきょろ見回しながら言った。

「おーし。俺たちも行くぞ」

　岩から立ち上がる。

「……行く？」

　イルミラの表ひよう情じようが浮うかないものに変わる。

「そりゃ行くに決まってるだろ。……ははーん、さては」

「な、なによ」

「まったく、実は可愛いところあるんだなイルミラ」

　あれだけの破は壊かい力を有しておきながら暗いところが苦手とは、なんともおかしい。

「か、かかかかわいい!?」

　イルミラがひどく動どう揺ようする。

「わはは。ほら行くぞ行くぞ」

「何よ何よ、全然怖こわくなんてないんだから。ちょっと、雰ふん囲い気き出そうと思って怖がって見せたのよ！」

「はいはい」

　そんな強がりがいつまで続くか。これは見み物ものである。





　などと考えていたクラウスだったが、

「ちょっと、先先行き過すぎなのよ！」

　予想を遥はるかに上回るイルミラの怯おびえように、すっかり戸と惑まどってしまった。見物している場合ではない。

「なんでそんなへっぴり腰ごしなんだよ……。いつだったか森に来たときは別に怖がってなかったじゃないか」

「あの時は必死だったのよっ」

　木にしがみつくようにして、イルミラがわめく。声は上ずり気味で、彼女がいかに怯えているかが手に取るようにわかる。

「お姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　ヨンネが心配そうに声をかけた。

「だ、大丈夫よっ。全然、これっぽっちも問題ないんだからっ」

　ここまでしらじらしいと突つっ込こむのも悪いような気がしてくる。

　イルミラの言葉に同意したような態たい度どをとりつつ、『暗夜の堂標リロード』を詠えい唱しようする。行く手にある木の一つが光った。

　ちなみに、肝きも試だめしの道みち筋すじは宿に来る途と中ちゆうの道をそのまま使っている。『暗夜の堂標リロード』があれば夜でも迷まようことはないからだ。

「ほら、行くぞ」

「う、うん……」

　おっかなびっくり、イルミラが歩き出す。

　次の目標まで後ちょっとというところで、がさがさと何か物音が聞こえてきた。

「きゃっ!?」

　イルミラが飛び上がる。

「いた、痛いたい痛い俺おれを殴なぐるな！」

「なになに今の何がいたの!?」

　わめくイルミラの足元を、小さい何かがさっと走り抜ぬける。

「いやああああ！」

　なぜかクラウスが蹴けっ飛ばされた。

　地面に叩たたきつけられ、クラウスは泣きそうになる。どうして自分がこんな目に遭あわないといけないのか。

「お姉ちゃん、怖くないよ。ほらこれ狸たぬきさん」

　ヨンネは落ち着いたものである。走り抜けた何かを両りよう腕うでで抱かかえていた。

「え……たぬき……？」

　イルミラが拍ひよう子し抜けしたように口を開ける。

「うん、見てみてー」

　ヨンネがイルミラに狸を見せようと近づけたところ、狸はヨンネの腕から逃のがれて駆かけ去ってしまった。

「あー、残念……」

　ヨンネがしゅんとする。

「まあ、自然の生き物は仕方ないよ。人に馴なれてないからね」

　ヨンネの肩かたをぽんぽんと叩くと、クラウスは少し早足で歩き出した。

　イルミラのおかげで随ずい分ぶんと遅おくれている。折り返し地点を通つう過かした生徒たちとも多数入れ違ちがったが、ここしばらくはそれすらない。察するに、もう残っているのはクラウスたちだけなのだろう。

「せんせー……」

　しばらく歩いたところで、ヨンネが元気のない声を出した。

「どした、歩き疲つかれた？」

「ううん、眠ねむいー」

　言ってから、ヨンネは大きいあくびをする。

「あちゃあ、そうか」

　まあ、夜よ更ふかしをした上に、今日一日でかなりの距きよ離りを歩いたのだから無理もない話である。

「よし、先生がおんぶしてやろう」

「……えー、大丈夫だよ」

　ヨンネが唇くちびるを尖とがらせる。

「んー？」

　妙みように意地を張はる。なぜかと思って様子を見てみると、ヨンネはちらちらとイルミラの方に視し線せんを送っていた。

　なるほどとクラウスは納なつ得とくする。女の子の前で格かつ好こうの悪いところを見せたくないのだ。

「ませやがって。誰の影えい響きようだ」

　言いながら、クラウスはやや強ごう引いんにヨンネを捕つかまえ背せ中なかにおぶった。

「わー、自分で歩けるよっ」

　じたばたとヨンネが暴あばれる。しかし、その言葉と裏うら腹はらにその力は弱々しい。

「うーん……」

　早くもヨンネの体から力が抜けていく。よほど疲れていたらしい。

　ほどなくして、クラウスの背中から規き則そく正しい寝ね息いきが聞こえてきた。

「やれやれ」

　苦く笑しようしながら、もう一度『暗夜の堂標リロード』を詠唱する。

　次の道しるべがぼんやりと光った。

「よーし、行くぞ」

　動かないイルミラに声をかけ先に進もうとする。

「ちょっと、待って……」

　何とも頼たよりない。イルミラがここまで情なさけない声を出すのを聞くのは初めてかもしれない。

「どうしたの？」

　立ち止まって振ふり返る。暗くてよく分からないが、イルミラは座すわり込んだままのようである。

「いい、絶ぜつ対たい笑っちゃ駄だ目めよ。約束よ。ここで笑うのははっきり言って罪ざい悪あくよ。あんたに人としての良心が残っているなら決して笑わないで」

　神妙かつ必死にイルミラが言った。

「ああわかった。約束する。絶対笑わない」

「本当ね」

「本当だ」

「腰こしが抜ぬけちゃったの」

「だはははっははははっは！」

　背中のヨンネを振り落としそうになるほどにクラウスは爆ばく笑しようした。ここで笑わないほうがずっと罪悪である。

「ばかあああ！」

　イルミラが涙なみだ声ごえで地面を叩きまくる。そのたびにぼこんぼこんと気持ちいいほどに穴あなが開く。

「わかった、悪かったから自然を己おのが拳こぶしで破は壊かいするのはやめろ」

　なだめながら、クラウスはイルミラに近づいた。

「何よ何よ、改めて笑いに来たの!?」

「違うって。……ほら」

　片かた手てでヨンネの尻しりを支ささえながら、イルミラにもう片方の手を差し出す。

「……え？」

「仕方ないから手を貸かしてやる」

　イルミラが動きを止めた。呼こ吸きゆうさえもしていないように見える。

「……うん」

　おずおずと、手を伸のばしてくる。

「うし」

　その手を、クラウスはしっかりと掴つかんだ。

「よっ」

　慎しん重ちように力を入れて引き起こす。背負ったヨンネがまだ小さい子こ供どもだと言っても、力が抜けてしまっているのでかなり重たい。

　その上イルミラを引き起こすというのは、さして腕わん力りよくに秀ひいでているわけではないクラウスにはなかなかの重労働だ。

「ん、結けつ構こう立てるかも……」

　しかし、イルミラからはそう重みを感じなかった。

「なんだよ、腰抜けたんじゃなかったのか」

「いやまあ、確たしかにそうだったんだけどさ……」

「大だい丈じよう夫ぶなら離はなすぞー」



    

  
    
      　クラウスが手を解ほどこうとしたところ、

「あっ……」

　イルミラの手に、ほんの少しだけ力が入った。

「えっ」

　思わず離しそびれる。

「……いこ？」

　か細い声で──さっきまでと何かが違ちがう声で、イルミラがそんなことを言ってくる。

「あ、ああ」

　何とも落ち着かないものを感じながら、クラウスはもう一度歩き出した。





　どれほど歩いただろうか。

「……ねえ、クラウス」

　ぽつりと、イルミラが呟つぶやいた。

「なに？」

「わたしの手、さ。……ごつごつしてる、でしょ？」

　何を言っているのか、一いつ瞬しゆん分からなかった。

「ほら、やっぱ魔ま術じゆつ格かく闘とうとかやってるとね、手が固くなっちゃうっていうか……」

　ようやくクラウスは彼女が言わんとしていることに思い当たった。

　イルミラの腕力は、魔力で増ぞう強きようしていることもあって女じよ性せい離れというか人間離れしている。それを十分に行使するためにはやはりそれなりに頑がん強きような部品が必要となるわけで、体の部分部分が望むと望まざるとにかかわらず鍛きたえ上げられていってしまうのだろう。

「やっぱり、変、だよね。女の子らしく、ないよね」

　寂さびしそうにイルミラが呟く。

「……うーん。そんなことないと思うけどな」

「えっ……？」

「気休めとかじゃなくってさ」

　うまい言葉が見つからず、しばしクラウスは考え込こむ。

「ほら、そういうのって人それぞれだし。確かに一いつ般ぱん的な女性の価か値ち基き準じゆんから見たら少し問題あるかもしれないけど」

　首を動かして、イルミラの方を向く。

「なんていうか、イルミラはイルミラだろ？　気にすることなんてないよ」

　言っていて恥はずかしくなってきた。どうしてしまったのだろう。こんなことを言うなんて、柄がらでもなさ過すぎる。暗い森にいるということで、なんとなく雰ふん囲い気きが違うせいだろうか。

「……うん、ありがと」

　ぽつりとそう呟き、イルミラはまたきゅっとクラウスの手を握にぎってきた。

「……べ、別に気にすることなんてないよ。なんせ──」

　普ふ段だんならここで軽口の一つでも出てくるところである。しかし、いかなる台詞せりふも出てはこなかった。なんだか、調子が狂くるい続けている。

　離そうと思えば離せるはずだ。イルミラの握ってくる力も弱いものである。

　だが、どうしても離すことができなかった。

　そのまましばらく歩き続けているうちに、ようやく折り返し地点が見えてきた。昼間旅館に来る途と中ちゆうに一ひと際きわ大きい木があったので、そこに決めていたのだ。

「あらあら、やっと来たみたいね」

「遅おそかったですよ先生。何してたんですか」

「待ちくたびれちゃったよぉ～」

　レシーナと、なぜかコニンやパルミの声もした。

「ああ、実はイルミラが腰を抜ぬかして……」

「こらっ、それは言わない約束でしょ!?」

「そうだったのか。じゃあ今から約束しよう。口止め料で今後一週間『ハンネマン』での食事代はイルミラにつけさせてね」

「寝ね言ごとは寝てから言いなさいよ！　完全無欠に話してしまってから口止め料要求するとかなめてるにもほどがあるわっ！」

　いつも通りの口げんかを再さい開かいさせながら、二人はどちらからともなく手を離した。

　クラウスの胸むねに、言葉にならない安あん堵ど感が広がる。一体、何を安心しているのだろうか。

「あらあら、その子寝ねちゃったのね」

　レシーナが微笑ほほえむ。

「ええ、やっぱり体力がもたなかったみたいで……」

　よいしょとヨンネをずりあげながら、クラウスは答えた。

「まだ小さいものねえ」

　そう言ってから、レシーナが手を合わせる。

「そうそうクラウスくん、ちょっと困こまったことになってるみたいなの」

「困ったこと、ですか？」

「はい」

　レシーナの言葉を引き継ついで、コニンが話し始めた。

「ターヤさんの組が、いないんです」

「いない？」

「ターヤさんたちはわたしの組より先だったんですけど、レシーナさんに聞いたらまだ着いてないみたいで……」

「そうなのか」

　道に迷まよったのだろうか。

「ターヤたちの組っていうと、だれだれだっけ」

「ターヤちゃんとぉ、エルリーさん、ギルビーくん、後はブルーナちゃんだったかなぁ」

　顎あごに指を当てて、パルミが言う。

「うーん……」

　エルリーがいるなら、大たい抵ていの事じ態たいには対たい応おうできると思う。情なさけない話、クラウスがついているよりずっと安全だ。

　しかし、不安要よう素そがないわけでもなかった。ギルビーの存そん在ざいである。

　夜の森は、彼の好こう奇き心しんを刺し激げきしてやまないはずだ。どんな行動をとってしまうか、見当もつかない。

「とりあえず、みんなは先に帰ってて。俺おれはちょっとここで待ってるわ」

「よろしくお願いします」

「多分心配いらないと思うけどぉ、何が起こるか分からないしねぇ」

　口々に話しながら、コニンたちが戻もどっていく。

「イルミラ、わたしたちも戻りましょうか」

「ん、えーっと……」

　なぜかイルミラは浮うかない様子である。

「あ、そうだイルミラ。こいつ頼たのむわ」

　構かまわず、クラウスはヨンネをイルミラに渡わたした。

「……うん、わかった」

　クラウスの目を見ずに頷うなずくと、イルミラはヨンネを両手で抱かかえた。

「さ、イルミラ。戻りましょう」

　イルミラの背せ中なかを押おすようにして、レシーナが歩き始める。

「わ、わかってるわよ」

　何度も何度も振ふり返りながら、イルミラは歩き去っていった。





「ふっ。やはり僕ぼくの目には狂くるいがなかったようだ」

　目の前にそびえる建物を見上げながら、ギルビーは誇ほこらしげにそう言った。

「変わった並ならび方をした木や、不思議な形をした岩や、何かが通ってできた獣けもの道みち。これらの一見何の変へん哲てつもない事物が、実はこの建物へと続く道案内をしてくれたわけだね」

「よく言うわい。お主は単に珍めずらしいものがあったからそれを追い掛かけ回していただけのことだろう」

　エルリーが、呆あきれたように腕うでを組んだ。

「情じよう報ほう通つうならではの勘かんと言ってほしいな。クレメンテ通り一を自負するこの僕にかかれば──」

「ところでギルビーさん、これからどうするつもりですの」

　どこに根こん拠きよを置いているのかも分からないギルビーの言葉を無む視ししながら、ターヤは質しつ問もんした。

「どうする？　決まりきってるじゃないか」

　やっぱりと額ひたいに手を当てるターヤには目もくれず、ギルビーは建物を指差した。

「あの屋や敷しきを調べる！　言い伝えが事実かどうかを調べるために！」

　建物は、古ぼけた一軒けんの屋敷である。窓まど枠わくは外れ、屋根のレンガは崩くずれ落ち、つたが這はい回っている壁かべのいたるところには穴あなが開いている。

　穴からはこうもりが出入りしていた。住み着いているのだろうか。

『七つ扉とびら』といい勝負になるくらいの廃はい墟きよである。考えてみれば、見るからに廃墟なこの屋敷と寂さびれ具合に差がない『七つ扉』に問題があると言えなくもないのだが。

　ただ、この屋敷には、『七つ扉』を上回る不気味な要素があった。

　屋敷全体が、青く光っているのだ。これはただごとではない。

「怪あやしさ大だい爆ばく発はつですわね」

　屋敷を眺ながめながら、ターヤは言った。ここまで不気味だといっそすがすがしい。

「全くもって素す晴ばらしい」

　ギルビーの目はきらきらと輝かがやいている。これは言っても止まらなさそうだ。

「きっと、あの屋敷のどこかには、人間を布ぬの人形に変えてしまう謎なぞの老人の霊れいがいるんだ。間ま違ちがいない。伝説に偽いつわりはなかったんだ」

　自分の目で確かく認にんする前から伝説を信じ込んでいる。情報通としていかがなものだろうか。

「残念。この屋敷に幽ゆう霊れいはいないよ」

　そんなギルビーの興こう奮ふんに、それまで黙だまっていたブルーナが冷や水をぶちまけた。

「えええ」

「仕掛けっぽいのがいくつか。後……なんかよくわからないのがいるけど、とりあえず幽霊はいない。言い伝えは所しよ詮せん言い伝え」

「ちぇ」

　ギルビーが残念そうに舌した打うちする。

「でも、ブルーナが言うにはなんかよくわからないのがいるんでしょ」

　しかし次の瞬しゆん間かん、すぐさま瞳ひとみに炎ほのおがともり始める。

「ということは、もしかしたらとんでもない発見があるかもしれない！」

「……うーん、やめといた方がいいと思う」

　珍しく、ブルーナが気弱な声を出した。

「なんか、変な感じ。あんな気配、私初めて」

「初めてだからこそ意味がある！　さあ行こう！」

　勝手に結けつ論ろんを下すと、ギルビーは雑ざつ草そう一本さえも生えていない庭を通り抜ぬけて扉へと向かっていく。

「あ、ちょっとお待ちなさい」

　ターヤが止めようとしたが、ギルビーの耳には入っていないらしい。

「……ふう」

　溜ため息いきが漏もれる。

　本来なら──パルミが発案した計画によれば、うまい具合にクラウスを肝きも試だめしに誘さそった上で行動をともにし、その後さまざまな行動に移うつる予定だった。

　クラウスを肝試しに参加させることは出来たものの、事前に部屋で練習しておいた詠えい唱しようによるいんちきはクラウスの結界──おそらくは悪ガキ対たい策さくだろう──により封ふうじ込められ、よりによってエルリーやギルビーのような人間と組む羽目になってしまった。おまけに気がついたらこんなわけの分からない屋敷の前に立っている。ついていないにもほどがあるというものだ。

「……ま、そう落ち込みなさんな」

　内心を察したか、ブルーナがターヤの肩かたを叩たたいてきた。

「励はげまし、感かん謝しやいたします」

　目を閉とじて礼を述のべる。

「さて、わしらも行くしかなさそうだぞ」

　エルリーが言った。

「あの小こ僧ぞう、中に入ってしまった」

「まったく……」

　まあ、貴き族ぞくとしてはこうして下々の者の欲よつ求きゆうを聞き入れることも必要だろうと自分に言い聞かせ、ターヤは続いて屋敷の中へと入ることにした。

「しかし」

　ぽつりとエルリーが呟つぶやいたのは、三人で屋敷の入り口の前に立った時だった。

「わしはそこの霊感少女のように『命』を見分けることはかなわぬ。あくまで魔ま力りよくを魔力として感じ、そこから分ぶん析せきするだけだ」

　何を言い出すのか。怪け訝げんに思いエルリーのほうを向いて、ターヤは言葉を失った。

「この魔力、この屋敷に漂ただよっている魔力がどうにも不ふ快かいだ」

　エルリーの顔に、深い憂うれいが浮うかんでいた。

「何か、何というか──懐なつかしい」

　覚えがある。エルリーが、自分の過か去こを振ふり返ったときに見せた顔だ。

　心なしか、あの時よりも、ずっと重く哀かなしい空気を纏まとっているようにターヤには思える。

「……すまぬ。妙みような話をしてしまったな」

　エルリーが誤ご魔ま化かすような笑え顔がおを作る。

「さあ、行くとしよう。あの小僧とはぐれたりしたらことだ。クラウスに叱しかられてしまう」

「……ええ」

　ターヤは、ただ頷うなずいた。そうするしかできなかった。

　明らかに様子がおかしいのに、どんな言葉をかけていいかわからない。そんな自分が、なんとも情なさけなかった。





　屋や敷しきの中は、真っ暗だった。雲が月や星を隠かくしてしまったのか、足元さえ見えない。

　そんな暗くら闇やみの中、少し離はなれたところを、小さな明かりがちらちらと移い動どうしているのが見えた。

「……ギルビーですの？」

　呼よびかけてみる。

「はいよー。現げん在ざい探たん索さく中ー」

　元気な声が返ってきた。

「いやあ、携帯型点灯詠唱灯ラプチヤー持っててよかったよかった。さすが情じよう報ほう通つう、準じゆん備びに手て抜ぬかりがない」

　自分で自分を誉ほめている。脱だつ力りよくを誘さそわれてしまう光景だ。

「一つしかないの？」

　ブルーナがギルビーに尋たずねた。

「うん。一つしかない」

「困こまりましたわね……」

　それでは、ターヤたちは移い動どうができない。

　闇に目が慣なれるかとも思ったのだが、一向にそうなる気配がない。──何か、わざとらしいほどに、暗い。

「わしに任まかせるがよい」

　エルリーが言った。続いて、体たい勢せいを変える気配。

「むっ」

　短い気合とともに、何かを地面に叩きつけるような音がした。

「うむ、うまくいったのう」

　エルリーの周りに、光の球がいくつも漂っていた。その大きさは様々であり、ターヤの顔の半分くらいもありそうなものから、ほんの指先程てい度どのものまである。

「筋きん肉にく娘むすめのように粒つぶまでは揃そろわんが、見よう見まねにしては上出来だな」

　名前は知らないが、魔ま術じゆつ格かく闘とうを使う人間の技わざのようなものだったはずだ。

　食堂で一人の女が現あらわれたとき──後で聞いたところによると、以前エルリーやターヤたちを取り囲んできた男たちの親玉らしい──イルミラが使っていたものである。

「エルリーさんは、魔術格闘も出来たのですか？」

「いや、わしはあの動く岩がん盤ばんのように鍛きたえておらんから実じつ際さいに使って戦うことは出来ぬ。これは魔力を活かつ性せい化するだけで発動出来るからやってみただけだ」

「そうですか……」

　素す直なおに感心してしまう。魔力を操あやつる能のう力りよくが優すぐれていることは知っていたが、まさかこれほどまでとは。

　少しだけ、落ち込んでしまう。自分がいくら優ゆう秀しゆうだといっても、所しよ詮せん一いつ般ぱん人じんばかりの私立詠えい唱しよう教室の中でのことである。到とう底ていエルリーにはかなわないのではないだろうか。

　──いけないいけない。ターヤは首を振ふった。他人に劣れつ等とう感をおぼえるなど、誇ほこり高き貴き族ぞくにあるまじきことである。

「よし、さっさと小こ僧ぞうに追いつくぞ。放っておくと見失ってしまいそうだ」

　エルリーが歩き出す。彼女が生み出した魔力の球によって、周囲は状じよう況きようが確かく認にんできる程度に照らし出されていた。

　床ゆかには、古ぼけた本やら片かた方ほうだけの靴くつや元が何だったのか分からないほどに埃ほこりをかぶった物体やらが、雑ざつ然ぜんと落ちている。

　正直言って、あまり気分がよくない。せっかく風ふ呂ろに入ったのに、こんな薄うす汚よごれたところは歩きたくなかった。可か能のうなら、戻もどってからもう一度風呂に入りたいとターヤは思う。

「うわっ、なんだなんだ!?」

　突とつ然ぜんギルビーの叫さけび声が聞こえてきた。

「どうなさいました？」

　ギルビーが持っている携帯型点灯詠唱灯ラプチヤーが、ぶんぶんと揺ゆれている。まるで、何かと揉もみ合っているようだ。

「いて、やめろよ！」

　ギルビーが悲鳴を上げる。

「仕し掛かけだね。生きてないし、死んでもない」

　ブルーナが短く言う。

「波動の様子からしても、魔パ製ペ人ツ形トの類たぐいか。まさかとは思うが、神謳魔製人形ゴツドパペツトだったりしたら厄やつ介かいだな」

　言いながら、エルリーが小走りでギルビーのところまで走り寄よる。

　エルリーの纏まとっている光が、ギルビーと彼を襲おそう何かの姿すがたを照らし出した。

　ギルビーを襲っていたのは、一体の鎧よろいだった。

　青年男性ほどの身の丈たけ。見るからに古そうな作りである。そのぎくしゃくした動きからは、おおよそ生き物らしさが感じられない。

『群ぐん雲うん焦こがす怒いかりの焔ほのお──』

　反はん射しや的に詠唱する。正体はどうあれ、ギルビーを襲っている以上危き険けんな存そん在ざいであることは間ま違ちがいない。

「ふん」

　しかし、ターヤの詠唱が終わってしまう前に、鎧はギルビーごとど派は手でに吹ふっ飛んだ。エルリーが魔力を解かい放ほうしたのだ。

「……っててて、何がどうなったんだ」

　どこからかギルビーの声が聞こえてくる。

「すまぬな。あまりに近すぎたので巻まき込こんでしまった」

　言いながらエルリーが歩く。

　光の球が、ギルビーの姿を照らし出す。ギルビーは、雑然と積み上げられたテーブルの隙すき間まに挟はさまるようにして倒たおれていた。

「怪我はないか？」

「うん、なんとか。……あちゃー、携帯型点灯詠唱灯ラプチヤーが壊こわれちゃったよ」

　ギルビーが手に持っている携帯型点灯詠唱灯ラプチヤーは、もはや光を放っていなかった。まあ、あれだけ派手に吹き飛ばされては仕方ないだろう。

「……さて、これからどうなさるのです。この屋や敷しきはどう考えても危険ですわよ」

　ターヤはギルビーに話しかけた。いい加か減げんこの屋敷から出たほうがいいように思う。

「うん！　とってもわくわくしてきた！」

　謎なぞの鎧に襲しゆう撃げきされるという異い常じよう事じ態たいにもかかわらず、ギルビーは元気満点である。向こう見ずもここまでくると才能ではないだろうか。

「まさか、まだ屋敷を調べるなどとおっしゃるのではないでしょうね」

　半ば答えが分かりつつも、ターヤがそう言うと、

「そのまさかさ！」

　ギルビーはターヤの予よ測そくを寸すん分ぶんたりとも裏うら切ぎらない答えを投げつけてきた。

「出発する時、先生もおっしゃったでしょう。危険なことはしないようにと」

　無む駄だを半ば承しよう知ちで説得を試みてみる。

「特ダネは全すべての危険に優ゆう先せんする」

　どうしようもない。

「わしも、この屋敷には少々興きよう味みがある。もう少し調べてからでもよかろう」

　エルリーまでそんなことを言い出した。

「ちょっと、お二人とも……」

「嫌いやなら先に帰るがよい。入り口までは送るぞ」

「……うーん」

　少し迷まよってからターヤは、

「仕方ありません。残りましょう。これも貴族の務つとめです」

　そう腹はらをくくったのだった。





「魔パ製ペ人ツ形トの停止を確かく認にん。想定を超こえる衝しよう撃げきにより、個こ体たいとしての維い持じが不ふ可か能のうになった模も様よう」

　自動で動く針はりが、たてかけられた木に刻きざみ付けていく線を読み取りながら、所員がそう報ほう告こくした。

「一いち応おう、あの魔パ製ペ人ツ形トって第四強度ヴオリユームフオーよね」

「はい。想定強度は中型魔ま獣じゆうの攻こう撃げきに耐たえられる程度だったかと。神謳魔製人形ゴツドパペツトには一歩譲ゆずりますが、それでも一瞬で破壊されるほど脆もろくはありません」

　ジャスリンが髪かみをかきあげる。

「侵しん入にゆう者しやは一体何者なのかしら」

「瞬しゆん間かん的な魔力の放出量は測定限げん界かい値ちに達しました。……信じられませんが、最上級階層マジエステイに比ひ肩けんしうる値あたいです」

　所員が首を横に振ふる。

「いくらなんでもそれはありえないな。おそらく改良魔精石コープスグラインダーになんらかの不具合があると思います。詠エ唱ン士ド試ー用スもやってない試作品ですし、誤ご測そく定ていは避けられないかと」

「そうね、そう考えるのが無ぶ難なんだけど……」

　ジャスリンの表ひよう情じようは、納なつ得とくいかないというように曇くもっている。

「……あ、ジェシーの方が動きましたね」

　針はりの動きが変化し、所員がそれに注ちゆう視しする。

「おそらく、魔パ製ペ人ツ形トと侵入者の戦せん闘とうに気づいたのでしょう」

　所員が、ジャスリンのほうを向いた。

「副ふく主しゆ任にん、このままではジェシーが外部の人間と接せつ触しよくしてしまいます。所員以外の人間との接触は禁きんじられていますよ」

「わかってるわ。……でも」

　押おし殺した声で、ジャスリンが答える。

「このまま、様子を見守りましょう」

「……本当ですか？　もしこのことが主任に知れたら」

「心配することはないわ。どうせ、明日には……」

「明日？」

「なんでもないわ」

　所員の疑ぎ問もんを抑おさえつけるように、ジャスリンは言葉を続ける。

「責せき任にんはわたしが取ります。……もしかしたら、あるいはこの接触でジェシーに想定外の変化が現あらわれるかもしれない」

「想定外の変化……？」

「詳くわしくはまた今度説明するわ。くどいようだけど、このことは絶ぜつ対たいに他言無用よ」

　ジャスリンが放つ切せつ迫ぱくした空気に押されたか、所員は言葉もなく首を縦たてに振った。





「これ、階かい段だんかな？　エルリーさん、もうちょっと前に行ってくださいよ」

「ふむ」

「やっぱりそうだ。よし、上るぞー」

　ランプ代わりのエルリーを前にして、ターヤたちは屋や敷しきの中を歩き回っていた。

　鎧よろいの出しゆつ現げん以い降こうは、特に危き険けんに晒さらされることもなかった。そのためか、ギルビーの大だい胆たんさがより増ましていく。

「もう少し慎しん重ちようになさい」

　見かねて、ぎしぎしときしませながら階段を上っていくギルビーにターヤは声をかけた。

「心配要いらないって。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　おそらく根こん拠きよなど全くないくせにギルビーがそんなことを言う。

「なりません。どこにどんな仕し掛かけがなされているか分からないのですよ」

「問題ないー」

「ギルビーさん、お待ちなさいっ」

　慌あわてて後を追いかけて上る。

　階段には赤い絨じゆう毯たんが敷しいてあった。絨毯は、埃ほこりや染しみで薄うす汚よごれている。

「そんなにびくびくしなくてもいいよ。わたし割わり合あい一生懸けん命めい気を払はらってるから、今後は作動する前に仕掛けを見み抜ぬけると思う」

　ブルーナが、そんなことを言った。

「本当ですの……？」

「うん」

　首を縦に振るブルーナ。簡かん単たんな身振りだが、自信がこめられているのか大変説得力がある。

「まずはこの部屋かな」

　ギルビーが、階段を上って右へ曲がってすぐのところにある扉とびらのノブに手をかけた。

「気をおつけなさい」

「心配要らないと思うよ。中に何かいるかもしれないけど、少なくとも開けた途と端たんにってことはありえない」

　ブルーナが言う。

「そうだな」

　エルリーも同意した。

「……むむむ」

　なんだか自分一人が空回りしているようで面おも白しろくない。

「さっさと開ければよろしいではないですか」

　むくれてターヤは言った。

「よーし、開けるぞ」

　ギルビーが、がばりと扉を開いた。

　かわるがわる中を覗のぞき込む。

　ベッド、肖しよう像ぞう画が、三面鏡、本ほん棚だな。

「……特に何もありませんわね」

　至いたって普ふ通つうの部屋である。

　本棚の上には、人形がいくつも並ならべられていた。古ぼけているが、いずれも温和な顔つきをしている。

「人形だっ」

　ギルビーが喜色も露あらわに駆かけ寄よろうとし、

「やめといたほうがいいよ」

　ブルーナに首根っこを掴つかまれた。

「ぐは」

　首が絞しまったか、ギルビーがむせる。

「やはりそうか。あれも魔パ製ペ人ツ形トの一種だな」

　そう言ったエルリーの髪かみがふわりと逆さか立だち。

　魔力が本棚の上へと束になって襲おそい掛かった。

　人形たちの表ひよう情じようが一いつ斉せいに悪あつ鬼きのごとき形相に変へん貌ぼうするが、時既すでに遅おそくエルリーの魔力の餌え食じきとなる。

　なすすべなく吹ふき上げられ、地面に叩たたきつけられる人形たち。

「先手必勝、であるな」

　エルリーが鼻を鳴らす。

「これも幽ゆう霊れいじゃないの？」

　残念そうにギルビーが尋たずねる。

「うん。人間が動かしてるだけ」

「そんなあ、それじゃ意味ないよ」

「幽霊はいないって最初に言ったでしょ」

　ブルーナが冷たく突つき放す。

「うーん……」

　残念そうにギルビーがうつむく。

「これでわかったでしょう。ここは幽霊屋敷ではなく、それ以外の何かなのですわ。諦あきらめて戻もどりましょう」

「まあよいではないか、もう少し探さがすぞ。金目のものでも見つければ一いつ攫かく千せん金きんも夢ではないぞ。相場が変わる前に売り払はらう必要があるが」

「……エルリーさん」

　ターヤの中に、疑ぎ問もんが浮うかんでくる。

「どうした？」

「一体、何を探していらっしゃるの？」

　ターヤにしてみれば、ふとした思いつきの産物だった。

　これだけこの屋敷の探たん索さくに固こ執しゆうするのだから、何か理由があるかもしれない。その程てい度どの感覚だった。

「そ、それは……」

　しかし、その効こう果かは絶ぜつ大だいだった。

「お主らの、関知することではないぞ」

　エルリーの表情に、露ろ骨こつなまでの動どう揺ようが浮かんだのだ。

「エルリーさん、どうなさったのですか？」

　尋ねずには、いられなかった。

「気にすることはない。ちょっとした、興きよう味みだ」

　エルリーは、強ごう引いんに話を打ち切ろうとする。

「そんなはずはございませんわ。それなら、どうして──」

　言いかけて、ターヤは言葉を失った。

　人形が宙ちゆうを舞まっている。先ほどエルリーに打ちのめされたはずの一匹ぴきだ。しとめ損そこなっていたのか。

　受けた打だ撃げきが蓄ちく積せきされているのか、その動きは決して俊しゆん敏びんとはいえない。

　おそらく、そうして弱っているためにエルリーやブルーナの感覚を出し抜ぬくことができたのだろう。

「エルリーさん、危あぶない！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれてから口をついたのは、そんな陳ちん腐ぷな台詞せりふだった。

　エルリーが振ふり返ろうとする。

　しかし致ち命めい的に遅い。人形は既に牙きばの生え揃そろった口を大きく開いている。

「いやああ！」

　ターヤは悲鳴をあげた。人形の牙が、今にもエルリーの喉のど元もとに──

　──風が吹いた、とターヤは最初思った。実じつ際さい、穴あなだらけのこの屋や敷しきは始終外から風が吹き込こんでいる。

　だが、その風は隙すき間ま風とは根本的に異ことなっていた。あまりに素す早ばやく、そして暴ぼう力りよく的だった。

　人形が、エルリーに牙を突き立てるその直前に粉みじんに砕くだけ散る。

　果たしていかなる力を加えればこうなるのか、と真しん剣けんに考えてしまうほどに粉々になった人形は、さらさらと床ゆかに零こぼれ落ちた。

「なに、が、起こったんですの……？」

　心しん臓ぞうが、体を突き破やぶってしまいそうなほどの勢いきおいで脈打っている。

「……わからぬ」

　エルリーが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「大だい丈じよう夫ぶだった？」

　ややあってから、声が聞こえてきた。

　少年のそれだった。印象で言うと、シーパース詠えい唱しよう教室にいる生徒よりも、少し上くらい。

　大人に手がかかりそうで、しかし成長しきらない、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな青さが残る声。

　ターヤは声のしたほうを振り返った。

「危あぶなそうだったから、助けた」

　声から受ける印象どおりの少年だった。大人でも子こ供どもでもない、境きよう界かい線せん上にいるような少年。

「ありがとう、ございました」

　咄とつ嗟さに礼が口をついて出たのは、日ひ頃ごろから心がけている貴き族ぞくとしての矜きよう持じがなせる業わざか。

　少年は、ターヤの感かん謝しやにも表ひよう情じよう一つ変えなかった。無表情というよりは、どう反はん応のうしていいか分からないで戸と惑まどっている──そんな印象を受ける。

「エルリーさん、この方はお知り合いだったり──」

　振り返って尋たずねようとして、ターヤは絶ぜつ句くした。

　エルリーが、今まで見たこともないほど、ひどい表情をしていたのだ。

　沈ちん鬱うつ──違ちがう。

　衝しよう撃げき──違う。

　憤ふん怒ぬ──違う。

　悲ひ哀あい──違う。

　いや、必ずしも違うというわけではない。そのどれも全すべてを含ふくんでいて、そのどれでもないのだ。

　人がこんな顔をできるのか──そんなことを考えてしまうほどに、痛いたましい表情である。

　胸むねが痛くなってくる。彼女が今どれほど苦しんでいるのか、理由が分からないのに心へ直ちよく接せつ突つき刺ささってくるのだ。

「お主、は……」

　かすれた声でそれだけ呟いてから、エルリーは口をつぐんだ。

　まるで、どんな言葉を用いても今の自分の気持ちは言い表せない。そう言うかのように。

「ねえ、ターヤ」

　ブルーナがターヤの袖そでを引いてきた。

「あの人、おかしいよ」

　その視し線せんは、真まっ直すぐ少年の方へ送られていた。

「生きてるのに生きてない。生ける歩屍ローブ・ゾンビとかじゃない。ああいうのじゃなくて」

　その目は、前まえ髪がみで隠かくれていてなお、恐きよう怖ふに貫つらぬかれているのがありありとわかった。

「なんだか、もっと──哀かなしいものな気がする」

「怪け我がとかないなら、いいや」



    

  
    
      　少年がぶっきらぼうに言う。

「……ああ、怪我はない」

　そう言うと、エルリーはそれまでの表情を一変させ──笑え顔がおを見せた。

「ありがとう」

　綺き麗れいな笑顔だった。

　この笑顔には生しよう涯がい勝てないかもしれない、そんな子供らしくないことを考えてしまうほどに、素す晴ばらしい笑顔だった。

「……ん、うん」

　少年の表情が、初めて変化した。

「どう、いたしまして」

　どぎまぎしている──少なくとも、ターヤにはそう見えた。

「油ゆ断だんしていた。お主が助けてくれなければ、どうなっていたかわからぬ」

　重ねて、エルリーが礼を言う。

「うん」

　少年がもぞもぞしだした。

「お主こそ、怪我はないのか」

　言いながら、エルリーは少年に歩み寄より、その手を取った。

　少年が目を見開き、口をぱくぱくさせる。

「……うむ。問題はなさそうだな」

　エルリーが再ふたたび微笑ほほえむ。

「お主、名前はなんと言う？」

「……ジェシー。みんなはそう呼よんでる」

　エルリーから目を逸そらし、少年はそう答えた。

「そうか。……ではジェシー。お主はどうしてこんなところにいる？　何をしていたのだ？」

　ターヤは怪け訝げんに思う。つい先ほどまでとは打って変わって、エルリーは元気そのものである。

　あの表情は錯さつ覚かくだったのだろうか。

　いや、それはありえない。一度見たら忘わすれられないほどに強きよう烈れつな印象を受けたのだ、見間違いなどであるはずがない。

「外に出たら、戻もどれなくなったんだ」

　横を向いたまま、ジェシーと名乗った少年が答える。

「外？　どこからだ」

「研究所」

「どんな手しゆ段だんを使って出たのだ」

「扉とびら、開けた」

「その扉には、もしや文字がびっしりと書き付けてあったか？」

　ジェシーが、再び目を見開く。

「うん。見たことない字ばっかりだった。よくわかったね」

「大方、出た途と端たんに扉が消えたのだろう」

　首を激はげしく縦たてに振ふるジェシー。まるで、そうでもしないと自分の感かん情じようが表せないとでも言うように。

「戻りたければ──」

　そこで一旦言葉を切ると、エルリーはジェシーの耳元に口を寄せ、何事か囁ささやいた。

「あっ……」

　口をぽかんと開けて、ジェシーが固まる。

「お主なら、一度で覚えられるはずだ。さ、行くがよい」

　ジェシーは固まったまま動かない。その目は空ろで焦しよう点てんが定まっていない。

「ああ、わしから聞いたということは話してはならんぞ。どんなに疑うたがわれようと『自分で思いついた』と言い張はるのだ」

　突とつ然ぜんジェシーが動き出した。首をぶんぶんと振って、口をぱくぱくさせている。いきなりどうしてしまったのだろう。

「じゃ、じゃあ行く！」

　唐とう突とつにそんなことを言うと、ジェシーは走り去ってしまった。

　暗いというのに、全く転ばずに走っている。まるで、全部見えているかのようだ。

「ふふふ」

　その背せ中なかを眺ながめながら、エルリーが笑った。

「さて、帰るぞ」

　続いて、そんなことを言う。

「え、調べものはもうよろしいのですか？」

「うむ。飽あきた」

　身も蓋ふたもない言い方である。

「そ、そうなんですの……？」

　なんというか、肩かた透すかしである。あれだけ執しゆう着ちやくしていたのに、突然手のひらを返すとは。

「さあ、急ごう。きっとクラウスが待ちかねているぞ」

　他ほかの三人の背中を押おすようにして、エルリーは歩き出した。





「反はん応のうが外に出て行きます」

　所員の言葉に、ジャスリンは頷うなずいた。

「予想していたより随ずい分ぶんと短いけど、何か効こう果かがあることを祈いのるしかないわね」

「効果ですか？　それはまたどんな──」

　言いかけて、所員は針はりの変化に気づき目を戻した。

「……あれ、戻ってきた？」

　所員が首を傾かしげる。

「戻ってきたって？」

「副主しゆ任にん、『異回の扉ヒステリア』の合言葉ってジェシーに教えてます？」

「教えてないわよ。そもそもあれは毎日変へん更こうしてるんだし」

「でも、ジェシーが『異回の扉ヒステリア』を通って中に戻ってきてますよ」

「本当に!?」

「ええ、そうとしか思えない反応が出てます」

「行くわよ」

　所員の返事を待たず、ジャスリンは研究室から飛び出した。

「え、ちょっと、どうしたんですか副主任！」

　所員が、その後を慌あわてて追いかける。





　息せき切って走ってきた二人に、詠えい唱しよう兵器は笑え顔がおで会え釈しやくした。

「ただいま」

　二人は、揃そろって動きを止める。

「……お帰りなさい」

　先に返事をしたのは、ジャスリンだった。

「あ、うん、お帰り」

　続いて所員も挨あい拶さつする。

「どうやって戻ってきたの？」

　ジャスリンが聞いた。

　詠唱兵器は嬉うれしそうに首を傾げると、

「自分で戻り方を思いついたんだ」

「そんな、バカな──」

「なるほど。わかったわ」

　所員の言葉を遮さえぎり、ジャスリンが言う。

「それじゃ、そろそろ寝ねる。おやすみ」

　これまた満面の笑顔でそう言い、詠唱兵器は自分の部屋へと戻もどっていった。

「……驚おどろいた」

　所員が呆ぼう然ぜんとそう言ったのは、詠唱兵器がいなくなってから随分と経たった頃ころだった。

「ええ、驚いたわね」

　ジャスリンが頷く。その顔は、所員と異ことなり、抑おさえきれない嬉うれしさが表に出ている。

「あれは、感かん情じようの明めい確かくな萌ほう芽がと見ていいんでしょうか？」

「そうね。間ま違ちがいないと思う。多分、『異回の扉ヒステリア』の放出する独どく特とくの波長の魔ま力りよくに反応したのがきっかけで、さらに人と出会うことで固定したのね。……よっぽどいい人と出会ったみたいね。とても素す敵てきな笑顔をしてる」

　ジャスリンの言葉に、所員は腕うでを組んだ。

「僕ぼくたちは彼に実験対象としてしか接せつしていませんでしたからね。それで感情の発育が遅おくれたのかも」

「いい点をつくじゃない」

　ジャスリンの表情が、ふと曇くもる。

「やはり、心でぶつかっていかないと駄だ目めなんだろうな」

「でも、主任が知ったら『感情が芽め生ばえたりしたら実験の妨さまたげ』になるとか言いそうだな」

　所員の呟つぶやきに、ジャスリンは唇くちびるを噛かんだ。

「主任は少し求道的過すぎる。まるで、人間としての心をどこかに置いてきたみたい」

「そうですね。なんか、中身が空っぽっていうか、温あたたかさがかけらもないっていうか……」

「……まあ、陰かげ口ぐちはやめておきましょうか。非ひ生産的ですものね」

「あ、はい」

　ジャスリンは、ふと悪戯いたずらっぽく笑うと所員の顔を見上げた。

「ねね」

「ん？　なんです？」

「あの子が会ったの、男の子だと思う？　女の子だと思う？」

「んー。どうでしょう……。いや、そもそも別の選せん択たく肢しだってあるじゃないですか。おじさんとかお姉さんとかおばあちゃんとか」

「わたしはねー、女の子だと思うのよねー」

　ジャスリンが体の後ろで指を絡からめる。

「なんでですか？」

「顔を見たら分かるの」

　そして、詠唱兵器が歩き去っていった方向を振ふり返る。

「あれは、女の子に会った顔だわ。それもとびきり可愛かわいい、ね」

　その目は、母親のような慈じ愛あいをたたえていた。





　そんな二人を、物陰から監かん視しする人ひと影かげがあった。

　彫ちよう刻こくを思わせる、均きん整せいの取れた顔つき。そして、冷れい酷こくという単語をそのまま具ぐ現げん化かしたような視線。

　詠唱兵器が帰ってこられた理由を検討しながら戻っていく二人の背せ中なかを見送ると、人影はすっと闇やみに溶とけた。





　ようやくベッドに潜もぐり込こむことができた。背中に返ってくる柔やわらかい感かん触しよく──少なくとも家にあるばねが駄だ目めになった板のようなベッドのそれとは雲うん泥でいの差である──を楽しみながら、クラウスは目を閉とじる。

　あの後、エルリーたちには随ずい分ぶんと待たされた。あまりに暇ひまでうとうとしそうになったほどである。

　帰ってきたら帰ってきたで、ギルビーから散々自じ慢まん話を聞かされた。なにやら、流れている噂うわさどおりの屋や敷しきを見つけたらしい。

　魔パ製ペ人ツ形トに襲おそわれたという話は最初少々胡う散さん臭くさく感じたのだが、他の同行者の証しよう言げんから事実だという裏うらづけが取れた。

　たまに聞く話だが、詠えい唱しようをかけるだけかけて処しよ理りを忘わすれ、経けい年ねん変化で妙みような方向に成長してしまい暴あばれだすということがある。エルリーたちが巻まき込まれたのも、おそらくはそれだろう。

　とりあえず、何事もなかったので一安心である。エルリーの様子が少しおかしいようにも感じたが、割合彼女も気分屋だし、きっと少々機き嫌げんが悪かっただけなのだろう。

　そんな風に考えながら、クラウスは目を閉とじた。今日は一日中動き通し気を使い通しで疲つかれた。後はゆっくり眠ねむるだけである。

　早くもクラウスがうとうとしかけたところ、扉とびらをためらいがちにこんこんと叩たたく音が聞こえてきた。

　眠いし無視しようかとも思ったのだが、生徒が何か困こまっていたりしたらまずい。

　ベッドの中にいさせろと要求してくる体を何とか外に引きずり出し、クラウスは扉の前まで移い動どうした。

　ノブに手をかけ、体で押すようにしてがちゃりと引き開ける。腕うでに力が入らないのだ。

「……ん、ターヤじゃないか」

　扉の向こうにいたのは、やたらと豪ごう華かなネグリジェらしきものに身を包んだターヤだった。どういうわけか、大きな枕まくらを抱かかえている。

「……」

　枕を抱だきしめるようにして、ターヤはクラウスを見上げてくる。

「どうしたの？」

　クラウスの問いには答えず、ターヤはただひたすら上目遣づかいで見上げてくる。

「うん？」

　廊ろう下かは、点灯詠唱ホーリーライトで明かりが点ともされたランプが等とう間かん隔かくにいくつかかけられているだけで、大変暗い。

　しかし、ターヤの顔が上気していることは分かった。風か邪ぜでも引いたのだろうか。

「……のです」

　ターヤが何かを言った。口元が枕で隠かくれているので、何を言っているのかいまいち聞き取りづらい。

「なんだって？」

　顔を近づける。

「……怖こわい、夢ゆめを見るのです」

「へ？」

「一週間おきに」

　そんな話、初めて聞いた。

「今日がその日なのです。寝ねるとうなされると思うと、わたくし怖くて怖くて……」

　くだらないといえばこれ以上くだらない話もないが、しかしターヤは真しん剣けんである。

「うーん……」

　ここは何か助言をしてやるべきだろう。だが、悪あく夢むに対たい抗こうする方法などそう簡かん単たんに思いつかない。

「今のところ催さい眠みん詠唱で副作用がないのってないしなあ……」

　クラウスが考え込んでいると、ターヤが口を開いた。

「悪夢を見ない方法が、一つあるのです」

「あるのかっ」

　それならなぜわざわざクラウスのところになどやってきたのか。

「そのためには、先生のお力を借りなくてはならないのです……」

「んー？　俺おれに出来ることだったら手伝うけど」

　ターヤは、また黙だまり込んだ。

「何、言いにくいこと？」

　悪夢を見ないために手伝うことと言われても、さっぱり思い当たらない。

「それは……」

　しばらくあちこちに視し線せんをさ迷まよわせてから、ターヤは深しん呼こ吸きゆうし、

「先生と、一いつ緒しよに、お休みをすれば、怖い夢……見ないのです」

　こんなことを言った。

「なっ、なに!?」

　夜だというのに大きい声を出してしまった。慌あわてて両手で口を押おさえる。

「先ほど、お風ふ呂ろに入ってきましたから、ご心配要いりませんよ？」

　いや、なんの心配が要らないというのか。

「だ、だめだめだめ」

　必死で両手を振ふる。ヨンネくらい子こ供どもだったらまだしも、ターヤほどになると何かと微び妙みようである。

「お願いします、先生。わたくし、怖くて怖くて……」

　潤うるんだ目で、ターヤが見上げてくる。

「うっ……」

　クラウスの心の奥おく底そこで何かが動いた。

「いやまて、何が動いたんだ」

　ターヤのような子供に添そい寝を頼たのまれて動どう揺ようしている自分に動揺する。自分にそんな趣しゆ味みはない。ない、はずだ。

「先生、わたくしがわがままを申しているのはわかっております。しかし……」

「はいはいそこまでー」

　二人の真横から、小さいが触ふれれば切れそうなほどに尖とがった声が聞こえてきた。

「クラウス、あんたでもさすがに人間として最さい低てい限げんの倫りん理りってものはあるわよね」

　イルミラだった。腕うでを組み壁かべにもたれ、二人をぎろりと睨みつけている。

「ちっ、邪じや魔まが入りましたわ……」

　ターヤが悔くやしそうに舌した打うちをする。

「全く、何か話し声がするから様子を見に来てみれば……。いい、あんたみたいなお子様が男と寝ようなんて十年早いのよ。大きな熊くまのお人形さんでもだっこしてなさい」

「経けい験けんのない方がおっしゃられても、説得力のかけらもございませんわ」

「な、ななな何の経験よっ!?」

「まあ、顔を赤くなさって。いったいどんな卑ひ猥わいなことを想そう像ぞうなさっていたのかしら」

　初めは控ひかえめだった二人の声が、徐じよ々じよに大きくなっていく。

「大体ね、あんたのそのエルリーもびっくりな体つきで男を誘ゆう惑わくしようなんてうぬぼれもほどほどになさい。同世代のハナタレと手を繋つないでりゃいいのよ」

「ぬ、うぬぬぬ。胸むねが大きいと思って調子に乗っておりますわね」

「胸が小さいので劣れつ等とう感にさいなまれておりますわね」

「きいいい！　えらそうな口はそばかす除じよ去きよに成功なさってから叩たたきなさい！」

「あんたにしろエルリーにしろいい加か減げんお肌はだのことばっかうるさいのよ！　他ほかになんか言いなさいよ！　わたしがどれだけ気にしてるのか知ってるの!?」

「知っているからこうして繰くり返し傷きず口ぐちに塩をすりこんでいるのです！」

「ああもう、いい加減にしなさい！」

　近くの部屋の扉とびらが開かれ、中からサビーネが顔を出した。

「喧けん嘩かしたいなら外行ってやりなさい外行って！　まったく、話もゆっくりできないじゃない！」

　早口でそれだけまくしたてると、再ふたたびばたんと扉を閉しめる。

「……むぅ」

「……ふん」

　さすがに反省したか、二人は鼻を鳴らして互たがいにそっぽを向いた。

「ほら、部屋に戻もどって寝ねなさい」

　溜ため息いきをつくと、クラウスは二人を促うながす。

　ターヤが、しぶしぶといった素そ振ぶりで部屋に戻っていく。

　同じく部屋に帰ろうとするイルミラに、クラウスはふと浮うかんだ疑ぎ問もんをぶつけてみた。

「エルリーは？」

　大体流れとして、こういうときはエルリーもいるのだが、今回に限かぎって姿すがたを見ない。

「なんか明日に備そなえて早く寝るんですって」

「……明日？」

　特に何があるわけでもないはずだ。クラウスたちは詠えい唱しようの課外授じゆ業ぎようを行うが、わざわざエルリーがそれに備えてゆっくり休養を取るとも思えない。

　不思議に思いつつも、いい加減本気で眠ねむくなってきたので、クラウスはベッドへと舞まい戻ることにした。

「おやすみー」

　イルミラに軽く手を上げて挨あい拶さつすると、自分の部屋に戻る。

　今度こそ、ゆっくりと眠りに落ちることができた。





「ったく、何考えてるのあいつら」

　忌いま々いましそうに、サビーネは吐はき捨すてた。

「というか、話してるとか言っちゃって大だい丈じよう夫ぶなんですか？　一いち応おう一人で泊とまってるってことになってるでしょ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。いざとなったら床ゆかに穴あな開けてあんたらをそこに蹴け落おとしたらいいんだから」

「ひどいなあ」

「普ふ通つうだと思うけど」

　何でもないことのようにそう言うと、サビーネはベッドに腰こし掛かけた。

「で、調べはついたの？」

　そして、少し離れたところにある椅い子すに腰掛けている男──彼女が率ひきいる盗とう賊ぞく団だん『サビーネ様と下しも僕べたち』の副首しゆ領りようであるヨハン・アクセルソン・ローヴァに尋たずねる。

「ええ。場所と大体の勢せい力りよくを絞しぼり込こむことに成功しました」

　子こ供どもっぽさの残る瞳ひとみをしばたたかせながら、ヨハンが言う。

「どんな感じなの？」

「場所は、この宿から道をそれて進んだところにある古ぼけた屋や敷しきですね」

「うん」

「……なんかこう、ねぎらいの言葉とかないんですか」

　報ほう告こくを途と中ちゆうで中ちゆう断だんし、ヨハンが不満そうに言った。

「はぁ？」

　意味が分からない、といったように眉まゆをしかめるサビーネ。

「駄だ目めだこりゃ。そもそもこんな自じ己こ中心の塊かたまりみたいな人にそんな優やさしさを期待するほうが間ま違ちがってるよな。脱だつ獄ごくの時だって、自分が失敗したのに認みとめようとせずぶげぶは」

　投げつけられた杖つえが顔面にめり込み、血しぶきを上げながらヨハンは椅子から転げ落ちた。

「あー、それじゃ自分が報告引き継つぎます」

　それまで壁かべにもたれるようにしてしゃがんでいた男──『サビーネ様と下僕たち』の情じよう報ほう収しゆう集しゆう担たん当とうであるブラッド・シノダが、軽く手を挙げた。

「早くなさい」

「人数は三十人程てい度ど。みんな研究畑の人間っぽいから戦せん闘とう力りよくはそう高くなさそうですね」

　懐ふところから紙の束を取り出し、ブラッドが読み上げる。

　大きい服をだぶつかせて着ている。耳みみ飾かざりが沢たく山さんついているが、人のよさそうな顔つきのせいかあまり威い圧あつ感はない。

「お目当ては研究所の最さい奥おうにいるみたいですね。実験そのものには結局立ち会えなかったんで、どんな姿すがたかたちなのかはわからないんですけど。

　屋敷から研究所に行く途中によくわからない扉とびらみたいなのがあって、合言葉が必要みたいです。なんかよくわからない字がびっしり書いてあって、研究所から屋敷に出ると見えなくなるようになってます」

「なるほどね。続けて」

「研究所は入り組んでて、まぁ道は自分が覚えてますから大だい丈じよう夫ぶとは思いますが、ちょっと注意が必要かも」

「他ほかには？」

「種類がよくわからないんですが、おっかない魔ま獣じゆうが何匹びきかいるみたいですね。自分は食料品の出入り業者を装よそおってたんでそっちの方へはいけませんでした」

「実験に使うんでしょうね。あくまで実戦仕様のつもりらしいし。……報告は以上？」

「ええ、まあこんなもんですね」

「よし、それじゃさっそく行動よ」

　ベッドから立ち上がると、かけてあったローブをサビーネは羽は織おった。

「今からですか？」

「当たり前よ。ほら、ちゃっちゃっとしなさい」

　転がっているヨハンに蹴りを入れると、サビーネは部屋から出た。





　屋敷の前に、サビーネ一味は勢せい揃ぞろいしていた。

「全員準じゆん備びはいいわね。手はずは説明したとおり」

「了りよう解かいですぜ！」

「いちいち声を揃えて返事しなくていいの！　なんか三下感が漂ただようし！……まあいいわ、とにかく行くわよ」

　サビーネの号令一下、一いつ斉せいに屋敷の中へ突とつ入にゆうする。

『千の線を撰せんし宣せんせんとす！　その線眩まばゆき光と変えて、散らし弾はじきて万ばん夜やをくじかん！　千光明めい烈れつ、減げん想そう英月！』

　中に入った瞬間、ヨハンが詠えい唱しようし杖を振ふりかざす。

　杖からいくつも光の棒ぼうが飛び出し、天てん井じようへと張り付く。

『千光の邸体シヤイニング』。ヨハンの自作詠唱である。点灯詠唱ホーリーライトを改良し、光らせるための触しよく媒ばいを必要とせずに昼間のような明るさを手に入れることが出来るようになっている。

　道を知っているブラッドが素す早ばやく先せん導どう、梯子はしごを降おりて扉のある位置まで移い動どうする。

「屋や敷しきに侵しん入にゆうしたことは見み抜ぬかれてるわ。時間との勝負よ！」

　さすがに統とう率そつが取れている。あっというまに移動は完了した。

「ここですね。合言葉は『青い蓮れん華げの月見草』です。まだ有ゆう効こうなはずですよ」

　ブラッドが壁の一部を指差した。

「よし」

　サビーネが、壁に杖を突つきつけて合言葉を唱えた。

　壁が一いつ瞬しゆんにして扉へと変化する。

「……うわ」

　ヨハンがぽかんと口を開ける。

「こりゃすげえや。サビーネさんの詠唱でも崩くずせないですよこれ」

「魔ま術じゆつ復ふつ興こう時代の結界に更さらに手が加えられているわね。誰だれの仕事よ……」

　考え込みそうになってから、サビーネはヨハンを殴なぐった。

「そんなのは後！　今は第一目標が先よ！」

「一いつ緒しよになって考え込んでたくせに……」

「うるさい！」

　もう一発ヨハンを殴ると、サビーネは扉の向こう側へと飛び込んだ。

「こっちです！」

　ブラッドが先を走る。

「な、なんだあんたら!?」

　白衣を着たひ弱そうな男が叫さけぶ。

　その声を聞いて、三人四人と白衣の男が姿を現あらわした。

「どけええい！」

　詠唱しようとする男たちを、サビーネの子分たちが片かたっ端ぱしから蹴散らす。白兵戦ならお手の物なのだ。

「もう少しですよ」

　入り組んだ研究所を走る。時折出くわす研究所員は、次の瞬間には殴り倒たおされて床ゆかにのびる。

「あれです、あの檻おり！」

　ブラッドが行く手を指差した。

　突き当たりのところに、檻があった。

　棒の隙すき間まから、中にいる何かが見える。

「人型なのね。まだ子こ供どもじゃない」

　中を覗のぞき込んだサビーネが、驚おどろいたように言う。

「そうですね。寝ねてるのかな？」

　ヨハンが並ならんで覗き込む。

「とりあえず、さっさと捕つかまえて逃にげましょうか」

　サビーネがそう言った途と端たん、檻が床へと吸すい込まれていった。

「ん？　誰、解かい除じよしたの」

「いえ」

「あっしじゃありやせんぜ」

「俺おれでもない」

「じゃあ、誰が……」

「あっ、サビーネさん」

　子分の一人が、檻の中にいた何かを指差す。

「起きてる」

　そう言い終わる前に、彼は床へと倒れ込んでいた。

「なっ……」

　速い、という次元を完全に超ちよう越えつしている。動きが見える見えない以前の問題だ。

「このヤロウ！」

　別の子分が、長刀を振ふり下ろす。

　檻の中にいた何かは、その長刀を受け止めると、まるでお菓か子しか何かを半分分けにするかのような気軽な手つきで真っ二つにした。

「ひっ!?」

　己おのが得物を破は壊かいされてたじろぐ子分の腹はらに、少年の拳こぶしがめり込む。

　くぐもったうめき声を漏もらして、子分はずるずると身を折った。

「サビーネさん、撤てつ退たいだ。これじゃ手に負えない」

「そうね。自じ己こ判はん断だん型な上にこの能のう力りよくじゃ手なずける手間が無む駄だってものだわ」

　判断はすぐに下された。

『警けい醒せいの打だ号ごう、永えい逝せいの覇は豪ごう！　汝なんじの失われし力を燃もゆる熱ねつ塊かいに変えん！　由ゆう熱ねつ動どう宴えん、融ゆう滅めつ暴ぼう全ぜん！』

　ヨハンが詠えい唱しようし、彼の杖から火球が乱みだれ飛ぶ。

　壁かべといわず床といわず、火球が激げき突とつし爆ばく音おんを立てる。

　その隙をついて、気き絶ぜつした仲間たちを抱かかえながら子分たちは脱だつ出しゆつした。

「ヨハン、あんたもさっさと逃げなさい！」

　振り返り、サビーネは怒ど鳴なった。

「もう少しだけ時間を……」

　そう言おうとしたヨハンの体が、不自然な形で宙ちゆうに浮ういた。

「ヨハン！」

　体当たりされたのは明白だった。

　今からでは、助けられないことも。

　唇くちびるを切れそうなほどかみ締しめると、サビーネはその場から駆かけ去った。



    

  
    
      　第四章　女王陛へい下か　Queen






「ん～……」

　椅い子すの背せもたれを利用しながら、ジャスリンは大きく伸のびをした。

「徹てつ夜やで事後処しよ理りとかきっついわねえ……。まさか襲しゆう撃げきされるなんて思っても見なかったし」

　肩かたを自分の拳こぶしでぽんぽんと叩たたきながら、椅子から立ち上がる。

「あ、副主しゆ任にん」

　所員が部屋に入ってきた。

「あら、あなたも徹夜？　お疲つかれ様」

「恐きよう縮しゆくです」

「あなた、襲撃に巻まき込こまれなかったの？」

「幸運にも」

　感かん情じようらしいものが全く見受けられない受け答えである。

「副主任、主任がお呼よびでしたよ。二、三質しつ問もんがあると」

「……ええ、わかったわ」

「それでは、失礼します」

　最後まで機械的な態たい度どを崩くずさないまま、所員は部屋から出て行った。

「……さて、と」

　鏡を覗のぞき込み、最さい低てい限げんの手直しと必要になるかもしれない準じゆん備びだけすると、ジャスリンは主任室へと向かった。





「入りたまえ」

　ジャスリンが扉とびらをノックすると、いつも通りの低い声が返ってきた。

「失礼します」

　扉を開け、一礼してから中へと入る。

「早さつ速そくだが聞きたいことがある」

　ジャスリンにいかなる準備を与あたえることもなく、低い声が問い詰つめてくる。

「昨日、詠えい唱しよう兵器を外に出したことについて」

「……あれは、詠唱兵器の情じよう緒ちよ面での成長を促うながす好機と考えまして……」

「君にそのような判はん断だんを下す権けん限げんはない」

「……申し訳わけございません」

　うつむくジャスリンに、立て続けに声が浴びせられる。

「詠唱兵器に情緒面での成長は必ずしも必要ではない。戦せん闘とう時に余よ計けいな感情が混こん入にゆうする危き険けん性せいを考えると、むしろ成長しないほうが好ましいともいえる。

　今回の襲撃事じ件けんがいい例だ。仕し留とめるべき賊ぞくを一人も仕留めず、僅わずかに一人を生け捕どったのみだ。これで兵器と呼べるか」

「それは……」

「そして、もう一つ」

　反はん論ろんの余地さえも与えず、声は畳たたみ掛かけてくる。

「国王がこちらの研究所に向かっている」

　ジャスリンが息を呑のむ。

「これ以上は言わなくても分かるね、ジャスリン・ホーキンスくん」

　次の瞬しゆん間かん、ジャスリンは背中に仕込んでおいた携けい帯たい用の杖つえを取り出して詠唱した。

『我わが怒いかりを禍まがに狩かり、我が嘆なげきを贖あがない劇げきと──』

　しかし、その詠唱は完成することはなかった。

　どこからともなく現あらわれたダナが、ジャスリンの首を締しめ上げたのだ。

「君が主任室に忍しのび込み、指令書を盗ぬすみ見ていたのは知っていた。監かん視しにダナをつけていたが、その目を盗んで外と連れん絡らくを取るとはね」

「国王陛下の、ご指令を、改ざんするなど、なんと悪あく辣らつな……っ」

　ジャスリンの言葉を、冷れい酷こくな声があざ笑う。

「こんなちっぽけな国家の権力など、ありがたがる価か値ちもない」

　ジャスリンは目を見開き、自分の目の前にいる男を睨にらみ据すえた。

　細く邪悪な目、冷たく引き締まった口元、眉み間けんに彫ほりこまれた魔ま術じゆつ文様。

　その魔術文様が不気味な光を放ち、ジャスリンの意い識しきは暗転した。





　誰かを殴なぐるということが、こんなに怖こわいものだったなんて、知らなかった。

　誰かを傷きずつけるということが、こんなに辛つらいものだったなんて、知らなかった。

　三人。三人の人を痛いためつけた。うち一人は、逃にげ遅おくれてどこかへ連れて行かれてしまった。

　頭の中で聞こえた命令に従したがっただけのことだった。やっている最中は何も感じなかった。

　しかし、今こうして何もしないでいると、よくわからない落ち着かなさがのしかかってくる。

　殴ったときの、体当たりしたときの感せつ触しよく、内ない臓ぞうがひしゃげ、骨ほねが折れる感触。

　思い出すたびに、怖くなる。

　また何かあったら、またああやって戦わないといけないのだろうか。

　戦うのが、すっかり嫌いやになってしまった。

　どうしてこうなってしまったのか。

　それは多分、あの日外に出たから。

　外に出て、あの子と出会ってしまったから。

　こんな考えが離はなれない。





　──もし。あの子に人を殴っている姿すがたを見られたら。

　　　やはり、嫌きらわれてしまうのだろうか──





「こら、勝手に攻こう性せい詠唱を使うんじゃない！」

「今は課外授じゆ業ぎようの時間だ、木登りするなー！」

「おしっこ!?　男ならそこら辺でしてきなさい！」

「鬼ごっこも駄だ目め！」

「かくれんぼも！」

「特ダネ探さがしも！」

　二度と課外授業などやるものかと思う。

　家を離れたという解かい放ほう感から、子こ供どもたちが普ふ段だんに輪をかけて暴あばれまわっている。

『おんぼろ屋や敷しき』で授業しているときは真ま面じ目めに聞いているような子供も、ついつい遊んでしまうようだ。

「よしこれから先生がいいって言うまで自由時間。好きなように遊べ」

　ついにクラウスは努力を放ほう棄きした。もうやりたいようにやらせたほうが意味があるような気がしてきたのだ。

　子供たちは喜びを爆ばく発はつさせて散り散りに遊びに行った。迷まい子ごになるのがいるかもしれないが、『真夜の叫鳴トロルハマレーン』を持たせているので見つけることはそう難むずかしくないはずだ。

「クラウスお疲つかれー。飲み物持って来たよ」

　ふてくされて岩の上に横になっていたクラウスの額ひたいに、冷たい物体がぶつけられた。イルミラの仕し業わざだ。

「お、ありがとう」

　水筒に入ったジュースのようである。

「あのおばあちゃんにもらってきたー」

　言いながら、イルミラはクラウスの隣となりに座すわる。

「ん、イルミラ一人？」

「お姉ちゃんはまたお風ふ呂ろ入ってるよ。よっぽど気に入ったみたい」

「エルリーは？」

　イルミラが、少しだけ眉まゆをひそめる。

「……クラウスってさあ」

「なんだよ」

「別に。なんでもない。エルリーだったら、なんか今日は一日出かけるみたいな書置き残していなくなってたわよー」

　そっぽを向くと、イルミラは自分の分の水筒の蓋ふたを開けた。

「どうしたのさ」

「何でもないって言ってるでしょ。知らないもん」

　さっぱり分からない。怒おこっている理由くらい説明されないと、どうしようもない。

「……あれ？」

　イルミラが、目の上に手を当てた。

「今度は何だ」

「ほら、あれ王家の紋もん章しようじゃない？」

　イルミラが指差した先、木々の間の向こうのほうに、金色の何かが揺ゆれている。

「……あ、本当だ」

　向かい合うイルカと鷲わし。間ま違ちがいなく、コティペルト王国の紋章である。

　あの紋章を高々と掲かかげているということは、王族が移い動どうしているということに他ほかならない。

「大だい丈じよう夫ぶかな」

　現げん在ざいの女王ラムリア・ピスロメン・コティペルトは、若わかくして即そく位いしたこともあって血気盛さかんかつわがままだという噂うわさである。さすがに切り捨すて御ご免めんという時代ではないが、無礼を働くと無事ではいられない可か能のう性せいがある。

「ちょっと、様子見てくる」

　クラウスは、水筒をイルミラに預あずけると走り出した。





　行列は、さほど長くはなかった。身辺警けい護ごくらいなものなのだろう。

　子供たちは、みな行列をぽかんと眺ながめていた。世が世なら、最高位の敬けい礼れいをしていないだけで不ふ届とどき者として討うたれても文もん句くが言えないのだが、近年の王族は少なくともその辺に関しては寛かん容ようになっている。

　どうやら、行列に飛び込んだりした子供はいないらしい。クラウスはほっと胸むねをなでおろす。

「あ、せんせー」

　ヨンネが走りよってきた。

「せんせー、あれって王様なのかなー」

「んー、どうなんだろう。王弟様とかってこともありえるだろうし」

「それはございませんわ」

　横合いから、ターヤが割わって入った。

「王弟ミルコッグ殿でん下かは虚きよ弱じやく体たい質しつでいらっしゃいます。こんな季節のこんな時間に出歩かれることはありません」

「そうなんだ。よく知ってるね」

「貴き族ぞくとしての基き礎そ知ち識しきですわ」

　ターヤが胸を反らす。

「ってことは、あれ王様なのか」

　あまり見たことがないので分からないが、王の行列にしてはえらく質しつ素そである。

「国王陛へい下かは質実剛ごう健けんを是ぜとなさっておいでです。その御お心こころが、行列にも現あらわれているのでしょう」

「ふむふむ」

　新聞等では分からないようなことをターヤは知っている。さすがというべきだろうか。

「……ん？」

　その行列の中に見知った顔を見つけたような気がして、クラウスは目を細めた。

「お、やっぱりだ」

　小さな体に、不ふ釣つり合あいなほどに大きな杖つえ。元気のいい少年のような顔立ち。

　とある事じ件けんで知り合った、史上最年少王国詠えい唱しよう士しトピーア・ウェドガイ・サメットである。

　周りの人間に比くらべて明らかに小さいのだが、それでも胸を張って歩いている。首からかけた王国詠唱士の証あかし『愚者の鎖バスタードチエイン』もあいまって、大変堂々として見える。

「いいなあ」

　素す直なおな感想が漏もれる。

　自分もいつか、王国詠唱士になって、あの行列に加わることが出来るのだろうか。

　トピーアがクラウスの方を向いた。視し線せんに気づいたらしい。

　しばらく怪け訝げんそうな顔をしていたが、クラウスだとわかったのか小さく手を振ってくる。

　クラウスの方からは、はばかることもないので大きく振り返す。

　トピーアは照れくさそうに笑い、次の瞬しゆん間かんいかなる原理か思い切り転んだ。

　列があっという間に乱みだれる。

「……相変わらずだなあ、トピィも」

　苦く笑しようを漏らすクラウスだった。





「国王陛下のおなり！」

「一同、頭ずが高い！」

　高らかに叫さけぶ衛えい士しを左右に従したがえ、コティペルト王国国王ラムリア・ピスロメン・コティペルトは屋や敷しきへと足を踏ふみ入れた。

　化粧気けしようつけというものが全くない顔立ち。王だというのに、黒々と日焼けしていた。琥こ珀はく色の瞳ひとみが、その肌はだによく映はえている。

　身に着けているのも、この季節にもかかわらず鎧よろいだった。

　その足取りは戦士のごとく堂々としており、そのたたずまいは騎き士しのごとく高こう潔けつである。

「散らかっておるな。とはいえ、これも工作のうちか」

「はっ。周囲の住民にはあくまで幽ゆう霊れい屋敷として知られているそうであります」

「ふむ」

「先日賊ぞくに襲しゆう撃げきされた模も様ようで、そのため余よ計けいに雑ざつ然ぜんとしているということも考えられると思われるのであります」

「ほほぅ、賊か」

　ラムリアの顔に笑えみが浮うかぶ。

「今日来ておれば、余自ら相手してやったものを」

　腰こしに刺さした剣けんに手をやるラムリア。好戦的な性せい格かくが垣かい間ま見える。

「研究所へは、そこにある梯子はしごから移い動どうするとのことであります」

「わかった」

　言うなり、ラムリアは梯子を鎧を着けたままするすると降おりた。

「合言葉は、『泣く海見る木走る空』となっているそうであります」

『異回の扉ヒステリア』のある位置の前で、衛士が気をつけの体たい勢せいを取った。

「なにやら、間抜けな響ひびきだな」

「予想しづらいものを作るための努力だと考えられるのであります」

「なるほど、そういうことか」

　おかしそうに笑うと、ラムリアは合言葉を唱える。

　壁かべが扉とびらへと変化した。

　衛士の一人が引き開ける。

「国王陛下のおなり！」

「一同、頭が高い！」

　中では、白衣の研究所員たちが並ならんで膝ひざをついていた。

「突とつ然ぜんのご来らい訪ほう、誠まことに恐きよう縮しゆくに存ぞんじます。当研究所主しゆ任にんダーク・ムーアと申します」

　一番先頭にいた男が、下を向いたまま口を開いた。



    

  
    
      「堅かた苦くるしい挨あい拶さつはよい。余は視察に参ったのだ。案内を頼たのむぞ」

「承しよう知ちいたしました。なにぶん先日襲撃を受けたばかりですのでお見苦しい点も多々ありますが、どうかご容よう赦しやください。襲撃者は詠唱を使いましたが、魔力吸収素材ブレイン・ドレインにより作られていたので施し設せつには傷きずがつかなかったということもあわせて報ほう告こくいたします」

「うむ」

「それでは、僭せん越えつながら案内役を務つとめさせていただきます」

　主任と名乗った男が立ち上がる。

　細い目、ともすれば狷けん介かいささえ感じさせる口元、尖とがった顎あご。

　異い相そう、と言える。

　眉み間けんに刻きざまれた魔ま術じゆつ紋もん様ようが、不気味な威い圧あつ感を醸かもし出していた。

「本来なら、詠えい唱しよう兵器に関しては副主任であるジャスリン・ホーキンスの方が詳くわしいのですが、襲撃の際さいに負ふ傷しよういたしまして」

「ふむ、では仕方ないな」

　話しながら、ラムリアとダークは廊ろう下かを歩く。二人の少し後ろには、ぴたりと衛士がついてきている。

「ひとまず、詠唱兵器とやらを見せてもらおうか」

「承知いたしました」

　ダークが、先に立って歩く。

「こちらです」

　倉庫のような一角だった。無む造ぞう作さにうずたかく木箱が積まれ、埃ほこりを被かぶっている。

　木箱の大きさは様々で、片かた手てで持てそうなものから人が丸ごと入りそうなものまである。

「随ずい分ぶんと粗そ雑ざつな管理だな」

「管理自体には細心の注意を払はらっております。汚よごれて見えるのは、目くらましです」

　箱の中から、ダークは一つの長い筒を取り出した。

「それが詠唱兵器か」

「はい。弾丸射出型中遠距離戦用詠唱兵器ブレツトライドと我われ々われは呼よんでおります。弾だん丸がん──いわば矢のようなものに詠唱の効こう果かを詰つめ込こんで、この弾丸射出型詠唱兵器ブレツトライド、つまり弓を用いて発はつ射しやします」

「ほほぅ」

　ダークの説明に、ラムリアは興きよう味み深そうに頷うなずく。

「一流の詠唱士が弾丸に詠唱の力を込めれば、たとえ魔力に乏とぼしい者でも一流の詠唱士と同じ破は壊かい力りよくの攻こう性せい詠唱を使用することが出来ます」

「戦力の全体的な底上げが出来るということだな」

「ええ、そうですね」

「ところで」

　ラムリアが、木箱の山に目をやった。

「それらの箱には何が入っている？」

「同じく弾丸射出型詠唱兵器ブレツトライドです。様々な種類のものを製せい作さくして、検けん討とうを重ねているところです」

「……なるほどな」

　しばらく箱を眺ながめていたラムリアだったが、興味を失ったか歩き出した。





「こちらには何がある？」

「実験用魔ま獣じゆうの檻おりです。中小型のものばかりですが、危き険けんですよ」

「余を誰だれだと思っている」

　ラムリアが不ふ敵てきに笑う。

「荒鷲の心イーグルハートを受け継つぐコティペルト家の家長だぞ。どうして魔獣ごときを恐おそれねばならん」

「これはこれは、失礼いたしました」

　慇いん懃ぎんに頭を下げるダーク。

「まあ、魔獣など見て回る必要もないだろう。次は──」

　どこからか、ラムリアの言葉を遮さえぎるように、くぐもった悲鳴が聞こえてきた。

「……なんだ？」

「ああ、実は賊ぞくを一人捕つかまえたのですが、これがなかなかしぶとい奴やつで、ちっとも吐はかないのです」

　ダークが苦く笑しようする。

「まあ、わが国の研究施し設せつを襲しゆう撃げきするほどなのだから、そのくらい根こん性じようが入っていて当たり前という気もするがな」

「ご覧らんになりますか？」

　ダークの言葉に、ラムリアは少し考え込んでから、

「よし、行こうか」

　首を縦たてに振ふったのだった。





「ダナ、様子はどうだ」

　ダークがラムリアを連れて行ったのは、研究所の奥おくにある狭い部屋だった。

「相変わらずですね」

　無む表ひよう情じようのまま、ダナが手にした鞭むちを振るう。

「何も喋しやべるつもりはないようです」

　部屋の中央に、上半身裸はだかの男が鎖くさりで縛いましめられている。体中にみみず腫ばれが出来ていて、見ているだけでも痛いた々いたしい。

　どこか子こ供どもっぽさが残る瞳ひとみには、未いまだ意い志しの光が宿っている。

　ラムリアの顔に、一いつ瞬しゆんだけ同情にも似にた表情が浮うかんだ。しかし、その表情はすぐに消える。

「いかなる手しゆ段だんを用いても構かまわん。賊は誅ちゆう滅めつすべし」

　冷れい淡たんとも言える言葉を吐き捨すて、ラムリアは部屋から出た。





「……さて」

　廊ろう下かを歩いていたラムリアが、足を止める。

「どうなさいました？」

　ダークがあわせて立ち止まった。

「研究所内部から密みつ告こくがあった。この研究所では、余よからの指令を偽いつわり破は壊かい力りよくの高い人型詠えい唱しよう兵器を製せい作さくし大型魔獣を用いて実験を行っていると」

　ダークは、肩かたをすくめた。

「何かの間ま違ちがいでしょう。人型詠唱兵器を製作する技ぎ術じゆつなど持っておりませんよ」

「念のために言っておくと、人型詠唱兵器はその性せい能のうからエヴァーフロスト条じよう約やくに違い反はんすることは間違いない。製作することはまかりならん」

「重々承知しております」

「密告の事実関係は確かく認にんできなかったが、もし万が一事実であればお前たちは厳げん重じゆうに罰ばつされる。ゆめゆめ妙みような気を起こさぬことだ」

「はい。肝きもに銘めいじておきます」

「それでは、余はそろそろ帰る。今後とも研究に励はげむよう」

「もったいないお言葉にございます」

　ダークは頭を下げた。





　屋や敷しきの外で待っていたお付きの者たちに不ふ機き嫌げんそうな視し線せんを浴びせると、ラムリアは馬上の人となった。

「あのダークという男、何か隠かくしておる。この屋敷の監かん視しを怠おこたるな」

「はっ」

　衛えい士しの一人が答える。

「この近くに、確たしか旅館があったな」

「『七つ扉とびら』という旅館であります」

「宿しゆく泊はく客はいるのか」

「その模も様ようであります」

「賊が紛まぎれ込んでいる可か能のう性せいがある。取り調べるぞ」

「了りよう解かいしました」

　馬上で振り返って、屋敷を一度ぎろりと睨にらむと、ラムリアは馬を走らせた。





「あー、疲つかれた……」

　食堂のテーブルに突つっ伏ぷしながら、クラウスはぼやいた。

　とにかく大変だった。予想通り迷まい子ごになった子こ供どもを捜さがしたり、調子に乗って木に登ったら降おりられなくなったという子供を下まで降ろしたり。

　食費が経けい費ひで落ちる程てい度どのことでは割わりに合わないような気がしてくる。

「お疲れ様でした、先生」

　今日も、ターヤが隣となりに座すわってきた。

「うん疲れた」

　テーブルから体を起こさずに、クラウスは答える。

「今、夕食の準じゆん備びしますからねえ」

　老ろう婆ばが行ったり来たりしている。見た感じ、クラウスよりも遥はるかに元気である。

「ま、晩ばん御ご飯はん食べたら今日こそ風ふ呂ろにゆっくり浸つかろう。そうしたら疲れも取れるかも──」

　どたどたと、複ふく数すうの足音が食堂の中に入ってきた。

「なんだ？」

　体を起こしてみると、王国詠えい唱しよう士しや兵士が沢たく山さんいる。

「国王命令により、これより宿泊客の方々に取調べを実じつ施しします。ご協力よろしくお願いします」

　一人の王国詠唱士が進み出て言った。トピーアである。

「つきましては、皆みな様さま一度ご自分の部屋に戻もどってください。追ってこちらの人間が向かうと思います」

　子供たちに目をやってみる。みんな不安そうにクラウスの方を見てきている。

　なんとか安心させてやらねばなるまい。色々考えてから、クラウスは一言発した。

「よし、みんなこの人の言うとおりにして。怖こわいことないからねー」

　とりあえず、クラウスの言葉はある程てい度どの効きき目があったらしい。子供たちが、ぞろぞろと部屋へ戻り出した。

「どうしたの？　何か事じ件けんでも？」

　クラウスの質しつ問もんに、

「うーん……」

　トピーアは首を傾かしげるのみだった。言えないこともあるということか。

「とりあえず、クラウスさんもお部屋に戻ってください。後で向かいますから」

　促うながされ、クラウスは従したがうことにした。





「まさか国王まで出てくるとはねー」

　森の奥おくから屋敷を見やりながら、サビーネが悔くやしそうに呟つぶやいた。

「あんな物ぶつ騒そうなもの作ってるんだから、仕方ないでしょう」

　ブラッドが肩かたをすくめる。

「国王が来たってことは、国家の研究所であれ作ってるってこと？　この国エヴァーフロスト条じよう約やくに批ひ准じゆんしてたでしょ。あれじゃ完全に違い反はんよ」

「エヴァーフロスト条約？」

　首を傾げるブラッドに、サビーネが呆あきれたように説明する。

「無差別大量殺さつ戮りくにつながる兵器の研究を禁きん止しする条約。この国が加か盟めいしてるスカンディ国家連合の間での取り決めよ。無差別大量殺戮云うん々ぬんは建前で、ようするに国家間の戦力差が開かないようにするための約束事なのね。つりあい取るために色々大変なのよこの辺は」

「へえ」

　ブラッドが鼻をかく。

「せっかく説明してやったんだからもうちょっとまともな返事しなさいよ」

「すいません」

「まったく……」

「サビーネさん」

　サビーネの子分の一人であり、編あんだ長い髪かみが自じ慢まんのトリップが、サビーネに近づいて声をかけた。

「ん、どうしたのよ」

「サビーネさんに会いたいって人が来てるんですが」

「……は？」

　サビーネが眉まゆをひそめる。

「誰よ」

「それが……」

　トリップは視し線せんを彷徨さまよわせる。なんと言っていいかわからないようである。

「まあいいわ。さっさと連れてきなさい」

　煩わずらわしそうなサビーネの声に押おされ、トリップは姿すがたを消した。

「……しかし、あんまりのんびりもしてられないのよねえ」

　小声でサビーネが呟つぶやく。苛いら立だっているのか、爪つめをばりばりとかんでいる。

「ヨハンさん、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　屋や敷しきを見ながら、ブラッドが心配そうに溜ため息いきをつく。

「あいつがそう簡かん単たんにくたばったりするわけないじゃない」

　ぴしゃり、とサビーネが言った。どちらかというと、ブラッドにというよりは自分自身に言い聞かせるように。

「そう、ですよね」

「……わたしたちは、もう少し地力をつける必要があるかもね」

　珍めずらしく、本当に珍しく、サビーネが反省めいたことを口にした。

「……サビーネさん？」

「何驚おどろいてるのよ。さすがに同じような失敗二回もしたらこのわたしでも色々思うところあるっての」

「なるほど」

　そんな話をしているうちに、トリップがまた現あらわれた。

「連れてきました」

「ったく誰よ、あたしは今いそがし……」

　文もん句くを言いかけて、サビーネは目を見開く。

「……何の用？」

「協力を持ちかけに来た」

　鮮あざやかな金の髪かみをなびかせた少女は、短くそれだけを言った。





「さてクラウスさん、それじゃ事じ情じよう聴ちよう取しゆを始めますよ」

　部屋の床ゆかに向かい合わせで座すわるという緊きん張ちよう感皆かい無むの状じよう況きようで、トピーアによるクラウスの取調べが始められようとしていた。

「こういうので、いいの？」

　いくらなんでも、もう少し形というものが必要ではないだろうか。

「構かまいませんよー。クラウスさんが関かん与よしてないってことは明白ですし」

「関与って、何に？」

「あはは、こっちの話です～」

　クラウスの疑ぎ問もんを適てき当とうに流すと、

「さて、それじゃ質しつ問もん行きますよー」

　トピーアは取調べを開始した。

「まずは、好きな食べ物はなんですか？」

「…………」

　何について取り調べられているのだろうか。

「あー……肉？」

「ふむふむ。では次。好きな飲み物は？」

「やっぱりエルガかなー」

「趣しゆ味みは？」

「寝ねること」

「家族構こう成せいは？」

「両親と自分、かな今は」

「なるほどー」

　トピーアはえらく楽しそうである。というか、これは本当に国王命令による取調べなのだろうか。

「それじゃ……」

「ん？」

　ちょっと躊躇ためらってから、トピーアは、

「理想的な女じよ性せい像ぞうって、どんな感じですか？」

「そうだなあ……例えば……」

　ずん、と低い音が遠くのほうから響ひびいてきて、クラウスは言葉を中ちゆう断だんした。

「……もう、これからがいいところだったのにい」

　トピーアが残念そうに呻うめく。

「トピィ、今のは一体……？」

「クラウスさんの心配なさることじゃないですよー」

　さっと立ち上がると、トピーアは片かた目めをつぶってきた。

「多分クラウスさんたちはもうすぐ宿から出られると思います。おそらくここから立ち去るように言われちゃうと思いますけど……」

　その仕草の思いもよらなさにクラウスが目を白黒させていると、トピーアは少し恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「慣れないことするもんじゃないかなー。とりあえず、またお会いしましょうねっ」

　そして、颯さつ爽そうと部屋から出て行こうとして、

「きゃっ!?」

　足を滑すべらせて扉とびらに顔から激げき突とつした。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、ええ……」

　赤くなった鼻を痛いたそうに押さえながら、トピーアは部屋から出て行った。

　一人残され、手持ち無ぶ沙さ汰たになる。

　何かが起こっているようだ。さすがのクラウスにもそれくらいは分かる。

　おそらく自分にはそうかかわりのないことなのだろう。それも分かる。

　ただ、気がかりなことが一つあった。

　エルリーだ。朝からいない彼女と、今起こっているであろう事じ態たいに、何か関係があるような気がしてならないのだ。

　彼女は大丈夫なのだろうか。何となく、不安が消えなかった。

　夕日が射さし込こんできている。もうすぐ日が暮くれるのだろう。





「いくら見み咎とがめられたからって、そんなにど派は手でに吹ふっ飛ばさなくてもいいんじゃない……？　もっとこう、からめ手から攻せめるというか」

　珍めずらしく、サビーネが慎しん重ちよう論ろんを言ってくる。

　しかし、エルリーは聞く耳を持つつもりがなかった。

「どっちみち倒たおすことに変わりはない。早いか遅おそいかの違ちがいでしかないな」

「そりゃ、そうだけど……」

「増ぞう援えんが来る前にできるだけのことをやっておきたい。時間がかかればかかるほど面めん倒どうになるだろう」

　話す暇ひまも惜おしい。

「さて、みな揃そろったようだし、一度に飛び込むとするぞ。扉とびらの位置はここでよいな」

『異回の扉ヒステリア』のある辺りを、エルリーは睨にらむ。

「そうですけど、よくおわかりでしたね」

　ブラッドが感心したように言う。

「感じればよいのだ」

「……感じる？」

「そうだ」

　事細かに説明するのは難むずかしい。

「どうするのよ、合言葉分からないじゃない」

「心配は要いらぬ。合あい鍵かぎを使えばいいだけの話だ」

　こともなげにそう言うと、エルリーはすっと目を閉とじた。

『Ari Mnkis gal-gal shakul』

　異ことなる響ひびき、異なる調べ。現げん在ざいのそれとは全く違う流れに属ぞくする、失われた言語。

　扉が出現する。予想通りの扉だ。

　心のどこかで、ずっと外れていて欲ほしいと思っていた。

　この扉がエルリーのよく知る扉だということは、すなわち全すべての可か能のう性せいの中で最悪なものが現実化しているということだ。

「闇やみ魔ま術じゆつ……」

　サビーネが驚おどろいたように言う。

「どういうことよ」

「説明は後だ」

　などと言いつつ、説明するつもりは金こん輪りん際ざいなかった。その必要性は、あってはならない。誰だれに知られることもなく、決着をつけなければ。

「さあ、行くぞ」

　エルリーは、研究所へと足を踏ふみ入れた。





　内部は、うんざりするほど覚えのある空気が満ち満ちていた。

　確かく信しんがより強くなる。やはり、そういうことのようだ。

「まず、そちらの用よう件けんを済すませよう。その後で派は手でに暴あばれてくれれば問題ない」

「いいの？」

「状じよう況きようがどう転ぶか分からないがな。そちらは、一いつ刻こくを急ぐような状況であることには違いないだろう」

「……ありがとう。感かん謝しやするわ」

　ひとまず耳を疑うたがってみる。まさか、目の前の女から、感謝の言葉が聞けるとは。

「何驚いてるのよ。失礼ね」

　サビーネが不ふ機き嫌げんそうに目を逸そらす。耳が少しだけ赤い。

「ふ、まあよい。急ごう」





　途と中ちゆう出くわす所員を倒たおしながら、研究所の内部を探さぐる。

「なんか、おかしいですね」

　子分の一人、槍やり使いのフェリックスが言った。

「なんていうか、手ごたえがないというか。弱い云うん々ぬんって言うんじゃなくて、人間相手にしてないというか」

「それは的を射いた言い方かもしれんな」

　エルリーは頷うなずいた。

「この研究所の所員は、おそらく例外なく洗せん脳のうされてしまっているだろうからな」

「ま、そんな感じはするわね」

　横合いから殴なぐりかかってきた所員を杖つえで叩たたきのめしながら、サビーネが同意する。

「なんで洗脳なんかするんですか？」

　突つっ立った髪かみが天てん井じように届とどきそうなクレイグが首を傾かしげ、隣となりにいた元山さん賊ぞくであるレックスの目にその髪を突き刺さしている。

「おそらくは、国家の命令に背そむくものを研究していたのだろう。研究中に洗脳しては成果に影えい響きようが出るので、これまでは命令を偽いつわっていたものと思われるな。

　そして内部から密みつ告こくが出て国王がやってきたので、口くち裏うらを合わせるために洗脳したという流れに違ちがいない」

　自信のある推すい測そくである。人型詠えい唱しよう兵器を研究するなど、戦争中の国家でもありえない。危き険けんが大きすぎるのだ。

「なるほどね。そう考えると、エヴァーフロスト条じよう約やくに違い反はんしてることにも納なつ得とくがいくかな」

　サビーネが頷いた。

「自分がやりたかったことを国家の計画にして、かかる費用や実験場を確かく保ほしたってところかしらね」

「非ひ人道的な実験を実行するにあたっての隠かくれ蓑みのにもなるからな」

　おそらくそこが大きいに違いないとエルリーは思う。人型詠唱兵器の実験を行うにあたっては、道にそむいたことも沢たく山さん行わなければならない。

「あそこに部屋ありますね」

　ブラッドが行く手の奥おくのほうにある部屋を指さした。

　これまで見つけた部屋は、いずれも所員個こ人じんの部屋だったり研究室らしいところばかりだった。

「おそらくあそこだ」

　エルリーはそう言った。

「微び弱じやくながら魔力を感じる。随ずい分ぶんと弱っているようだな」

　サビーネの顔が、一いつ瞬しゆんだけ曇くもる。

「早く助けましょう。いくらヨハンさんでも……」

　喋しやべりかけて、ブラッドが言葉を切った。

「……こりゃまた、団だん体たいさんでいらっしゃったようで」

　行く手に、多数の所員が塊かたまりになって待ち構かまえていた。

　いずれも、棒ぼうやら工具やら、武ぶ器きらしい武器を持っていない。

　洗脳された後は、詠唱のような高度な技ぎ術じゆつを使うことが出来なくなる。思考力判はん断だん力りよくを極きよく限げんまで低下させ指し示じに従したがわせるという仕組みが原げん因いんである。いかなる詠唱も、完全ではありえないのだ。

「お頭かしら、ここは俺おれらに任まかせて下さい」

　魔導鎖デーモンズ・ウイツプをひゅんひゅんと振ふり回しながら、子分の一人がサビーネを促うながす。

「そうね。いちいち相手するの面めん倒どうだし。やっちゃいなさい」

　サビーネの指し示じを受け、子分たちが戦せん闘とうを始める。

　その間を、サビーネとエルリーは潜くぐり抜ぬけた。

　扉とびらの前に立つ。取り立てて仕し掛かけは作られていないらしい。

「開けるわよ」

　サビーネが扉を開けた。

　部屋の中は狭せまかった。

「……ヨハン」

　サビーネが、呻うめくように言った。

　部屋の中央に、両手を鎖くさりで縛いましめられたヨハンがいた。

　裸はだかの上半身には、数え切れないほどの傷きず跡あとができている。おそらく、鞭むちかなにかで打ち据すえられたのだろう。

　ヨハンはだらりと頭を下げている。意い識しきがないようだ。

「まさか、来るとは思いませんでした」

　部屋の隅すみから、声がした。

「たった一人の捕ほ虜りよのために、他ほかの多数の仲間まで危険に晒さらすとは」

　鞭を片かた手てにした女じよ性せいである。あまりに整いすぎた顔かたちが、いっそ機き能のう的とさえ言える無む慈じ悲ひな美しさを発散していた。

「うちの子分は無能ぞろいなの」

　サビーネが不ふ敵てきに笑う。

「だから、一人でも欠けたら役に立たなくて困こまるわけ」

　杖つえを構えるサビーネ。両りよう端はしを持って横に構えるという、特とく徴ちよう的な構え方である。

「その手にあるものから推測するに、ヨハンを痛いためつけてくれたのはあなたかしら？」

「仲間の居い場ば所しよ、情じよう報ほうについて吐はかないため相そう応おうの手しゆ段だんを取ったまでのこと」

「よくわかったわ」

　女の答えに、サビーネは唇くちびるを吊つり上げる。

「手出しは無用よ」

　ちらりとエルリーに視し線せんを送り、サビーネが言う。

「わかった」

　どうやら本気でやるようである。サビーネの実力から言って、言われずとも自分の出る幕まくはないだろう。

「さっさと片付けるがよい」

　エルリーは壁かべにもたれた。

「指示に従い、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよします」

　女が構えた。

『内なる波動未知なる渦か動どう、俟まち焦こがれしは接はがれし荒あれ地ち。慈悲の外なる無知なる蒙もう昧まい、憤ふん怒ぬをもって滅ほろぼさん！　翔しよう波は武ぶ剛こう、奏そう破は瑠る贈どう！』

　サビーネが詠えい唱しようする。

　鮫さめの背せびれのような魔力の集合体がサビーネの前に発生、鞭を持った女へと襲おそい掛かる。

　女は鞭を振るった。集合体が砕くだけ、周囲の壁に激げき突とつする。

　爆ばく発はつ、轟ごう音おん。

　しかし、壁には傷きず一つついていない。魔力吸収素材ブレイン・ドレインで出来ているのだろう。『七つ扉』に使われているそれより、ずっと高性能なようである。

　まあ、人型詠唱兵器の実験を行うのであれば、そのくらいでないともたないはずだ。

『ボグ・ベイル！』

　サビーネが短い単語を口にし、先ほどと同じ集合体が生まれた。

「詠唱再動リミツクスか」

　決められた単語を叫さけぶことにより、一度発動させた詠唱をすぐさまもう一度発動させる技術である。頃ころ合あいを見計らうのが大変難むずかしく、自分自身の詠唱の発動の癖くせを熟じゆく知ちしなければならないので、使いこなせる人間はそういないはずである。

　再ふたたび女が鞭を振るい集合体を防ふせぐが、

『エフトミー！』

　すかさずサビーネが三つ目の集合体を発生させる。

　少し体たい勢せいを崩くずしながらも、女はなんとかそれをしのいだ。

『コーフォード！』

　しかし、サビーネは容よう赦しやなく四つ目を叩たたき込こんだ。

　女はかわすことを諦あきらめ、鞭を束ねて盾たてにする。

　鞭にはなんらかの魔力的な仕掛けが施ほどこされているらしく、集合体の直ちよく撃げきを受けてもなお壊こわれることがなかった。

　後ろにずるずると押おし下げられながらも、女は何とか耐たえ切る。

　ここからどう攻せめるか。エルリーは腕うでを組んだ。

　詠唱再動リミツクスの連続使用は三回が限げん界かいである。このまま押し続けるのは不ふ可か能のうだ。

　再び詠唱を紡つむぐためのごく僅わずかな時間。これだけの猛もう攻こうをしのぐ相手がそれを見み逃のがしてくれるとも思えない。

　正直なところ、ここまで単たん純じゆんな攻め方をするとは思っていなかった。少々頭に血が昇のぼりすぎているようである。やはり、手助けが必要だろうか。

『スティガルト！』

　そんなエルリーの予想を、サビーネは簡単に裏切った。

　四度目の詠唱再動リミツクス。魔ま術じゆつ復ふつ興こう時代にもそこまでやってのけることができた人間はいなかったような気がする。

　ついにこらえきれなくなったか、女の防ぼう御ぎよが崩れた。

　妙みように鈍にぶい音とともに、地面をごろごろと転がる。

「もったいない気もするけど、ちょっと大おお盤ばん振ぶる舞まいしてみようかしら」

　立て続けの詠唱再動リミツクスにも疲つかれた様子を見せず、サビーネが再び詠唱を開始する。

『永と遠わの息吹いぶきを枯かれにし花に、孤こ魔まの奇き幸ゆきを荒あれにし真名に』

　起き上がろうとする女の周囲の床ゆかに、凄すさまじい速度で魔術文字が浮うかび上がる。

　文字は規き則そく的に並ならび円形を成し、個こ々こが光を放ち柱を生み出していく。

『永と遠わなる孤魔の異い頭かしらを、御み柱はしらとせん賢さかしらに』

　逃れようとした女だが、柱を抜ぬけることはかなわなかったらしい。弾はじき飛ばされ、元の位置に戻もどってしまう。

『我わが名はサビーネ、理ことわりを操あやつり真まことを見抜き全すべてを欲ほつする者なり！　聖せい柱ちゆう洪こう儀ぎ、啓けい衷ちゆう望ぼう稀き！』

　詠唱が完成し、光の柱が天を突ついた。

　魔力吸収素材ブレイン・ドレインで出来ているはずの天てん井じようを破やぶり、どこまでも上っていく。

「天地光橋陣改陣エデンブリツジ・アルカナ。初めて受けたのはあんたよ。誇ほこりに思いなさい」

　構かまえを解とき、サビーネが膝ひざをつく。

　以前エルリーに使ってきたものより、ずっと出力等が高い。消しよう耗もうするのも無理ない話だろう。

　鞭むちを持った女は、倒たおれふし動かない。彼女には──と呼よんでいいのか分からないのだが──おそらく相あい性しようとしてあの陣じん形けいは絶ぜつ好こうのものだろう。サビーネは気づいていないだろうが。

　エルリーも初めは気づかなかった。普ふ通つうの人間だと思っていたのだ。恐おそろしく、また腹はら立だたしいことに、進歩しているようだ。

「さて、と……」

　サビーネは立ち上がり、ヨハンの側そばへと歩み寄よった。

『その身で刻きざむ剣けん神しんの御み名な、この気で諫いさむ炎えん心しんの威い覇は。煌こう刃じん螺ら節せつ、叫きよう仁じん把は謁えつ』

　小さな光の刃やいばを作り出し、鎖くさりを切る。

　ヨハンはふらりと地面に倒れこんだ。

　サビーネはすぐ隣となりに座すわると、その頭を抱かかえ自分の膝の上に載のせた。

　サビーネの唇くちびるが動く。聞こえなかったのだが、雰ふん囲い気きで何を言ったのかは大体分かった。

「う、ん……」

　ヨハンが、少しだけ体をよじった。意い識しきが戻もどったらしい。

「あ、サビーネ、さん……」

「とりあえず仕方ないから助けに来てみたわよ。ありがたく思いなさい」

「すい、ません」

「はいはい、もう喋しやべらなくていいから」

　ヨハンの額ひたいをぴたぴたと叩たたき、

『響ひびく悲ひ哀あいを慈じ愛あいで包み、続く怒いかりを光でなだむ。内なる流れを開き埋うめ、無知なる鋼はがねを拓ひらき踏ふむ。魔流雄ゆう遊ゆう、阿あ隆りゆう諷ふう風ふう』

　サビーネは治ち癒ゆ詠えい唱しようを唱える。

　しかし、特にヨハンの傷きずが治った様子もない。

「相変わらず、サビーネさんは治癒詠唱下へ手たですね……」

「うるさいわねっ」

　ヨハンの額をサビーネはばしばしと叩く。

「い、いたたた！」

「ふん。言わないでいいことを言うからそうなるのよ」



    

  
    
      「大体ケリがつきましたよ。……お、ヨハンさん無事でしたかっ」

　部屋に入ってきたブラッドが嬉うれしそうな声をあげる。

「いやー、よかったよかった。ほんとお願いしますよ。ヨハンさんがいなかったら俺キンリーン公園で鳩はとのえさになって──」

　そこまで話してから、ブラッドは突とつ然ぜん目を見開いた。

「サビーネさんが、男に膝ひざ枕まくらをしている!?」

　そして、懐ふところから短刀を取り出して構える。

「お前、サビーネさんじゃないな！　正体を現あらわせ！」

「…………」

　その後から入ってきたほかの子分たちも、

「おお、ヨハンさん無事でしたか」

「待て、サビーネさんが膝枕をしているぞ！」

「ありえない！」

「偽にせ者ものだ！」

　まったく同じ流れでまったく同じ行動を取った。子分たちからサビーネがどういう人間だと思われているかが如によ実じつに伝わってくる。

「…………」

　無言のサビーネ。体は小こ刻きざみに震ふるえている。

「あんたたち、いい加か減げんにしなさいよ」

　子分たちが安心したように構えを解く。

「よかったよかった。やっぱりサビーネさんだ」

「そうこなくっちゃ」

「傷ついた男を看かん病びようしているサビーネさんなんて、二足歩行する牛と同じくらいにありえない」

『群ぐん雲うん焦こがす怒りの焔ほのお滅ほろびにまろぶ愚おろかなものに等しく裁さばきとその断だん罪ざいを紅こう炎えん激げき迫はく猛もう厳げん易い爆ばく』

　サビーネの杖つえから炎ほのおがほとばしり、子分たち全員を呑のみ込んだ。

「ぎゃあああ!?」

　もがき苦しむ子分たち。自じ業ごう自得とはいえ哀あわれである。

「さて、と」

　ヨハンに肩かたを貸かしながら、サビーネが立ち上がった。

「悪いけど、こいつの状じよう態たいあんまりよくなさそうだし先に帰らせてもらうわね」

「……うむ」

　正直なところ痛いたいが、仕方ないだろう。

「ああ、最後に一言言っとく。扉とびら開けてもらったお礼代わり」

　部屋から出る前に、サビーネが振ふり返ってくる。

「なんだ」

「詳くわしい事じ情じようは知らないけど」

　サビーネの目は、いつになく真しん剣けんだった。

「あんまり抱かかえ込まないほうがいいんじゃないの。今のあんた、ちょっと不安定よ」

　返す言葉もなかった。

「それじゃ、まあ頑がん張ばりなさい」

　そう言い残すと、サビーネは部屋から出て行った。

　しばし、一人で立ち尽つくす。

　サビーネの言うことは、確たしかに事実かもしれない。

　しかし、これだけは誰だれに話すわけにもいかない。自分自身で解かい決けつするしかない。

　転がったままの女──否いや、よく出来た魔パ製ペ人ツ形トを見やる。

　おそらく、ここまで強力な一いち撃げきを受けた以上、この個こ体たいは最さい低てい限げんの『個体記憶ステイルリメインズ』を抜ぬき出された後で廃はい棄きされるだろう。

　現げん在ざいの扱あつかい方は知らないが──そもそも個体記憶ステイルリメインズを使用できるほどの技ぎ術じゆつはないかもしれないが──少なくとも、エルリーのよく知る魔パ製ペ人ツ形トはそういう扱いを受けていたはずだ。

　人の姿すがたかたちをした人ならざるもの。見ているだけで、痛いたましくやるせない。

　やはり、こうしているわけにはいかない。エルリーは気を取り直す。

『mira mi ran mi ko-ti glants』

　落ち着いた声で詠えい唱しよう。『Kitr mikr』という、闇やみ魔ま術じゆつの一種である。

　これを使うと、周囲の人間から『見えなく』なる。姿が消えたりするわけではない。視し界かいにも入るし触さわることも出来る。しかし、『気がつかなく』なるのだ。

　おそらく、詠唱兵器を隠かくすのにもこの詠唱が使われたことだろう。

『魔転イーヴライズド』を起こしてしまうのが怖こわくて使うことをためらっていたが、サビーネたちの協力が得られなくなるのなら、使わざるを得ない。背せに腹はらは代えられないだろう。

　久ひさ々びさに使う詠唱なので少々心もとない面もあるが、まあ大だい丈じよう夫ぶなようである。

　エルリーは部屋から出た。





　クラウスたちは、宿を後にして通りへと戻もどっていた。イルミラやレシーナも一いつ緒しよである。

　日は今まさに沈しずもうとしていた。暗い森はなかなかに不安だが、『暗夜の堂標リロード』があるので迷まようことはないだろう。

　気がかりなのは、エルリーのことだ。

　彼女は、結局宿に戻ってこなかった。出来るだけ待とうとしたのだが、追い出されてしまったのだ。

　トピーアの隠かくしている何か、国王がこんなところまで来ているその理由。

　エルリーが直ちよく接せつ関かかわりを持っているとは考えにくい。そう推すい測そくするに足る根こん拠きよもどこにもない。

　しかし、どうにもわだかまりが残る。不安が消えない。

「……イルミラ、レシーナさん」

　決意して、二人を呼よび止める。

「ん？」

「どうしたの？」

「俺おれ、エルリー探さがしてきます。子こ供どもたちのことお願いしていいですか？」

　講こう師しや引いん率そつ者という立場を放ほう棄きすることのまずさは分かっている。立ち去るようにという、指し示じの名を借りた命令に背そむくことの危き険けん性せいも承しよう知ちしている。

　だが、エルリーを置いて戻るわけにはいかなかった。彼女が理由を説明していない時点で、説明できないことに関わっていることは間ま違ちがいないのだから。

「……分かったわ」

　レシーナは、何も聞かずに頷うなずいてくれた。あるいは、同じことを感じていたのかもしれない。

「わたしも行くわよ」

　イルミラの反はん応のうは、まあ予想通りだった。彼女が大人しく帰るとは思っていなかった。

「先生……。お止めはしませんが、どうぞお気をつけてくださいましね」

　ターヤが心配そうに言う。もしかしたらついてくると言うのではないかとも考えたのだが、さすがにそこまではなかったらしい。

「何か、よくない予感がするのです。何か、変わってしまうような……」

　このターヤの言葉は、今後の展てん開かいを残ざん酷こくなほどに言い当てていた。けれども、そのことをこの時点で見抜くことが出来るほど、クラウスは鋭えい敏びんではなかった。

「うん。気をつけるよ」

　ターヤに微笑ほほえんでみせてから、クラウスは考え込む。

「とはいっても、どこへ行ったもんかな……」

「そうねえ……なんか知らないの、クラウス」

「うーん」

　エルリーの行動を思い出す。

「あ、そういえばさ」

　肝きも試だめしのとき、エルリーの組がはぐれていた。何でも、噂うわさの幽ゆう霊れい屋や敷しきを探たん検けんしていたとか。

「おいギルビー、見つけた屋敷ってどこだよ」

「んーとね。ここから少し戻ったところに変な方向に曲がってる木があって、そこを右に曲がると苔こけむした大きい石があるから、その石を通り過すぎてまっすぐ行くと見つかるよ」

　クラウスの問いに、ギルビーがあごに手を当てながら答えた。

「あ、先生」

　ターヤが指を組み合わせる。

「その時のエルリーさん、何か様子がおかしかったような気がします」

「うん。変だった」

　ブルーナが頷く。

「変？　どんな感じに？」

　エルリーたちが戻ってきたときにクラウスは会っているが、特におかしな様子を感じたりはしなかった。暗くてよく分からなかったというのもあるかもしれないが。

「うーん、何と申しますか……」

「嫌いやなことを思い出した、みたいな感じかな」

　ブルーナの言葉は端たん的てきだった。そしてそれ故ゆえに、なにか重いものを伴ともなって胸むねに迫せまってくる。

「そうか……」

　その屋敷に行ってみれば、何かが分かるかもしれない。

「じゃ、ちょっと行ってくるよ。気をつけて帰るんだぞ」

　子供たちにそう言い残すと、クラウスは歩き出した。





「ねえ、クラウス」

　イルミラが、別の方向を眺ながめやりながら話しかけてくる。

「……なんでもない」

　クラウスが返事しようとする前に、話を打ちきられてしまった。

「それよりさ」

　そして、強ごう引いんに話題を変えてくる。

「なに？」

「……えーと。うーん」

　しかし、何を話し出すわけでもない。もぐもぐと口の中で言葉を転がしている。

「クラウスはさ」

　ややあって、小さい声でまた話し始める。

「エルリーのことが、そんなに心配？」

「ん、まあ、そりゃあね」

　突とつ然ぜん書置きだけ残していなくなられては、心配にもなるというものだ。

「そっかあ」

　ぽつりとイルミラが呟つぶやく。

「やっぱりクラウスは、さ。何ていうか……」

　イルミラの言葉を、凄すさまじい轟ごう音おんと波動が妨ぼう害がいした。

「あ、あれはっ！」

　行く手に立ち上る、訪おとずれ始めた夜を威い圧あつするかのごとき光の柱。

　見覚えがある。いつか、この森で、あれに酷こく似じしたものを見たことがある。

「あの高飛車年とし増まが使う詠えい唱しようでしょ、あれって」

　イルミラも同じことに思い当たったらしい。

「急ごう」

　クラウスは駆かけ出した。

　嫌な予感がどんどん強くなる。無事であってくれと、心から祈いのる。

　クラウスは走った。光の柱にも押おし返されず己おのが勢せい力りよくを広げる夜に、足元を呑まれそうになりながら。





　何度か所員とすれ違ちがったが、エルリーを見み咎とがめる者はいなかった。『Kitr mikr』の効こう果かは十分なようである。

　所員たちが全く会話を交かわさないのが不気味だった。洗せん脳のうされているので当たり前といえば当たり前なのだが、サビーネの子分に打ちのめされた者たちが無言で起き上がり、流れる血を拭ぬぐいもせずに歩いていく様子は、ひたすらに悪お寒かんを誘さそわれる。

　いくつかの部屋を見て回ったが、彼女が探さがしているものは見つからない。

　探せばどこかにあるはずである。まだ証しよう拠こ隠いん滅めつは完全に終わってはいないはずだ。

　もし既すでに証拠が消されてしまっていたとしたら、何のためにサビーネたちを暴あばれさせたのか分からなくなる。

　この研究所の入り組んだ構こう造ぞう──おそらくは魔ま力りよく的な意味があるのだろう──のせいもある。ありそうな場所を見つけることからして一苦労なのだ。

　そろそろ焦あせり始めた頃ころに、一つの部屋を見つけた。扉とびらには、副主しゆ任にん室とだけ書かれている。

　もしかしたら何かあるかもしれない。そんな期待を抱いだきつつ、エルリーは扉を開けた。

　書類と報ほう告こく書と資し料りようが雑ざつ然ぜんと広がった部屋。部屋の主はいないのか、もぬけの殻からである。

　一見汚きたないことこの上ないが、よく調べてみると重要そうなものはしっかり見つかりやすいところに置いてあるし、身だしなみを確かく認にんするためのものと思おぼしき鏡は綺き麗れいに手入れされている。生ゴミの類は見当たらないし、埃ほこりもそう積もっていない。

　散らかっているようで実は散らかっていない、例えるなら計算して剃そられた無ぶ精しようひげのような部屋だった。

　そんな部屋をがさがさと漁あさっているうちに、エルリーは一つの箱を見つけ出した。黒い、何の変へん哲てつもない木箱である。

　厳げん重じゆうに、封ふん印いん詠唱がかけられている。ちょっとやそっとのものではない。機き密みつ文書でも入っていそうな念入りぶりである。

『根こん源げんたる問いの基もとい、尊そん厳げんの緒お異いにいささかも揺ゆるがず』

　闇やみ魔ま術じゆつではなく、現げん代だいの言葉による詠唱を使用する。以前クラウスにくっついて詠唱士試験組合なるところへ行ったとき目にした詠唱からひらめいたものだ。

『ここに満たすは果たすべき由来。半地栄えい倶ぐ、算さん値ち麗れい区く』

　エルリーの前に、文字列が出現する。一つ一つの文字はめまぐるしく変化し、一いつ瞬しゆんも止まらない。

　この詠唱、名前をつけるなら、『霧算の方程式メタリオン』になるだろうか。合言葉を調べるためにいわゆる総当りブルートフオースを行う詠唱である。

　一つ一つの文字を試ためしていくという気の遠くなるような作業を、元々計算式の一つである液状の公式リキツド・テンシヨンを応おう用ようすることにより自動かつ少ない労力で実行できる。

　これをクラウスに教えてやれば、もしかしたら詠唱士試験を通つう過かできるかもしれないと考えかけてから、それでは意味がないことや後がもたないだろうことに思い当たり結局やめることにする。

　やがて、左から一つずつ文字が静止し、意味を成すつづりへと変化していく。

「……我わが罪つみは、さながら宵よい闇やみに浮うかぶ枯かれ葉はのごとし。我が首は、さながら樋とい網あみにぬかるむ揚あげ羽はのごとし」

　そのつづりをエルリーは読み上げる。合言葉というより、ほとんど詠えい唱しようである。これほどまでに長いものにするとは、よほど見られたくないものが入っているのだろう。

　ぴきん、という音がして、箱の蓋ふたが少しだけ開いた。封印詠唱が解とけた証拠である。

　蓋を取り除のぞく。箱の中に入っていたのは、一冊さつの帳面だった。

　少しだけ痛いたむ良心を抑おさえつつ、頁ページをめくる。

『詠唱兵器が、太い筒の中にいる。液えき体たいに浮かぶその姿すがたは、人間の胎たい児じとなんら違うようには見えない。罪ざい悪あく感が強まる。わたしたちがこれから行おうとしていることは、果たして正しいことなのだろうか』

　おそらくこの部屋の主によるものと思われる、日記だった。詠唱兵器に対する複ふく雑ざつな感かん情じようが、冷静な文体でつづられている。

『詠唱兵器の成長は早い。もう二本足で立つことができた。いけないと分かりつつ、彼をあやしてしまう。反はん応のうは全くない。やはり感情は未み熟じゆくなようだ』

『言葉や一いつ般ぱん常じよう識しきに関しての教育は、主任が編あみ出したという睡眠学習装置デイストーシヨン・スリープで行う。簡かん易い試験の結果は満点だった。いったいどのような仕組みになっているのだろう。純じゆん粋すいに不気味だ』

『詠唱兵器の初実験は成功に終わった──小型魔ま獣じゆう五体を瞬時に倒たおしたのだ。恐おそるべき性せい能のうである。このままいけば間ま違ちがいなく条じよう約やく違い反はんなのだが、主任は上からの指し示じで続行すると言う』

『感情というものが全くないわけではないようである。彼が自分の手を洗あらっていたところを見かけたので誉ほめたところ、視し線せんの落ち着かなさが見られた。人間ならもっと別の感情──不ふ快かいや怒いかりから段だん階かい的に発達していくはずなのだが、彼はそうでもないらしい。やはり、人間と詠唱兵器では違うということなのだろうか』

『主任は難なん色しよくを示しめしたが、詠唱兵器に型番以外の名前をつけることにする。ジェシード・リーチ。愛あい称しようはジェシーだ。我われながらいい名前だと思う』

『ジェシーは複ふく数すうの中型魔獣もなんなく打だ倒とうした。このまま彼に殺さつ戮りくを続けさせることに心が痛む。感情が未熟なままでこれだけの経けい験けんをさせることが、彼に悪あく影えい響きようを与あたえないことだけを祈いのる』

『ジェシーに、思いやりということを教えてみる。自分の身を犠ぎ牲せいにしてしまってはいけないと教えたのだが、やはり理り解かいできないようである。そこら辺のさじ加か減げんは人間でも見定めにくいし、仕方のないことかもしれないが』

『今日の会議で、主任は大型魔獣を実験に使用することを強ごう引いんに決定した。いくら何でもおかしい。調べてみる必要がありそうだ』

『予想は最悪の形で的中した。やはり、どこの馬の骨ほねとも知れない人間に研究を任まかせるべきではなかったのだ。嫉しつ妬とと間違われることを恐れ黙だまっていた自分の不明だ。いずれにせよ、早そう急きゆうに対たい策さくを取る必要があるだろう』

『外と連れん絡らくを取ることに成功した。おそらくわたしは監かん視しされている。しかし、もう立ち止まるわけには行かない。様子がおかしい所員が数人いる。洗せん脳のうないし睡眠意識操作マス・ヒプノシスを受けたのだろうか』

　そこまで読んだところで、エルリーは帳面を閉とじた。これ以上読むのは、辛つらい。

　帳面を閉じ、小こ脇わきに抱かかえる。ひとまず、目的の半分は果たしたと言える。

　箱を閉じて立ち上がったところで、部屋に誰だれかが入ってきた。

　反はん射しや的に身を隠かくそうとして、その必要はないことに思い当たる。まだ『Kitr mikr』の効果は続いているはずだ。

　そのまま部屋から出ようとして、

「……おい、貴き様さま」

　エルリーは呼よび止められた。

「余よをここまで完全に無視したのは貴様が初めてだな。何者だ」

　気づかれている。エルリーの体を冷たいものが走る。

「お主こそ、何者だ」

　出来る限かぎり平静を装よそおう。いかなる形であっても、弱みを見せてはならない。

　部屋に入ってきたのは、鎧よろいを着込こんだ女性だった。肌はだは日焼けしていて黒く、化け粧しようっ気けのかけらもない。

「ほほぅ。余を知らないのか」

　女性は、なぜか嬉うれしそうに大たい笑しようした。

「知らぬな」

　念のために間合いを計る。女性の懐ふところには剣けんが差ささっている、用心に越こしたことはない。

「そう警けい戒かいすることはない。話を聞く前から武ぶ力りよくに訴うつたえるようでは、王として問題があるだろう」

「……王？」

「どうやら、本気で気づいていなかったらしいな」

　女性が溜ため息いきをつく。

「名前はラムリア・ピスロメン・コティペルト。一いち応おうこの国の王様のようなことをやっている。以後よろしく頼たのむ」

「なんと……」

　王が来ている、とはサビーネたちから聞いていた。だから洗脳等について推すい測そくしたり出来たわけだが、実じつ際さいに王を見たことはなかったのだ。

「……これは、失礼した。いや、失礼しました」

　ひとまず、膝ひざをつく。面おも白しろいわけではないが、相手はこの国の最高権けん力りよく者しやだ。怒おこらせるのは得とく策さくではない。

　しかし面白くない。元々他人に膝を屈くつするのは好きではないのだ。

「よいよい。そうかしこまるでない」

　ラムリアは再ふたたび大笑した。

「そもそも、そう嫌いやそうに臣下の礼を取られても困こまる。そういうことをするのは年とし寄よりの重臣どもだけでよいのだ」

　どうやら、顔に出てしまっていたらしい。

「立つがよい。ここにいるのは余と貴様だけだ。他ほかに誰かいるというのならまた話が変わってくるがな」

「それでは、お言葉に甘あまえて」

　エルリーは立ち上がった。

「しかし興きよう味み深い小こ娘むすめよ。一人でこんなところに来て何をしておるのだ」

　ラムリアが尋たずねてくる。

　どう答えたものか迷まよう。自分のやったことを考えると、罪つみに問われても全く文もん句くが言えない。犯はん罪ざい者と協力するわ研究所の扉とびらは勝手に開けてしまうわ他人の封ふう印いん詠えい唱しようを無断で解とくわ、罪ざい状じようにはことかかない。

「正直に話すがよい。沙さ汰たはそれから考える」

　ふと、これは実のところを言うと好機ではないかという思いがしてきた。王に直ちよく接せつ目通りが出来る機会など、そうそうあるものではない。

「これを、ご覧らんください」

　エルリーは帳面をラムリアに渡わたした。

「なんだこれは」

「お読みいただければご理り解かいいただけるものと存ぞんじます」

　少し考えてから、ラムリアは帳面を受け取った。

　頁をめくり、書かれている内ない容ように目を落とす。

　ラムリアの眉まゆが、みるみるうちに曇くもる。

「あくまでこれは個こ人じんの手による日記です。どこまで事実なのか、どれだけ主観的なのか、それはわかりません。……ですが」

　顔を上げてくるラムリアの目をしっかりと見み据すえる。

「嘘うそかどうか、この資し料りようが信しん頼らいに足るか。あなたも一国の王なら、すぐに見み抜ぬくことが出来るはずです」

　ラムリアは溜ため息いきをついた。

「あのダーク・ムーアという男は、元々スモールロッドのジジイが連れてきたんだが……。いや、採さい用よう前に一度目通ししておきながら正体を見抜けなかった余よの不明か」

　気を取り直したように小さく笑うと、ラムリアはエルリーに頭を下げてきた。

「かかる事じ態たいを招まねいたのは、あの男を採用した余の責せき任にんである。全力でもって解決にあたるので、どうか許ゆるして欲ほしい」

　まさかここまで素す直なおな対たい応おうを取られるとは思っていなかったので、エルリーは戸と惑まどってしまった。

「う、うむ……」

「すぐに行動へ移うつろうと思う。まずはあの男を探さがすところから始めねば」

「その必要はないでしょう」

　低く、感かん情じようを押おし殺したような声が、部屋の外から入ってきた。

「ここにこうして、現あらわれたのですから」

　エルリーの体が総そう毛け立つ。

「何とかばれずに事態を収拾しようかと思ったが、なかなかそううまく行くものでもないようだな」

　その目、その声、その体つき。

「エルリー。会えて嬉うれしいよ」

　眉み間けんに記された魔ま術じゆつ紋もん様ようを除のぞいて、全すべてがあの時のままだった。

「わしは、これっぽっちも嬉しくないな」

　もっと気の利きいたことを言ってやりたかった。しかし、溢あふれんばかりの憎ぞう悪おはそれすらも許してくれなかった。

「どうして貴き様さまがここにいる。どうして貴様が──生きている」

「そのことについては、またゆっくりと話し合おう。とりあえず『Kitr mikr』は解かい除じよするといい。もはや使用している意味もあるまい」

「お主とゆっくり話し合う？　冗じよう談だんはよしてくれ」

　力いっぱい、心の底そこからの憎にくしみを込めて、エルリーはその男──かつて自分を氷の中に閉とじ込めた男、ジョージ・カロドナーを睨にらみつけた。

「冗談ではない。君の協力が必要なのだよ。私の悲願を果たすためにね」

　エルリーの視し線せんにもひるんだ様子を見せず、ジョージはエルリーを見返してきた。





　屋や敷しきの前は、大変なことになっていた。

　巻まき起こる怒ど号ごう、閃ひらめく詠えい唱しよう。

　一進一いつ退たいの激げき闘とうである。

　戦っているのは、トピーアを筆頭にした国王お付きの者たちと、サビーネが指し揮きする荒あらくれ者たちだった。

「何がどうなってるのかしら……」

　手近な木に身を隠かくしながら、イルミラが首を傾かしげる。

「さあ……」

　予想もつかない。同じように別の木の陰かげから様子を窺うかがいながら、クラウスはそれだけ答えた。

　戦せん況きようは、サビーネたちに不利なようである。しかし、サビーネが詠唱を惜おしみなく使っていることもあって、サビーネ側に脱だつ落らく者しやは出ていないようだ。むしろ、地面に這はっているのは、お付きの者たちの側のようである。

　トピーアからしてもそうなのだが、どうやら攻こう性せい詠唱に得え手てな者がいないようである。そこも、王国側が決定力を欠いている原げん因いんなのかもしれない。

　ついに、囲みが破やぶれた。サビーネたちがどんどん森へと逃のがれていく。

「追って下さい！」

　トピーアが怒ど鳴なる。

　サビーネが、クラウスたちのすぐ横を通ろうとし、動きを止めた。

「……って、あんたらここで何やってるの？」

　驚おどろいたように目を見開いている。

「その、エルリーを探さがしに来まして……」

　現げん在ざいの状じよう況きようからして、そのまま説明するというのもなんだか間ま抜ぬけだが、他にどうすればいいという方法も思いつかない。

「なるほどね。それじゃいいこと教えてあげる」

　サビーネが屋敷を顎あごで指し示しめした。

「あの中に梯子はしごで下りるところがあるんだけど、そこから奥おくに行ける扉があるの。多分『夜の至し高こう者』はその中。じゃあね」

　畳たたみ掛かけるようにそう言うと、サビーネはさっさと逃にげていってしまった。

「逃がさないで！」

　トピーアが叫さけびながら追いかけていく。クラウスたちには気づいていないらしい。

　二組とも屋敷の前から離はなれて行き、周囲に静せい寂じやくが訪おとずれた。

「どうするのよ？」

　イルミラが尋たずねてくる。

「うーん……」

　わざわざサビーネがクラウスたちに教えてきた理由はわからない。なんだか不気味だが、嘘うそを言っているようには思えなかった。

「行こう」

　木の陰から飛び出すと、クラウスは屋敷へと向かった。

「暗いな……」

　屋敷の中はすっかり宵よい闇やみに呑のまれていて、光が届とどかない。

『黒に対するは白、闇に対するは光。叡えい智ち溢あふるる光にて、いざ漆しつ黒こくを白く染そめ上げん。白光招しよう起き、百光称しよう貴き』

　点灯詠唱ホーリーライトを発動させ、杖つえの先に明かりを点ともす。最近はランプを使う方法が主流になったが、点灯詠唱ホーリーライトは本来こうして使うものである。

　屋敷はとにかく散らかっていた。探しに探して、ようやくクラウスたちはサビーネの言っていた梯子を見つけた。

　下りてみると、そこは箱が雑ざつ然ぜんと積まれた倉庫になっていた。

「この奥の扉って言われてもなあ」

　一見、行き止まりのようである。

「別のところなんじゃない？」

　イルミラの声が聞こえる。あまりに暗いので、どこにいるのかも判はん然ぜんとしない。

「うーん、その確かく率りつが高いかな……？」

　と、そこでこの倉庫に異い変へんが現あらわれた。

　ぶん、という鈍にぶい光とともに、壁かべの一部が扉とびらと化したのだ。

　反はん射しや的に点灯詠唱ホーリーライトを解かい除じよする。

「ちょっとクラウス、何も見えな──」

「静かに。どっかに隠れて」

　言うなり、クラウスは手近なところに伏ふせる。

　扉が開き、中から誰だれかが出てきた。点灯詠唱ホーリーライトを消してしまったので、その体つきさえもよくわからない。

　出てきた誰かは、妙みように機械的な足取りで梯子まで移い動どうすると、そのまま上っていった。

　急いで扉の側そばへと移動する。

　扉には、魔ま術じゆつ文字がびっしりと記されていた。はっきりと判はん別べつできないが、今の時代で使われているものではないらしい。

　ノブにそっと触ふれてみる。特に衝しよう撃げき等はない。

　思い切って引き開けた。

　中から光が射し込んでくる。

「この先に、エルリーがいるってことかな……？」

　イルミラの言葉に、クラウスは頷うなずいてみせた。

「多分ね」

　入ろうとして、クラウスは躊ちゆう躇ちよした。

　中から漂ただよってくる気配が、なにか尋じん常じようではない。

　異い世せ界かい、と言っていい。足を踏ふみ入れた途と端たん、戻もどってこられなくなるのではないかという恐きよう怖ふがある。

　しかし、それならなおのこと行かなければならなかった。エルリーを、そんなところに置き去りにしておくわけにはいかない。

　深しん呼こ吸きゆうを一つすると、クラウスは中へと飛び込こんだ。





「協力だと。たわけたことを吐ぬかしおる。まだ、こりておらんのか」

　吐はき捨すてる。千年前と同じ顔で千年前と同じことを言うこの男は、一体何を考えているのか。

「相変わらずのようで安心したよ」

　ジョージが、嬉うれしそうに笑う。

「貴様」

　二人の会話に、ラムリアが割わり込んできた。

「余よの命令を無む視ししたことについて、話がある。また、視察においても不ふ審しんな点がいくつかある。貴様には王城に出頭して尋じん問もんを受けてもらわねばならんな」

　ジョージを睨にらみつけ、ラムリアが言う。

「申し訳わけありませんが国王陛へい下か、お言葉に従したがうことはできかねます」

　ジョージの口調は、相手を小こ馬ば鹿かにしたようなそれだ。少なくとも、国家の最高権けん力りよく者しやに対する態たい度どではない。

「なんだと」

　ラムリアの体から殺気が放たれ始める。

「目的は大方果たしました。もう、あなたたちに膝ひざを屈くつする必要性せいもない。今手の者を外の様子の調ちよう査さに向かわせましたし、私もそろそろお暇いとまさせていただくつもりです」

「ほほう」

　ラムリアが乾かわいた笑い声を立てる。

「どうしても邪じや魔まするというのなら、実力で道を開けてもらうことになりますが」

　そんなジョージの言葉には答えず、ラムリアは目にも留とまらぬ速さで腰こしから刀を抜きジョージへと斬りつけた。

「ふん。愚おろかな」

　しかし、その刃はがジョージに届とどくことはなかった。

　何かがジョージとラムリアの間に入り、ラムリアに痛つう烈れつな一いち撃げきを食くらわせたのだ。

　鎧よろいの破は片へんを撒まき散らしながらラムリアは後方へと吹ふっ飛び、壁に激突し動かなくなった。

「見事なものだろう。あの鎧はおそらく強化魔金ブラツクメタル製せいだろうが、『これ』のまえでは紙に等しい」

　傍かたわらの少年の頭に手を置きながら、ジョージが満足げに言う。

「君なら、これが何なのか分からないはずはあるまい。おそらくは、会った瞬しゆん間かんに見抜いたのではないかな」

「それ以上、喋しやべるな」

　体が震ふるえるのを、どうしても抑おさえられなかった。

　意い識しきしたわけでもないのに、魔力が体から溢あふれ出る。

「そう怒おこることもあるまい」

　ジョージは、あくまで余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。

「自身が根こん幹かんを設せつ計けいした『mjidas woqot』がこうして完成の日の目を見たのだ、感かん謝しやするべきだと思うが？」

「黙だまれ！」

　こらえきれず、遂ついにエルリーは叫さけんだ。

『mjidas woqot』。様々な素そ材ざいで作り上げた人形に闇やみ魔ま術じゆつを使用し、文字通り『魂たましい』を吹き込む手法である。

　千年前、シャグラッド家の跡あと取とりとして詠えい唱しようの研究に励はげんでいた頃ころ、編あみ出したものの一つだ。

　どうしても気が進まない研究だった。自じ己こで思考し判はん断だんする詠唱兵器の必要性は理り解かいできたが、やはり人でないものに魂を与あたえ、そして死地に赴おもむかせるということには強い抵てい抗こうがあった。

　けれども、当時エルリーが暮くらしていた国の統とう治ち者ヴァイケル・ヴァイカート帝てい王おうは、研究を進めるようエルリーに命令、エルリーは仕方なく詠唱を完成させた。

「いざ実じつ際さいに作ろうとしてから困こまったのが、詠唱の設定不全だったわけだが。エルリー、さてはわざと設定不全を潜もぐり込ませたね？」

　ジョージの言うとおりである。詠唱を完成したように見せかけつつ、実はうまく行かないように不完全な部分を忍しのばせていたのだ。

　帝王もこの詠唱の不ふ備びは見抜けなかったらしく、『mjidas woqot』の計画は沙さ汰た止やみになったのだった。

「お主がなぜ『mjidas woqot』を知っている。あれは、帝王とわし、後はマルカスくらいしか知らなかったはずだぞ」

『mjidas woqot』の存そん在ざいは、極ごく秘ひ中の極秘事項だった。重要な役やく職しよくについていたとはいえ、ジョージは所しよ詮せん人臣の身である。知ることは出来ないはずだ。

「まさか、温おん厚こうなヴァイケル陛へい下かが『mjidas woqot』のようなものを自身の御お心こころから開発するように指し示じなさったと思っていたのか？」

「……そういうことか」

　エルリーの体を、どす黒い怒いかりが吹き抜ける。

　ヴァイケル帝は、元々動物と自然を愛する優やさしい人ひと柄がらの人物だった。

　だが、エルリーがシャグラッド家の跡を継ついだ頃辺りから徐じよ々じよに好戦的になり、不ふ穏おんな言動も目立ち始めた。

「一体どうしたのかと、ずっと気になっておった。……お主の仕し業わざだったか」

「千年越ごしの疑ぎ問もんが解とけたようだね」

　つまらないことを言って、ジョージがくっくと笑う。

　ジョージの横に立ったままのジェシーは、ぴくりとも動かない。その目はエルリーに向けられていた。何を考えているのかまではわからない。ただ、ジェシーはエルリーを見ていた。

「その疑問を解消してくれたお礼ということで力を貸かすというのはどうだろう」

　相変わらず人を食ったようなことばかり言うジョージ。

「断ことわる。ふざけるのもいい加か減げんにしてもらおうか」

　とにかく、この男だけは許ゆるさない。改めて腹はらをくくりなおす。

　目的の残り半分は──目の前の男の打だ倒とうだ。

「どうあっても首を縦たてには振ふってもらえないか」

　ジョージが溜ため息いきをついた。

「ならば、手伝いたくなるよう努力してみようか」

「たわごとを」

　鼻で笑うと、ジョージに一いち撃げき食らわせるべくエルリーは腰こしを落とす。

『ritos kuras waor-aor, mitos luras taor-roa』

　しかし、先に動いたのはジョージだった。

　古式詠えい唱しようである。千年前に主流だったものだ。

　エルリーとジョージの間に、魔法陣じんが浮うかび上がる。

　その魔法陣から生えてくるようにして、なにか巨きよ大だいなものが出しゆつ現げんした。

「命乞ごいは、協力を約束する場合のみ認みとめよう」

　それは、猿さるだった。ただし、通つう常じようの猿よりもはるかに巨大である。その面つら構がまえも、凶きよう悪あくそのものだ。

　猿はその腕うでをぶんぶんと振り回した。壁かべが全すべて砕くだけ左右隣どなりの部屋と一つになってしまう。

　やがて、調子を取り戻もどしたとでもいわんばかりに高らかな吠ほえ声を響ひびかせると、エルリーに目標を定めてきた。

　その手が、エルリーを捕とらえようと伸のびる。

『de-ra remis, ve-la nemis』

　短い詠唱とともに、エルリーの体から黒い霧きりが噴ふき出した。

　霧は猿にまとわりつく。ゆっくりと、呑み込むように。

　最初は何が起こったか理り解かいできない様子の猿だったが、徐々に苦しみ始めた。

「おお、素す晴ばらしい」

　ジョージが目を輝かがやかせる。

　なんとか霧を振り払はらおうとする猿だが、どうしても霧は離はなれない。

　ついには、どうと横よこ倒だおしになり泡あわを吹いた。ぴくぴくと痙けい攣れんするその姿すがたは、間ま違ちがいなく戦せん闘とう不ふ能のうである。

「それでは、これならどうだ」

　再ふたたびジョージが詠唱し、同じように魔法陣が出現した。次に現あらわれたのは、一羽の鳥だった。

　例えば鷲わしや鷹たかのような、見るからに獰どう猛もうな猛もう禽きんというわけではない。むしろ、外見だけでいうなら雀すずめに近い。

　しかし、先ほどの猿と同じく、大きさが桁けた外はずれだった。

　広げた翼つばさは片かた方ほうだけでエルリー五人分もあり、足も人間を軽々わしづかみに出来そうなほどの大きさである。

　どこか愛あい嬌きようの残る外見と、その異い常じような大きさが、いかにも不ふ釣つり合あいいだった。

　鳥が翼をはばたかせた。猛もう烈れつな風が巻まき起こり、倒れたままのラムリアが吹き上げられ、再さい度ど壁にぶつかる。

　髪かみをなびかせながら、エルリーは再び詠唱する。

『yubur gug eyuba quweitz, borit mioae yuba-gu』

　吹いていた風が収しゆう束そくし、鳥めがけて襲おそい掛かかった。

　それは、あたかも空気の刃やいばのごとく鳥の中心を貫つらぬく。

　血を噴き出しながら、鳥はその場に崩くずれ落ちた。

「もしやとは思うが」

　エルリーは凶きよう暴ぼうな笑え顔がおを浮かべてみせる。

「この程てい度どで、わしをどうこうできると思っていたわけではあるまいな」

　その背せ中なかに、一対ついの翼を輝かせながら。

「まさか」

　ジョージは、真意の読めない含ふくみ笑いを浮かべた。

「力が衰おとろえていないかどうか、試ためさせてもらっただけのことだ」

　そして、両手を大きく広げる。

「ならば、これをぶつけても問題ないな」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、ジェシーが動いた。

　エルリーの体を驚きよう愕がくが、やや遅おくれて激げき痛つうが貫いた。

　弾はじき飛ばされ、床ゆかの上を跳はねる。

「そん、な……」

　咳せき込みながら、ジェシーを見上げる。

　ジェシーの表ひよう情じようは、やはり窺うかがえない。

「どうした？　まさか詠唱兵器が自分を襲わないとでも思っていたのか？」

　勝ち誇ほこったようなジョージの言葉が、朦もう朧ろうとする意い識しきの中に飛び込んでくる。

「設せつ計けい者しやなら分かるはずだ。詠唱兵器にとって作成者の命令は絶ぜつ対たいであり、他の全てに優ゆう先せんする」

　百も承しよう知ちだった。それでも、衝しよう撃げき的だった。

　ジェシーとかわした会話がありありと蘇よみがえる。あの優やさしく純じゆん粋すいなジェシーが自分に攻こう撃げきを加えてくるということが、エルリーにはどうしても信じられなかった。

「──くっ」

　床をごろごろと転がる。紙かみ一ひと重えのところで、ジェシーの拳こぶしをかわせた。

　鈍にぶい音。床にひびでも入ったのか。

『我われその加か護ごを渇かつ望ぼうせん、我その庇ひ護ごを熱望せん！　陽ようの統とう治ち者しやすなわちハンセン、汝なんじの輝き今こそここに！　陽よう沙さ燈らん乱らん、光こう狭さ導どう暗あん！』

　体たい勢せいを立て直して詠えい唱しよう。自身の周りに防ぼう壁へきを張はり巡めぐらせる。

　現げん代だいの詠唱を使ったのは、闇やみ魔ま術じゆつの使いすぎで魔力減少ジエイデツドを起こすことを避さけるためである。

　既すでに魔転イーヴライズドを起こしてしまっている以上、いつ魔力減少ジエイデツドが起こってしまってもおかしくない。今この状じよう況きようで戦闘不能に陥おちいるのは、あまりに致ち命めい的である。

「どうした、そんな気休めでよもや詠唱兵器をどうこうできると思っているのではあるまいな」



    

  
    
      　エルリーの言葉を真ま似ねながら、ジョージが挑ちよう発はつしてくる。

　わかっている。詠唱兵器と対たい抗こうするのなら、今すぐ持てる力の全すべてを叩たたき込こまねばならない。

　そうすれば、おそらく仕留めることは出来る。だが、どうしてもできない。

　自分の手による研究を元にして生み出された相手、ということにどうしても罪ざい悪あく感を感じてしまう。あの時──実験の話を持ちかけられた時、自分が断だん固ことして拒きよ否ひしていれば、こんな哀かなしい存そん在ざいを生み出さずに済すんだのではないのか。そんな思いが消えない。

「ジョージ。お主はわかっておるのか。こうして戦わせるたびに──」

「ああ。詠唱兵器の寿命は大おお幅はばに縮ちぢむ」

　元々詠唱兵器は魔力のみで構こう成せいされていて、戦せん闘とうの際さいの動力源げんもまた魔力である。

　その上外部からの魔力補ほ給きゆうは不ふ可か能のう。つまり──こういう表現は反へ吐どが出そうになるのだが──詠唱兵器は消しよう耗もう品ひんなのだ。

「だからどうしたというのかね。使えなくなったのならまた作り直せばいい。千年前より材料は手に入りやすくなっているから、そこまで無む茶ちやな費用がかかるわけでもない」

　予想していた答えだったが、それでも目の前が真っ赤になりそうになった。

「お主と、いう奴やつはっ……！」

　考えるより先に魔力が迸ほとばしる。

「危あぶないな」

　その波動を、ジョージはかわすことなく受けきった。おそらく、前もって防御詠唱の類を発動させていたのだろう。

　完全にジョージの手のひらの上で踊おどらされている。そう自分で理り解かいしているのだが、どうしようもない。

「貴き様さま、何が目的だ。よもや今いま更さら世界をどうこうしようとしているわけでもあるまい」

「そうだな。支し配はい欲よくはグロスコフに置いてきた」

　ジョージがエルリーを見る。

「詳くわしくは、話す必要もないだろう。関係のないことだ。お前は道具としてのみ動いてもらえばいい」

　その言葉に合わせるように、詠唱兵器が身み構がまえる。

　──こんなとき、クラウスがいたら。

　基き本ほん的に足を引っ張ぱってばかりだが、ここ一番では彼ほど頼たよりになる存在はいない。

　今こうして孤こ立りつしているのは、ひとえに己おのれの責せき任にんである。自分の過か去こに追いかけられている姿すがたを親しい人に見られたくなくて一人で行動し続けた、そのツケが回ってきているだけの話だ。

　後こう悔かいしても遅おそい。今すべきことは他ほかにある。

　分かっているが、それでも動けなかった。

「……クラウス」

　小声で、エルリーはそう呟つぶやく。





「ここ、一度来たんじゃないか？」

「え、でも扉とびらは左側にあったでしょ」

「いや、右側だった」

「そう言われれば、そうだったかな……？」

　二人は、研究所の中で迷まよっていた。入り組んだ通路と延えん々えん続くに多様な光景が原げん因いんだ。

「こっちだ、こっちだと思う」

「そっちは行ったよ。そっちに行ったらまた一周してこっちに来るんじゃないかな」

「じゃ、そっちか」

「……うん、多分」

　歩けど歩けど、エルリーは見つからない。行き違ちがいになってしまったのではないかという不安が胸むねにわだかまる。

「こっちが正解かな……？」

　もちろん、自信などかけらもない。しかしだからといって立ち止まっているわけにも行かない。

　しばらく歩いたところで、クラウスたちは白衣を着た男女の一団だんと出くわした。手に手に工具を持っている。

「なっ……!?」

　隠かくれようとしたが、手て遅おくれである。見つかってしまった。

　男女の反はん応のうは、大変薄うすいものだった。クラウスたちが見えているのかいないのか、それさえもよくわからない。

「ええと……」

　拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。これはどうしたものだろう。

　クラウスが迷っていると、白衣の集団の中の一人が歩み寄よってきた。短い髪かみの男である。

　男は何も言わずに、手にした木き槌づちを振ふり上げた。

「危ない！」

　イルミラの声が聞こえ、続いて側頭部に鈍にぶい痛いたみ。

　自分が殴なぐられた、という事実に気づいたのは少し遅れてからだった。

　持っていた杖つえを取り落としよろめく。視し界かいがふらつく。

「このお！」

　イルミラが男に飛び蹴げりを入れた。男はもんどりうって転がっていく。

「クラウス下がって！」

　男女の群むれと対たい峙じしながらイルミラが叫さけぶ。

　言われるがままにクラウスは下がった。頭がくらくらする。

　殴られた部分に触ふれてみると、何か温あたたかい。指を目の前に持ってきて愕がく然ぜんとする。──血が、出ていた。

　かなりの出血らしい。頬ほおを伝わってたれていく感かん触しよくがする。

　痛みがないのは、おそらく突とつ然ぜんのことで感覚が追いついていないのだろう。後からえらいことになるに違いない。

　とにかくイルミラを少しでも援えん護ごしないと。そういう風に結けつ論ろんを出し、クラウスは詠えい唱しようを始めた。

　イルミラは、一人ひとり白衣の人間を確かく実じつに倒たおしている。さすがというべきだろうか、動きに無む駄だがない。

『願いと力を重ねて合わせ、化け外がいの輩やからを浅めて交わさん！　協化涯がい層そう、凍とう過か媒ばい奏そう！』

『重来の王碑マーシフルフエイト』。他の詠唱の効こう果かを強化する詠唱である。詠唱そのものが体を流れているようなものである魔ま術じゆつ格かく闘とうを使う人間には、全体的な能のう力りよくの向上に繋つながる。

「おっ、気が利きくねクラウス！」

　イルミラの動きにキレが増ます。効きき目は十分なようだ。

　眺ながめているうちに、徐じよ々じよに痛みがやってきた。のしかかるような、じんじんとした感触。痛いのか重いのかはっきりとしない。

　イルミラがあの連中を片かた付づけたら、治ち療りようしたほうがいいかもしれない。治ち癒ゆ詠唱は基き本ほん的てきなことしか出来ないが、何もしないよりはましだろう。

　しかし、とクラウスは思う。この白衣の集団は何なのだろうか。何も言わずに殴りかかってくるとは、ただごとではない。

　色々理由を考えてみたが、おそらく、この場所がよほど世間から隠かくされている場所であるというのが妥だ当とうな線だろう。近づく者を、問答無用で攻こう撃げきしなければならないほどの何かが秘ひめられている場所なのだ。

　言いようのない感かん情じようがクラウスの心を埋うめ尽つくす。

　それは多分、お出かけの時はしゃぎすぎて親とはぐれてしまった子こ供どもの気持ちと似にていた。

　自分の能力ではどうしようもない、自分の理り解かいできない世界に取り残された感覚。これまでの日にち常じように戻もどれるのかわからないという不安。

　所しよ詮せん自分は小市民なのだと思う。あまりに大きな事じ態たいを前にしては、怯おびえが先に立ってしまうのだ。

　早くエルリーを見つけ出して、ここから出たい。強くそう思う。

　イルミラは、白衣の一団のほとんどを倒たおしていた。残りはもうあと僅わずかである。

『願いと力を重ねて合わせ──』

　再ふたたびイルミラに『重来の王妃マーシフルフエイト』をかけようとする。クラウスは魔力が低いので、あまり強力な『重来の王妃マーシフルフエイト』を使用できない。よって、持続時間の短い『重来の王妃マーシフルフエイト』を小こ刻きざみにかける必要があるのだ。

　詠唱の途と中ちゆうで、何か背はい後ごから気配を感じた。寒気、に近い。

　詠唱の完成を諦あきらめ、転がるようにして後ろの何かから距きよ離りを取る。

　気配の根こん源げんは、一人の女じよ性せいだった。長い髪を後ろで一つにまとめるだけという、無造作な髪型が目立つ。

　彼女は、手に長いくぎ抜ぬきを持っていた。くぎ抜きといえども鉄てつ製せいである。殴られては大変なことになる。

　徐じよ々じよに距離を詰つめてくる女性。あとずさるクラウス。

　振ふり返ると、イルミラはまだ交戦中である。数名しぶといのがいて手こずっているらしい。

　どうすればいいか、そんなことは分かっている。クラウス自身の力で、あの女性を排はい除じよすればいいのだ。

『御み名なは風神オリヴィウス、其そは吹ふきすさぶ天空の使者、すなわち疾はやき蒼そう穹きゆうの覇は者しや！』

『重来の王妃マーシフルフエイト』を中ちゆう断だんし、新たに『招風詠唱ストームウインド』を詠唱する。

『眩まばゆきその所作その力──』

　杖を突つきつけ、詠唱を発動しようとする。

　──が、できなかった。心のどこかから、引きとめようとする声が聞こえてくるのだ。

　クラウスは、生きている人間に対して攻こう性せい詠唱を発動したことがない。これまで使ってきたのは、例えば木のような動かない的まとがほとんどで、それ以外で一度使ったことがあるのも魔力で甦よみがえった昔の殺さつ人じん鬼きという微び妙みよう極きわまりない存そん在ざいだった。

　生きている人間に使ってしまって、万が一のことがあったら。そんなことを考えてしまう。

　どちらかと言えば、勝手に侵しん入にゆうしている時点でクラウスたちに非ひがある。良心が痛いたみを訴うつたえてくる。

　けれども、事態はもう抜き差しならないところまで来ていた。くぎ抜きを構かまえた女性は、もうすぐそこまで来ている。

『今我わが前に顕あらわし示しめせ！』

　半ば自や棄けでクラウスは『招風詠唱ストームウインド』を発動した。

　なんの防ぼう御ぎよ対たい策さくも施ほどこしていなかった女性は、簡かん単たんに巻まき込こまれ床ゆかに転がり動かなくなった。

「……あ、あ」

　その姿すがたを見るなり、罪ざい悪あく感がクラウスの首根っこを掴つかんだ。

　人をこれほどまでに傷きずつけたのは、生まれて初めてである。

　喧けん嘩かをしたことがないとは言えない。しかし、相手が動かなくなるまで痛めつけたことなど一度もない。

　仕方なかったのだ、自分にそう言い聞かせようとする。こうしていなければ、今いま頃ごろ横になっているのは自分だ。



    

  
    
      　無む駄だだった。罪悪感は、取り返しのつかないことをしてしまったという怯おびえにその姿を変えていく。

　──人を打ちのめすということは、自分の弱さを打ちのめすことにもなるのだ。

　更さらに、もう一つ真っ暗な事実に突つき当たった。

　クラウスは助性詠えい唱しよう士し志し望ぼうである。もし王国詠唱士になったところで、先頭を切って戦うことは滅めつ多たにない。

　しかし、先ほどのトピーアを見て分かるとおり、場合によっては攻性詠唱でもって戦う場面もありえるのだ。

　こんなことで。こんなことで、自分は詠唱士になれるのだろうか。

　今まで乗り越こえてきたものとは比ひ較かくにならないほどに高い壁かべが、目の前に立ちふさがってしまった。

「よーし、大方ケリがついたわね。クラウスもやるじゃない」

　イルミラがクラウスの肩かたを叩たたいてくる。

「あ、うん……」

「血がひどいわねえ。治ち癒ゆ詠唱かけておいたほうがいいわよ」

　イルミラは、クラウスに元気がない理由を傷によるものだと勘かん違ちがいしたらしい。

「わかった、そうするよ」

　治癒詠唱を唱える。

　とりあえず、悩なやむのは後だ。エルリーを見つけ出すこと、それをなによりも優ゆう先せんしなければ。

　そう考えてもなお、クラウスの内心の暗いものは消え去りはしなかった。





「ふん、全く情なさけないことだ」

　ジョージが、侮ぶ蔑べつの意も露あらわに笑う。

　立ち上がろうとして、エルリーはその場に倒たおれこんだ。体に蓄ちく積せきされた打だ撃げきは、簡かん単たんな動作さえも不ふ可か能のうにしてしまっている。

「無む抵てい抗こうなら、詠唱兵器が同どう情じようして攻こう撃げきの手を緩ゆるめてくれるとでも思ったか。

　……いや、違ちがうな。大方、自身の良心などというくだらないもののために身動きが取れないのだろう」

　最後の力を振ふり絞しぼって、ジョージを睨にらみつける。

「甘あまい、甘いな。たかが魔ま力りよくの塊かたまりに感情を持つとは。どこまで行っても人じん為い的な創そう作さく物に違いないというのに」

　怒いかりが腹はらの中で煮にえたぎる。本当に、どうかしてしまいそうだった。

「まあいい、詮せん無ない事だ。ひとまず、魔力を奪うばわせてもらう。連れて行くに当たっても、無力化しておかないといつ寝ね首くびをかかれるか分からないからな。

　魔力減少ジエイデツドが起きてしまうとやっかいだが、その時はその時だ」

　ジョージの手に黒い塊が宿る。あれはおそらく『Ammon Rammorna』だ。相手の魔力を一時的に奪い、魔力減少ジエイデツドに似にた症しよう状じようを起こさせる詠唱である。

『Mrati Trait, Ghan Hagn』

　ジョージが詠唱する。

　なんとか対たい策さくをとろうとするが、激げき痛つうが体を動かなくしている。

　いくら魔力が強いといっても、所詮体は普ふ通つうの少女のものである。物理的な打撃には大変もろい。

『Nrati Srait, Lhan Gahn』

　ジョージの手の黒い塊が更に巨きよ大だい化かする。

『Ammon Rammorna』は、一度発動してしまえば、予定された魔力を全すべて吸きゆう収しゆうするまで決して止まらない。

　向こうがエルリーの魔力を行動不能なまでに吸収するつもりなら、迎げい撃げきするにしても、魔力を全て打ちつくさねばならない。

　もう一人でいいから誰だれかと協力すれば、消費量を分け合うことでどうにかこなせるのだが、エルリー一人ではいかんともしがたい。

　絶ぜつ望ぼうが胸むねに広がる。またしても、ジョージに敗北してしまうのか。

　千年前と同じように、ジョージは笑え顔がおを浮うかべていた。他人を嘲あざけり、見下すような笑顔を。

『──Ammon Rammorna』

　黒い塊が、エルリーめがけて移い動どうしてくる。速度が遅おそいのは、エルリーの魔力を奪いつくせるほどに高出力だからだろう。

　避さけようとすれば避けられるはずだ。けれど、やはり動けない。

　涙なみだが出てきた。自分が情けなさ過すぎる。自分ひとりでは、何も出来ないというのか。

　黒い塊がエルリーを今にも呑み込もうとする。もう、終わりだ。固かたく目を閉とじる。

　しかし、いつまでたっても衝しよう撃げきは訪おとずれなかった。

　おそるおそる目を開ける。そこには、信じられないような光景が広がっていた。

　痛いたみも忘わすれて、エルリーは叫さけぶ。





　自分の名前を呼よぶ声が聞こえる。なんだか、嬉うれしい。

　しかし、その声に返事をすることは出来なかった。もう、立っているのもやっとなのだ。

「お主のような魔力で動いている存そん在ざいが『Ammon Rammorna』を受けては、ひとたまりもないではないか！」

　彼女は怒おこっているらしい。こうするほかなかったのだから、分かってほしいとは思う。

「『mjidas woqot』の分ぶん際ざいで、主人に逆さからうとは。……やはり、感情などという余よ計けいなものを持ってしまったのがまずかったようだな」

　主人が、苛いら立だちも露あらわに呟つぶやく。

　ひどく怖こわい。体の芯しんが不安定になって、そのまま折れてしまいそうだ。

「失敗作だな。作り直せばいいだけの話だが。……なんだ、その目は？」

　主人の眼がん光こうに鋭するどいものが混まじり始める。

「逃にげろ、お主のかなう相手ではない」

　後ろから、少女の声が聞こえてきた。

　散々殴なぐったのに、まだ心配してくれているようだ。

　恐きよう怖ふと戦うには、十分すぎる理由だった。

「失敗作は廃は棄きせねばならない。どういう悪あく影えい響きようが生まれるかわからないからな」

　頬ほおを叩たたいて、少しでも意い識しきを明めい確かくに保つ。

　自身の体を簡かん易い検けん査さしてみようかとも思ったが、やはりやめることにした。結果は目に見えている。

　一人で立ち向かっては犬死だ。もはや万ばん全ぜんな時の一割わりも力を発はつ揮きできない。

　それでも手はある。いちかばちかの、危き険けん極きわまりない賭かけだが。

　立ち位置を微び妙みように変える。向こうは気づいているのかいないのか。確かく認にんする術すべはない。気づいていることを前ぜん提ていで動くしかないだろう。

「無む傷きずの時ならいざ知らず、今のその状じよう態たいでは処しよ分ぶんすることはたやすい」

　主人が笑う。

　処分、失敗作、『mjidas woqot』。これまで何の違い和わ感もなく受け止めてきた言葉だ。

　今は違う。その一つ一つに、強い反発を覚える。

　自分ジエシーというものを、自分自身で意識する。自分は自分ジエシーなのだ。

　主人を見ながら、じりじりと移い動どうする。

「命令に背そむくのみならず、抵てい抗こうするつもりか。どこまでも救いようのない物ものよ」

　主人はあくまで人扱あつかいしないつもりらしい。どうしても、一ひと泡あわ吹かせてやらないと。

　狙ねらい通りの位置に移動したところで、拳こぶしを握にぎってみせる。

『歪ゆがみし瞳ひとみ、逆さからう津つ波なみ、踊おどれる頬は細ささめ雪ゆき』

　主人は何も言わずに詠えい唱しようを始めた。しとめるつもりなのだろう。

　そんな主人に殴りかかる。じれったいほどに遅い動きで。

　露ろ骨こつな嘲ちよう笑しようが目に飛び込んできた。

『孕はらみし蔀つぼみ、補おぎなう投と網あみ、迎むかえる齟そ齬ごは菖蒲あやめ鞭むち。燐りん過か照しよう優ゆう、鈴りん多た道どう修しゆう』

　目の前で光が弾はじける。体が浮く、意識に雲がかかる。

　地面に叩きつけられながら聞こえてきたのは、主人のうめき声だった。

「……おの、れえええ！」

　体を起こすこともかなわない。だが、狙いがうまく行ったことだけは間ま違ちがいない。

「ジェシー、ジェシー！」

　少女の声が近づいてくる。

　その声は、消え去りそうな意識でもなおわかるほどに上ずっていて、そして鼻声だった。

　泣くことはないと思う。哀かなしむことはないと思う。

　どちらにせよ、自分は彼女たちより遥はるかに寿命が短い。

　だから、同じ死ぬにしても、誰かを助けて死んだ方がいいと思う。

　教えてもらった思いやりということを実行できて、本当に嬉うれしい。

　思いやりという言葉を教えてくれた人は、これが人間を人間たらしめている感かん情じようだと言っていた。

　それが本当なら。

　最後の最後で、少しだけでも、人間らしくなれたのかもしれない。

　ほっとしたせいか、嬉しく思ったせいか。

　意識がどんどん薄うすれていく。少女の声もほとんど聞こえない。

　無理して、顔の筋きん肉にくを動かしてみる。笑え顔がおには慣なれていない、うまくできたかどうか自信はない。

　彼女に見せる顔は、出来るだけいいものにしていたかった。どうしてそんな風に感じたかは、最後までわからなかったけれども。





「のう、目を開けるのだ！　のう、のうというに！」

　ジェシーは、動かなかった。どれほど呼びかけても、どれほど揺ゆさぶっても、ほんの僅わずかにも動かなかった。

「……うっ」

　ジェシーが倒たおれる様を見て忘わすれた痛いたみがぶり返してくる。無理に動いたせいで余よ計けいに苦しい。

　その場にうずくまる。体中が、ばらばらになってしまいそうだった。

「……おのれ、狸たぬき寝ね入いりとはな。荒鷲が聴きいて呆あきれるというものだ」

　ジョージが、血のあふれ出す脇わき腹ばらを抱かかえながら毒づく。

　血の量からしても、明らかに致ち命めい傷しようである。長くはないだろう。

「油ゆ断だんする貴き様さまが悪い。余は状じよう況きようを判はん断だんし最さい善ぜんの行動を取ったまでだ。コティペルト王家の家訓に、正々堂々と戦えなどというくだりは存そん在ざいしない」

　ラムリアは再ふたたび剣けんを構かまえる。

　鎧よろいが砕くだけるほどの一いち撃げきを受けたというのに、まったく辛つらそうな様子がない。『不動の身対パーシヴイランス』でも発動していたのだろうか。

「一いち応おうとどめは刺さしておく。罪ざい状じようは己おのれの腹はらに聞くがよい。『鷲嘴剣エピー・ソード』の切れ味、久ひさしぶりに試ためさせてもらうぞ」

「ここは撤てつ退たいしておくか。これ以上争っても無意味というもの」

　じりじりと、ジョージが後ずさる。

「その深手で逃にげられると思っているのか。おめでたい奴やつよ」

　ラムリアが剣けんを振ふるおうとしたまさにそのとき、周囲を閃せん光こうが埋うめ尽つくした。

「なっ!?」

　ラムリアの動揺した声が聞こえる。

「先ほどの言葉、そのままお返ししよう。油断は大たい敵てきだ」

　ジョージが吐はき捨すてるように言い、光が消えた。

「逃がしたか」

　悔くやしそうに、ラムリアが言う。

　ジョージの姿すがたはどこにもなくなっていた。それまでジョージが立っていたところには、血ち溜だまりが出来ている。

「さて、貴様無事か。かなり痛めつけられていたようだが」

　ラムリアが体に触ふれてくる。それだけで、凄すさまじい激げき痛つうが走った。

『その身に受けた故ゆえなき仕打ち、この気に向けて癒いやし満たさん』

　ラムリアが治ち癒ゆ詠えい唱しようを唱える。サビーネが使ったのとは別種のものだ。

『安あん寧ねいと寧ねい涼りようをこの胸に、平静と静せい穏おんをこの心に。寧穏等とう視し、静安朗ろう志し』

　魔ま力りよくが傷きず口ぐちに染しみ込み、痛みを緩かん和わしていく。

　かなりの使い手である。決して軽くないエルリーの負傷を、ほぼ完全に治してしまった。

「さて、余はこれからやることがある。貴様には聞きたいことが色々あるが、また次の機会だな。色々とやることがあるし──」

　ラムリアが歩き始める。

　部屋から出る直前で振り返り、こんな言葉を残していった。

「詠唱では心の傷まで癒せない。自分で乗り越えるしかない。余はそれに付き合うほど暇ひまでも親切でもない。──冷たいようだが、すまぬな」

　意味をほとんど理り解かいできない。ただ、右から左へと耳を通り抜ぬけただけだった。

　ぼんやりと、目の前の動かぬジェシーを眺ながめやる。

　何から哀かなしめばいいのか分からなかった。

　何から後こう悔かいすればいいのか分からなかった。

　動こうとする気力さえも起こらない。涙なみだも出ない。

　ただ呆ぼう然ぜんと、その場に座すわり込こむ。

　どれくらいそうしていただろうか。時間の感覚もあやふやになってきたところで、誰かが部屋に入ってきた。

「エルリー、エルリー！」

「よかった、無事そうじゃない」

　クラウスとイルミラだった。自分を探さがしてくれていたらしい。

「怪け我がはないか？」

　クラウスがそう尋たずねてくる。自分の顔には血の跡あとが残っているというのに、こっけいなものだ。

「何ぼけっと座ってるのよ。誰もいないところで」

　誰もいない、それはどういうことだろう。そこに倒たおれている少年がいるはずなのに。

　──それは間ま違ちがいだった。ジェシーの姿はどこにもない。

　考えてみれば当たり前の話だった。魔力で構こう成せいされている存そん在ざいなのだから、命が失われれば魔力の残ざん滓しとなってばらばらになってしまうに決まっている。

　そのことに思い当たった時、突とつ然ぜん感かん情じようが暴ぼう走そうを始めた。

「……どうして」

　やめておいた方がいい、こんなことを言っても仕方ない。

　分かっていても、抑おさえることが出来なかった。

「……どうして、もう少し早く来てくれなかったのだ！」

　それまで全く出なかった涙が、突然溢あふれ出す。

　クラウスは何も言わなかった。ただ、申し訳わけなさそうな、傷ついたような、そんな顔をしてエルリーを見下ろしていた。

「ちょっとエルリー。何があったのか知らないけど、クラウスだって一生懸けん命めいだったのよ。怪我までして来てくれたのに、いくらなんでも……」

「わかっておる、分かっておる、ああ……わかって……」

　駄だ々だっ子のように、エルリーは泣いた。

「……ったく、どうしちゃったのよ。ほら、元気出して」

　イルミラが、隣となりに座って軽く肩かたを抱だいてくる。

　その胸むねに顔をうずめ、エルリーは号泣した。

　研究対象を永えい遠えんに失った研究所に、その声は長く長くこだました。



    

  
    
      　終章　夏の残ざん照しよう　Summer Dying Fast






「こんばんは。調子はどう？」

　格こう子しの向こうから話しかけられ、眼めが覚めた。

「正せい常じよう。二十種の簡かん易い自じ己こ分ぶん析せきの結果、問題点は見当たらず」

　質しつ問もん内ない容ように、必要な答えのみを返す。

「相変わらずねえ」

　話しかけてきた女じよ性せい──副主しゆ任にんが苦く笑しようした。笑うという行こう為いを誘ゆう発はつするようなことはしていないはずなのだが。

「まあいいわ。今日はあなたに嬉うれしい知らせを持ってきたのよ」

「嬉しい、知らせ……」

　嬉しいという単語の意味は知ち識しきとして知っている。しかしどういうものなのかは理り解かいできない。

「これまでずっと人型詠えい唱しよう兵器二十五型だったけど、今日からあなたに名前をつけてあげます」

　名前とは名めい称しようのことだろうか。それならば人型詠唱兵器二十五型でいいはずである。

「ジェシー。あなたは今日からジェシード・リーチよ。いい名前でしょう」

「……ジェシー？」

「そう、ジェシーよ。鋼鉄侵攻メタルコア時代の英えい雄ゆうの名前からとったの」

　彼女の方がよっぽど嬉しそうである。名前をつけるという行為は、そんなに楽しいものなのだろうか。

「起こしてごめんね。それじゃ、お休みなさい」

　微笑ほほえみを残して、副主任は去っていった。

　目を閉とじて、睡すい眠みんに移い行こうしようとする。今日の実験の負ふ担たんは大きかった。出来る限かぎり休息を取っておかないといけない。

　しかし、どうしてかすぐに移行できなかった。何かが、邪じや魔ましている。

「……ジェシー」

　呟つぶやいてみる。

「ジェシー」

　何度も、何度も。

　どうして、自分がこれほど気にかけているのか不思議だった。

　名前など、個こ体たいを識しき別べつするための記号だ。そう考えているのに、なぜか頭から離はなれない。

　胸むねの辺りに違い和わ感がある。自己診しん断だんを幾いく度ども行ってみるが、とりわけ問題点は見つからない。

　表ひよう現げんしにくい感じだった。こんなことは初めてだった。

　何となく、暖あたたかい。室温は完全に制せい御ぎよされているというのに。

　報ほう告こくしようとも思ったが、結局やめることにした。

　どうしてか、この気分を自分だけのものにしたかったのだ。

　横になり、目を閉じる。

　なんだかよくわからない温ぬくもりは、ひどく柔やわらかい眠ねむりを連れてきてくれた。





「いやあ、その看かん護ご婦ふさんとすっかり仲良くなってしまいまして。実はこれから二人で芝しば居いを観にいく予定なのです。『ギター殺人事じ件けん』という題名なのですが、なかなか面おも白しろいそうで──」

　昼下がりの『ハンネマン』。いい意味で弛し緩かんした空気が、のっそりと充じゆう満まんしている。

「しかし王都は娯ご楽らくが多いですね。地元なんて、年に一度の祭り以外には本当になにもなくて──あれ、クラウスさんどうしました？」

　それまで楽しそうに喋しやべっていたひげ面づらの男──地方から出てきた詠えい唱しよう士し志し望ぼう者しやランジィ・キアシュが、不思議そうに首を傾かしげる。

「……あ、いや、何でもありませんよ」

　曖あい昧まいな笑顔を浮うかべ、曖昧に否ひ定ていしてみせる。

「ふむ、そうですか。……いやあしかし、人が多いのだけはいまだに慣なれませんな。新聞の内ない容ようが更こう新しんされたときなど、まさに立りつ錐すいの余よ地ちもない感じで」

　エルガをごくりと飲み干ほすと、ランジィは席を立った。

「それでは、そろそろ出かけるといたします。代金置いておきますねー」

　奥おくのほうに声をかけ、クラウスにも会え釈しやくすると、ランジィは店から出て行った。

　何をするでもなく、クラウスは自分の目の前に置かれたエルガを眺ながめる。

　まだそう冷めてはいない。今のうちなら、まだおいしく飲めるだろう。

　しかし、クラウスはエルガに手をつけなかった。ぼんやりと湯気を眺める。

　テーブルの上に置かれた小こ銭ぜにを、細い腕うでが伸のびてきて取っていった。

　腕は続いて空になったコップも手に取ってトレイに載のせる。

　会話はない。お互たがいに視し線せんを合わせることもしない。

　去っていくその背せ中なかをちらりと盗ぬすみ見る。途と端たんに胸が重くなり、溜ため息いきが何度も何度も漏もれる。

「おおっと、どうしたどうした。どうも最近様子がおかしいと思ったら、お前とエルリーちゃんは喧けん嘩か中なのか」

　相変わらず他人の都合というものを無視した勢いきおいでもって喋りかけてくるのは、この店の常じよう連れんでありクラウスにうっとうしいちょっかいばかりかけてくる悪友でもあるルドルフ・シェンルーである。

「さてはあれだな、無理やり一線を越えようとして取り返しのつかないことになったな」

「違ちがうよ」

　アホらしいので単語一つで答える。ルドルフの言うことに文法を用いて返答するのは無む駄だな労力に他ならない。

「それならなんだ、また詠唱士を目指すことに関して問題でも発生したか？」

　単語さえも浮かばなかった。

「……俺おれ、帰るわ」

　やっとのことでそれだけの言葉を搾しぼり出すと、クラウスは代金をテーブルの上に置き席から立った。

「ん、ああ。気をつけて帰れよ」

　妙みように大人しく、ルドルフはクラウスを送り出してきたのだった。





「しっかし」

　クラウスの背中を眺めながら、彼をよく理り解かいする親友はぽつりと呟つぶやく。

「せっかくまともになってきたのに、なんだってまた元に戻もどってるんだあいつ」





　今年の夏は、短かった。

　日射しはすぐにその勢いきおいを弱め、まとわりつく熱気はあっという間に姿すがたを消した。

　目的もなく、通りを歩く。

　仕事もないし、暑さは弱まった。勉強するには最さい適てきである。

　しかし、足は図書館へと向かわなかった。本屋にも向かわなかった。

　本を開こうとすると、辞書を手に取ろうとすると、脳のう裏りにあの日の光景が甦よみがえるのだ。

　クラウスの詠唱によって痛いためつけられ、動かなくなった一人の女じよ性せい。

　死んではいないと思う。もしそうなら、クラウスは今いま頃ごろ御ご用ようになっている。あそこには国王や王国詠唱士がいたわけだから、よもや見み逃のがされるはずはない。

　しかし、だからと言って心は全く慰なぐさめられなかった。

　他人を傷きずつけたという事実、そして王国詠唱士を目指すならそうすることが必要だという現げん実じつが重く心にのしかかる。

　どうして、こんなことに今まで気づかなかったのか。自分の間ま抜ぬけさに笑えてくる。

　エルリーが冷たい態たい度どを取ってくる理由はわからない。しかし、そうされても仕方ないのではないかとも思う。

　自分はその程てい度どの人間なのだ。所しよ詮せん、何者にもなれないような中ちゆう途と半はん端ぱな人間なのだ。

　風が吹ふき、クラウスの足元に一枚まいの枯かれ葉が飛んできた。

　枯れ葉は僅わずかに赤みがかっていた。もう、秋が訪おとずれているのか。

　考えてみれば、さっき吹いた風もどこか冷たかった。



　──夏が死んでいく。おそらくは、クラウスの情じよう熱ねつとともに。



    

  
    
      
　あとがき






　今回はあとがきのスペースにかなり余よ裕ゆうがあるそうです。

　これまではいつもきつきつの枚数で、「あーもっと色々書きたいなあ」なんて思っていたのですが、いざ「12ページ分はいけるよ」なんて言われてみると途と端たんに何も書けなくなってしまいました。うーむどうしたものか。まあ、つらつらと何事か書いてみようと思います。





　尼あま野のの携けい帯たいには、勧かん誘ゆう電話がかかってくることがよくあります。大抵は英会話の誘さそいだったり怪あやしげなマルチまがいだったりするわけですが、これがなかなか断ことわりにくいのですね。

　向こうの技術ももちろんあるでしょうが、尼野自身が断り下べ手ただということも大きく作用している模も様ようです。何しろ靴くつ屋やでジャックパーセルを買ったついでになぜか防水スプレーを買わされ、最近またメタルバンドを始め苦く悩のうの日々を送る友人のＹ内くんに「おまえばかだろ～」と北陸アクセントで言われてしまうほどです。



　そんなこんなで携帯に知らない番号から連れん絡らくがあったらシカトが日常的になり、時折登録していなかった知人からの連絡で大変なことになるという困こまった日々を送っていました。

　最近になって尼野は思いました。やはりこれではいけません。逃にげてばかりでは何も解決しないのです。HATEBREED のジェイミーも「お前を食くい尽つくそうとする奴やつに立ち向かえ。それが自由になる唯ゆい一いつの方法だ」って言ってます。よし立ち向かおう。

　しかし、気の弱い尼野には百戦錬れん磨まのセールスマンやセールスウーマンと正面切って渡り合うのはとても不利です。いつの間にか言いくるめられて、胡う散さん臭くさいセミナーに参加させられてしまう危き険けん性せいも十分あります。

　はてどうしたものかと考え込んだところで、一人の先せん輩ぱいの言葉を思い出しました。

　その先輩は、大学でハードコアを専せん攻こうし、卒業後は母校の事務に勤つとめている猛も者さなのですが、在学中尼野にその手の勧誘電話の断り方を教えてくれたのです。すっかり忘わすれていました。

　先輩の言葉に従い、尼野はイメージトレーニングを積つみました。電話に出るタイミングから呼こ吸きゆうの取り方、相手の出方に応じての対策も百通り以上想定し、どんな一流セールストークを前にしてもひるまない自信をつけることに成功しました。

　そして、「ムーンスペル!!　真夏の迷めい宮きゆう」の執しつ筆ぴつが大おお詰づめに入ったそのまさに時、尼野の携帯が着信音「世にも奇き妙みような物語（チェーンメールで回ってきた動画）」を鳴らしました。表示されているのは見知らぬ番号。ついに来ました。

　ちかちか点てん滅めつする携帯（いつだったかのExtreme The Dojoで落っことして表面ずたぼろ）を前に深呼吸し、ついでに般若はんにや心しん経ぎようを唱となえ（超ちよううろ覚おぼえ）、更さらに成功する自分をイメージし（なんかのハウツー本に載ってた方法）、手のひらに鬼おにと書いてから握にぎりつぶし（高校の時部活の後輩から教わった方法。人と書いて飲み込むより効果があるらしい）、精神を統とう一いつすると、尼野は携帯を手に取りました。

　しかし今まさに出ようとしたところで電話は切れてしまいました。精神統一に時間を使いすぎたようです。

　再び携帯が鳴るのを小一時間ほど待ったのですが、それ以い降こうその電話番号からかかってくることは二度とありませんでした。間ま違ちがい電話か何かだったようです。とほほ。

　このままではあんまりにも肩かた透すかし。というわけで、ここは一いち念ねん発ほつ起きして業者の方の挑ちよう戦せんを募ぼ集しゆうしてみます。我われこそはという人は電話してきてください。

　やっぱりやめますごめんなさい。調ちよう子しに乗りすぎました。





　さて、この「ムーンスペル!!」シリーズも、皆みな様さまのおかげで三巻まで出版することができました。ストーリーの流れで言うと折り返しな感じです。

　またしてもクラウスが壁かべにぶち当たってしまい、読者の中には歯がゆい思いをなされている方もいらっしゃるかもしれません。

　ですが、夢を追うことというのはやはりとても大変なことであり、途中何度も挫くじけそうになるものだと思います。

　なので、クラウスには少々厳きびしい試し練れんを課してしまいましたが、彼ならきっと乗り越えられるはずです。頼たよりない主人公ですが、やる時にはやる奴やつなので、どうか見捨てないでやってくださいね。

　今後どうなるかのヴィジョンについては大方固まっております。できる限り早く皆様にお届とどけできるよう鋭えい意い努力いたしますので、どうぞ今しばらくお待ちください。



二○○五年　八月

尼野ゆたか　　



    

  
    
      ムーンスペル!!

真ま夏なつの迷めい宮きゆう



尼あま野のゆたか
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